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柑芦 53号（2022年版）
和歌山大学経済学部柑芦会誌

□ 特集 「経済学部創立100周年記念《特別寄稿》」
□ 100周年を迎えるにあたって
□ 追悼
□ 支部だより
□ ゼミ・同期会・クラブ・同好の集まり
□ 母校だより
□ 出会いのひろば（会員談話室）
□ 柑芦会
□ 後援会
□ 訃報

〈表紙絵 / 和歌山大好き〉

絵画部の展覧会（通称、部展）後の飲み会、田舎へのドライブ旅行等は、学生時代の楽しい思い出です。
そんな和歌山の楽しさを凝縮した絵を描いてみました。

作　大39　小柴 学司
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会長挨拶

柑芦会  会長　大 18  北村　修一

柑芦会の未来に向けて

　思いもかけず会長にご推薦いただいてから
の２年間を振り返りますと、オンライン方式
を活用した副会長会議の随時開催や、支部
長会議の年２回定期開催化など、多くの方々
の知恵とお力をお借りして課題整理と方向づ
けに取り組むことができました。また支部活
性化支援委員会をはじめ４つの委員会やプロ
ジェクトを通じて継続的な課題検討をする体
制が整えられたのもまさに皆さまのご協力の
お蔭であり、感謝申しあげます。
　一方では、大学側からのご要望にお応えし、
大学院へ進学する優秀な学生のために返還
を要しない「給付型」の「奨学金制度」を創設す
ることができました。また硬式野球部に代表
されるような和歌山大学の名声を高める功績
のあった課外活動に対しても「寄付」が行える
よう、柑芦会としての規約を新設することが
できましたので、今後は他の体育会クラブや
文化会クラブの学生たちの励みになることを
願っています。
　さらには、そういう活動を下支えするため
の重要なインフラとも言える「名簿」の充実と、
大学の情報や全国の支部・会員の動静を適時
適切にお伝えする広報活動にも注力し、「本
部ニュース」の毎月発行や「ホームページ」の
リニューアルを実現することができたのも本
部事務局はじめ関係者の皆さんのご尽力のお

蔭です。
　さて、ご承知のように和歌山大学経済学部
は和歌山高等商業学校の創設以来、本年で満
１００周年を迎え、その記念事業は来年１０
月を中心に華々しく開催される予定となって
います。柑芦会としてはこの記念事業に全面
的にご協力することにしておりますので、皆
さまにおかれましても絶大なご理解とご支援
をお願いいたします。
　さらには、４年後の２０２６年には柑芦会
自身も発足から１００周年を迎えることとな
りますので、これまでの伝統に胡坐をかくこ
となく、未来をしっかりと見据えて時代に合っ
た施策と体制を強化してまいります。
　そのためには、各支部に対する本部からの
支援活動の継続や、柑芦会のスローガンであ
る「会員の成長に役立ち、人生を豊かにする」
を実現する施策として、年代別の支援活動も
充実させたいと考えています。例えば、就職
活動で東京や名古屋へ移動する学生にはその
ための支援策を、現役ビジネスマン世代には
マネジメント力強化や成長の機会を、定年後
世代には様々な種類の趣味の会や交流の場を
提供する、といったものなどです。
　皆さまには、変わらぬご理解とご支援をお
願いする次第です。



─ 5 ─

学長・学部長挨拶

和歌山大学  学長　伊東　千尋

アントレプレナーの育成が
社会を変える

　柑芦会の皆様には、日頃より母校和歌山大
学の教育・研究へのご理解、ご支援を賜り、
誠にありがとうございます。
　現在、我々は激動の時代にあります。経済
が低迷する中、大きく発展した情報通信技
術を用いた新しい製品やサービスが世に出て
きています。技術的な背景に加えて、コロナ
禍による遠隔授業、リモートワークの取り組
みが加わり、製品やサービスの質的変化のス
ピードは加速し続けています。このような社
会にあって、社会が求める人材も大きく変化
してきています。平時には、確実に業務を実
施できる人材が求められました。しかし、激
動の時代に入り、社会の変化に対応して業務
も日々変化しています。それ故、日々変化す
る情勢や進化する技術に対応できる人材が求
められるようになってきています。さらに積
極的に言えば、変化を捉えて新しい事業を企
画したり、創業に挑戦する人材が必要とされ
てきていると言えるでしょう。
　2020 年の我が国の既存企業数に対する新規
に開業された事業所（あるいは企業）比率（開
業率）が 4% 程度にとどまるのに対して、アメ
リカは 10% 程度あることがわかっています。
我が国では、Amazon や Facebook などの成
功を収めた企業のみが耳目を集めています
が、一つの成功の背後に多くの挑戦があるこ

とがわかります。日本で開業率が低い理由の
一つに、失敗を許さない風土があると言われ
ています。この風土を変えていくことが、日
本の産業力、経済力を高めていくために不可
欠です。そのためには、チャレンジ精神を持
つ多くのプレイヤーを育成し、そのプレイヤー
を育む環境を作ることが重要となります。
　和歌山大学も COC+ 事業を実施する中でア
ントレプレナーシップ教育に乗り出しました。
最近の調査によると、全学で 100 名を超える
学生が創業に関心を持っていることがわかっ
ています。香村賞で培われてきた創業家育
成の枠を広げたアントレプレナーシップ教育
を、学生の主体性を引き出す教育として位置
付け、この激動の社会の中でチャレンジを続
ける人材の育成をめざした組織的な教育に高
めていきたいと考えます。このような教育を
推進する上で、柑芦会会員の中におられる創
業者の方々や、その創業者の皆様と多岐にわ
たる社会活動を進めてこられた先輩諸氏のご
経験とご知見は大きな資源となります。今後、
アントレプレナーシップ教育を進めていく上
で、柑芦会の皆様のご支援をいただければ心
強い限りです。
　最後になりましたが、柑芦会の更なるご発
展と会員皆様のますますのご健勝・ご活躍を
お祈り申し上げます。
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　柑芦会会員の皆様には、平素より和歌山大
学経済学部ならびに和歌山大学大学院経済学
研究科の教育研究活動に対しまして、ご理解
とご支援をいただいておりますことに、心か
ら感謝申し上げます。また、本学学生の諸活
動に対しましてもあたたかいご支援をいただ
いておりますことに、重ねて感謝申し上げま
す。
　2021年の夏頃から行われました西3号館
（旧経済学部本館棟）の改修工事が2022年の
3月末に無事終了いたしました。授業準備や
移転作業を慌ただしく行いながら迎えた2022
年度でしたが、早くもその半分を終えようと
しております（本稿執筆時点）。新型コロナ
ウイルス感染症への対応として手探りのまま
導入した遠隔授業については、この間に獲得
したノウハウを活用し、また感染防止対策と
して、制限された履修者数内において対面授
業を再開するなど、教育環境については進化
とともに落ち着きが見られるようになりまし
た。
　ご存じの方もいらっしゃるとおり、国立大
学法人は6年間をひとつの中期目標・中期計
画期間として、定めた目標を達成すべく事業
を実施することになっております。2022年度
は、そのような体制になってから4巡目の開
始年度にあたります。経済学部につきまして
は、中期目標・中期計画に直接の記載はない
のですが、このタイミングで、本学データイ
ンテリジェンス教育研究部門の協力を得て、
データ利活用教育に踏み出す機会が与えられ
ました。文部科学省の「数理・データサイエ

ンス・AI教育の全国展開の推進」という取
り組みにおいて選定された18校の特定分野校
のうち、社会科学分野を掲げた3校のうちの
1校に選定されております。これは、データ
サイエンスの知見や人工知能技術などを利活
用し、これからの経済社会を先導することが
できる、経済学、経営学、会計学などの分野
を中心とした社会科学分野の人材育成に取り
組むものです。この取り組みでは、経済学部
において、このような人材育成のための授業
を展開することはもちろんのこと、そのカリ
キュラムを整備し公開することも求められて
います。与えられた6年間の実施期間を有効
に活用し、本学経済学部生がこの取り組みが
目指す人材へと成長するための学修機会を提
供するとともに、その裾野をひろげようとす
る社会からの要請にもこたえられるように取
り組んで参りたいと考えております。
　2022年は、経済学部にとっても特別な年に
あたります。本学部の前身となる和歌山高等
商業学校が1922年10月に設置され100年にな
ります。1923年に最初の入学者を迎え、和歌
山経済専門学校、和歌山工業専門学校、再び
和歌山経済専門学校と変遷し、現在に至りま
した。2023年には100年の記念式典の開催、
ならびに100年の歴史をまとめた100年史の刊
行を計画しております。これらの記念事業に
つきまして、詳細が確定次第、改めてご案内
を差し上げたいと存じます。
　最後になりましたが、柑芦会会員の皆様の
ご健康とご多幸とともに、柑芦会のますます
のご発展をご祈念申し上げます。

和歌山大学 経済学部長　芦田　昌也

社会科学分野における
データ利活用人材の育成を！



※以下、いずれも７月中・下旬状況

　和歌山大学経済学部が大正11年（1922年）10月に、その前身である和歌山高等

商業学校として設立され、翌年4月に開校されてから来年4月に開学100周年を迎

えるにあたり、「柑芦」は節目、節目にはその足跡を振り返ってまいりました。

高等商業学校から、先の大戦を経験する経済専門学校、工業専門学校といった困

難な時代を経て、戦後の新制大学へと創学の気風を保ってきたものと思います。

　和歌山大学（経済学部）の一つの転機は昭和62年（1987年）の校舎統合移転で

す。敗戦後の連合軍（米軍）に接収された時期を含め、ずっと和歌山市高松に

あった母校校舎が、真砂町・岡山の教育学部とともに、紀ノ川北岸の栄谷に移転

統合された訳です。念願の新学部設立の動きが顕著化し1996年に、経済学部から

新たにシステム工学部が、更には2008年には観光学部が設立されたことは皆様既

によくご存じと思います。

　本誌は、100周年記念企画として、直近30年間の経済学部の発展にご功績の

あった先生方に、「柑芦」誌へのご寄稿をお願い致しました。また、新しい学部

設立に関係の深かった先生方の思い出をと、システム工学部設立時に御功績の

あった八丁先生、観光学部設立に大いに貢献された小田先生に、それぞれ原稿を

依頼しておりました。ところが7月に小田先生がご逝去されるという事態に至り、

小田先生からの貴重なお話がいただけなくなりましが、経済学部発展に寄与ご尽

力された小田先生の功績を偲ぶとともに、経済学部をけん引してこられた諸先生

方のご寄稿をご紹介いたします。

柑芦編集委員長　　穂永千秋

「経済学部創立100周年記念《特別寄稿》」特集

─ 7 ─
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　経済学部にあった産業工学科を母体とし
て、和歌山大学システム工学部が創設された、
そんな話が語られている。大学の長年の悲願
であった新学部増設、それも理工系学部の創
設であった。その誕生に至るきっかけになっ
た話を少し語っておきたい。そして、産業工
学科の理念は今日的にみても、極めて意義あ
るものだということを言っておきたい。
　昭和62年（1987年）夏、経済学部が現在の
キャンパスに移り、大学の学舎統合が完了し
た。それから8年後の平成7年（1995年）10月、
システム工学部が発足した。翌年の4月から
シス工1期生の受け入れとなった。さて、大学
の理工系新学部設置構想は、初め「産業科学
部（仮称）」設置構想として動きだした、とい
うことはご存じだろうか。つまり、「産業工
学科」→「産業科学部（仮称）」構想→「システ
ム工学部」という流れがあったのである。
その「産業科学部（仮称）」構想は、実は、私が
最初にアイデアを出したものだった。短い期
間だったが、名称と主旨、教育研究概要など、
構想を誕生させるところで関わった。大学と
して一本化して、理工系新学部構想を始動さ
せるきっかけとなった。
　高師をルーツとする教育、高商をルーツと
する経済は何かと対立することが多く、大学
は創設以来2学部のまま、大学拡充も学舎統合
もどちらの事業も前へ進められなかった。互
いにキャンパスも離れ、木造校舎は老朽化し
ていくばかりだった。
　学舎統合の動きはかなり前からあり、昭和
40年に、「学舎統合建設準備委員会規程」が
制定された。システム工学部誕生のときの
浅野敞学長（当時）は、「赴任した1952年以来
……新しい学部の創設を目指した学舎統合
移転のための歴史であった……前半20年は
その準備、模索……後半の20年は土地の選定
に始まる計画の実現であった」（柑蘆1994年
版）と就任挨拶で述べた。労苦の多いことで

あった。現在の栄谷
地区が学舎統合地と
して選定されたのは
昭和52年（1977年）、そ
の3年後から建築工事
に取り掛かる予定と
なった。
　さて、その昭和55年
時点での、新学部構想
の状況はどうなっていたか。
　ここに、「学部増設等将来構想検討のた
めの全学的機関の早急な設置に関する要望

（案）」とする、1980年2月23日付け「経済学部
改革構想　検討委員会」資料があった。新学
部構想として、四つの候補が出されていた。
経営学部、法・文・外国語系学部、理工系学部、
農林水産系学部である。要望は、「現行の学
部を基礎としない、全く新しい領域の学部設
置」、「大学全体のものとして作られる」、「地
域の要望に基づく新学部構想」を推進するこ
とを目指して、「全学的な改革構想の検討機
関の設置を要望する」とあった。
　その「全学的な改革構想の検討機関」が作
られたかどうか覚えていない。新学部構想
は、（人文社会学部）、（経営学部）の二つになっ
ていた。学舎移転統合施設配置第3次基本設
計図（昭和56.5）として、3年間ほど記載され
ていた。
　では、「産業科学部（仮称）構想」は、いつか
ら登場したのだろうか？
　ある全学委員会会議が招集され、将来構想
の新学部構想をどうするかが検討課題に有っ
た。既構想の具体化、新規の新学部構想、一本
化などについて、次回以降に提案、検討すると
なった。
　余裕が1 ヶ月ほどあり、私は、「産業工学科」
をベースにした理工系学部を考えることにし
た。それが、「産業科学部（仮称）構想」であっ
た。かつて勤務した工業高等専門学校の吉田

元経済学部教授　八丁　直行
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直電機科教授（当時）に、手紙でアイデアの妥
当性を問うた。
　さて、構想を練って、検討会議に臨んだとこ
ろまでは覚えているが、候補の一本化や、順位
を付けて大学評議会へ答申したとか、その後
についての記憶が無い。西高松キャンパスの
本部事務局の会議室で幾度か会議があった。
経済がまだ西高松に残っていた頃、教育は移
転したか少し前かのときだった。椎木和光助
教授（当時）も委員で「経営学部構想」、教育か
ら理科や外国語担当の教授が委員として参加
していた。
　その委員会がそうだったのか。経済の学科
会議、教授会で検討して、という経緯をたどっ
たのか覚えていない。後に、飯尾要教授（当
時）から、「産業科学部（仮称）」構想でいく
ことになった、という報告を教授会で受けた
記憶がある。確か、経済学部が移転する前で
あった。
　小野朝男学長（当時）の就任挨拶に（柑蘆
1988年版（1987.10発行））、高松キャンパスお
別れ記念パーティの席で、池田芳次学長（当
時）が、「昭和62年度の概算要求において、す
でに産業科学部（仮称）の設置を要求し……僅
かだが調査費がついた」という言及があった
のを見つけた。「知事も初めて、祝辞の中で、
情報関係を中心にしたソフトな理工系学部の
設置について言及された」とあった。
　そして、小野学長を委員長、飯尾教授を作業
部会長とする、平成元年度教育方法改善プロ
ジェクト「産業科学部（仮称）設置構想」が始
動した。浅野学長の、「その40年間の、それに
費やされた先輩同僚の努力の膨大さを思うと
空恐ろしい」とする、理工系学部創設に結実
した。
　辻三郎初代システム工学部長（当時）は、「新
時代を担う科学技術の創成を目指して」と題
し、「人を中心とした科学技術、地球と共生し
うる科学技術を創る……既存の工学がカバー
する範囲を超えて、自由な発想から学際的に
教育・研究する」必要があると述べた（和歌山
大学システム工学部　研究者総覧  2000年）。
　「和歌山大学経済学部五〇年史」に、産業工

学は、「経済、経営への広い見識に加え、極め
て高度の数学知識と、さらに技術者としての
素養を持ったエコノミストを養成」とある。
今日ほど数理、情報、システム、AIを使う、文
理融合能力が求められる地球環境、国際社会
の危機状況はない。世界遺産のある紀伊半島
に位置した学部、大学として、どうその教育を
担保していくのか、大学全体で取り組む課題
であると感じる。
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思い出

第27代、31代学部長　竹内　昭浩

　このところは、呆けていくのを待つだけ
の、気楽な日々を送っております。
　1999年から2001年、2007年から2009年と二
期学部長を務めました。
　一期目は法人化前でもあり、大学全体の中
で学部の力がまだまだ相対的に強かった時
代です。学部内での自由な発想を実現するた
め、私はほんのわずかな手助けをしただけな
のですが、学部独自の政策をかなり自由に行
う事ができました。丁度新制大学制度発足50
年目にあたり、経済学、経営学の著名な先生
方をお招きし、数回の講演会、シンポジウム
等を実施致しました。また教員・事務方の皆
様の協力のもと、エキスパートコース（これ
に関しては何度か本省へ出向いた事を覚え
ております）、南紀へのセンターの設置、学生
懸賞論文募集の開始等々、これらを準備・実
現する事ができました。
　二期目は法人化後でもあり、状況はかなり
変わっておりました。当然の事ながら大学内
での学部の力は相対的に小さくなっていた
のです。しかし学部の中で、その事実が必ず
しも共有されているとは言い難い状況でし
た。その事もあったのでしょう。大学全体と
学部の間での様々な調整に色々と苦労した
事が思い出されます。苦労した事も多かった
のですが、一方では楽しい事もありました。
学部間には利害対立もあったのですが、それ
はさておき、他学部の方ともお付合いさせて

頂く機会が増えました。私と同様に大学全体
と学部間の調整に苦労されていた他学部の
学部長方とは一献を傾ける事もあり、時には
我が家で気の合う方々も交えて杯を重ねて
ワイワイガヤガヤとそれなりに面白い時を
過ごした事もございました。
　現在の学部長のご苦労は私が学部長を務
めた頃より更に大変なものになっているか
と思います。
　これからも続く未来の学部長の方々のご
活躍を心より祈っております。



特集　経済学部創立 100 周年記念 《特別寄稿》

─ 11 ─

和歌山大学経済学部長・観光学部長在任中の思い出

第29代学部長　山田　良治

　私は、共通一次試験の始まった翌年の1980
年からコロナ禍が社会問題となる前年の2019
年まで、40年間近く和歌山大学に在職しまし
た。その間、経済学部と観光学部という複数
学部の学部長を担うという稀な経験をさせて
いただいたことに加え、そのそれぞれがまた
稀なタイミングでの出来事でした。
　国立大学は、2004年度から国立大学法人と
なり、今日に至っています。私が経済学部長
となったのはその前年度からで、学部長の任
期は２年間ということから、国立大学として
の最後の１年間と法人化した最初の１年間に
またがった学部長ということになります。そ
の間様々な思い出がありますが、とくに印象
に残っていることの一つは、経済学部選出評
議員であった高嶋先生、竹内先生、橋本先生
といった重鎮が、未熟な学部長を支えていた
だいたことです。また、それまで学部長の任
期は、連続しない形で最長２期４年となって
いましたが、流動化する法人化の諸課題に対
応できるようにと、最大４年はそのままにし
て連続を可能とする形に改めました。もちろ
ん、次期学部長から適用という形での制度改
革でしたが。
　その頃、和歌山大学に第４の学部をという
ことで、観光学部設置に向けた準備が進めら
れつつありました。当初は、経営学分野を中
心の構想だったようですが、設置準備の会議
に参加する機会があった際、地域振興の視点

が必要ではないかと発言しました。そこまで
口を出すのなら観光学部に異動してはどうか
という話が当時の小田学長からあり、想定外
のことでしたが経済学部から観光学部に移る
ことになった次第です。初代学部長には経営
学の大家である大橋先生（経済学部OB）を迎
え、国立大学初の観光学部がスタートしまし
た。
　ほどなく大学院の設置に向けた準備が始
まったのですが、その責任者として企画と文
科省との交渉を担うことになりました。修士
課程は、新学部設置の延長線に、文科省も概し
て前向きに対応してくれるのですが、問題は
博士課程です。そもそも歴史的に豊富な蓄積
を持つ経済学とは異なり、「観光学」自体学問
的体系性が必ずしも確立していない新興の分
野です。博士課程設置の根拠となる観光学の
学術的存在意義の説明が求められます。悪戦
苦闘の中でこのハードルをクリアし、ついに
博士（後期）課程の設置にこぎ着けることが
できました。大橋先生の後継として、観光学
部長として２期４年間このプロセスと取り組
みました。名前は記しませんが、ここでも多
くの教職員の献身的な努力を得られたことが
印象的です。精神的労働における協業の生産
性は、何よりも関係者の相互信頼に依拠する
ということをしみじみと実感した経験でし
た。
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　経済学部創立100年ということになり、あ
わせて柑芦第53号が発刊される由、誠に慶賀
のきわみであり、柑芦会（以下、会という。）会
員の皆様方に心よりお慶び申し上げます。
　私が第32代学部長に就任した2009年当時、
きわめて若輩の46歳でもあり、自分の出身校
の同窓会にも参加した経験がなかったので、
会の活動がいかなるものなのか、その活動の
出身学部への貢献について明確な認識を有
しておりませんでした。というのもそれま
では、学生委員長や評議員就任時以降におい
て、会の大阪支部総会にお招きいただき、そ
の盛大な会合に感服した程度の認識しかご
ざいませんでした。
　学部長就任以降、会の皆様方とのお付き合
いは本当に親密になりました。
　例年の5月の理事・支部長総会（正式名称で
ないと思われますが、御寛恕ください。）には
じまり（同月30日）、6月冒頭の全学同窓会理
事会（同月６日）、7月の大阪支部総会（同月4
日）、10月の神戸支部総会（同月３日）、和歌山
支部総会（同月17日）、京滋支部総会（同月25
日）、11月の東京支部総会（同月19日）、東海支
部総会（同月28日　推薦入試実施日のため、
乗杉澄夫評議員（当時）が代理出席）とお招き
いただき支部総会が開催されました（時期は
2009年度）。これ以外もご招待をいただきな
がら出席がかなわない支部総会もありまし
たこともお詫び申し上げなければなりませ
ん。また、同期生・ゼミ単位で学部や学部長室
においでいただく機会も幾度かございまし
た。
　出席させていただいた会合のいずれにも
かなり多くの熱心な会員の皆様が参加され、
有益な学部運営に関するご助言をいただい
たことを記憶しております。私の力不足によ
りそのようなご助言を生かすことが十分に

はできず、大変申し訳ない気持ちでいっぱい
です。それでも、就職支援体制の整備等、当時
のご助言によって実現した施策もあり、現在
に至るまで現役学生の支援にご貢献いただ
いていることに感謝しております。
　また、財団としての後援会としても、学部
の研究活動等に継続的に支援をいただいて
おり、年2回の懇談会においても有益なご意
見をいただいておりました。当時は、法人制
度の改革問題が中心的な問題となっていた
ことを記憶しております。
　地方国立大学が、地域との関係性を重視す
るとともにそれだけではなく、「大学の応援
団」を必要としていることは言を俟ちませ
ん。そのような「応援団」になっていただけ
るのは、やはり会の皆様が第一でありましょ
う。今後とも経済学部のあり方に貴重なご意
見を戴ければ幸いです。
　末筆になりましたが、会員の皆様の一層の
ご健勝、ご活躍を祈りあげます。

思い出

第32代学部長　森口　桂樹
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　のっけから恥ずかしい告白をさせていた
だくが、昔から組織のトップに立つというの
が苦手で、「長」と名の付くポジションについ
たことがない。だから経済学部長を引き受
けることになったときは、自分でも心底驚い
た。しかし何時までも驚いたままではいられ
ないから、自分にできることは何かを考える
ところから始めようと思った。そう考えたと
き、大きく3つの方向性が見えてきた。第１に
学部の一体感の醸成、第２は後進の育成、そ
して第３は研究の推進である。
　経済学部は高商以来の輝かしい伝統を持
ち、その反映として、内部に多様な人材を含
む。そしてこの多様性が、適切な緊張感と共
に、組織に一体性をもたらしている。この長
所を生かすには採用人事が肝要とみて、本
部との関係は良好に保つべく努力した。当
時の山本学長のご理解を得て、優秀な先生方
を何人も採用できたことはささやかな成果
と言えようか。他には、入試委員会が揃いの
Tシャツをデザインし、学生と一緒に盛り上
がった猛暑のオープンキャンパスも印象に
残る。
　さらに、将来に向けては、経済学部の長い
歴史を継ぐ教員層の育成が重要であった。と
言っても、自分の一方的な考えで引っ張るの
は僭越だ。そこで各委員会には、自ら課題に
取り組み、アイディアを出していただいた。
お忙しい中、委員としてご協力いただいた先

生方には感謝のこと
ばもない。当時若手
だった先生方が、現在
学部の中心となって
活躍しているのを見
ると、今は単純に嬉し
い。
　そして、大学教員と
してのやりがいの中心は研究にあるべきだ、
という自分の信念もあった。成果数もある
が、研究をすること自体の悦びがもっと大切
だ。そのような気風が経済学部の根幹を支え
てきたように思えてならないのである。科研
の取得を助けるくらいしか自分にはできな
かったが、その後の学部長たちのもとで大学
院改革が進み、着々と成果を挙げつつあるの
を見ると、この良き気風が受け継がれている
ように感じる。
　冒頭の話に戻るが、とにかく「長」を務めた
ことのない自分には管理職的能力が欠けて
おり、スピーチさえ最初は苦手だった。そう、
あれは一年ほどたった頃だったろうか、柑芦
会の皆さんと雑談していた時、「最近は挨拶
が少し上手くなってきましたな」と言ってい
ただいた。本当かどうかは分からない。けれ
ど、人間は何歳からでも成長できるというこ
とを教えてくださったような気もする。学部
長としての２年間は、確かに貴重な人生の学
校であった。

学部長時代の思い出

第33代学部長　遠藤　史
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　経済学部が100周年を迎えられましたこと、
何よりもまず、心よりお祝い申し上げます。
また当方の経済学部への在職中、また、学部長
などの在任中における多大なるご支援など
に、この場をお借りして感謝申し上げます。
当方が経済学部に助手として着任したのは
1994年4月でありました。その後、2009年4月
から2年間は評議員、2013年4月からは2年間、
学部長、続いて再度、評議員を務めました。
　各国立大学は2004年4月より国立大学法人
に移行しましたが、その約10年後、当方が学部
の執行部として仕事をさせて頂いていた時
期も、国立大学と国・地方、社会との関係が大
きく問われた時期、改革の時期でありました。

「各国立大学と文部科学省が意見交換を行い、

研究水準、教育成果、
産学連携等の客観的
データに基づき、各大
学の強み・特色・社会的
役割（ミッション）を
整 理 」（https://www.
mext.go.jp/a_menu/
koutou/houjin/1418118.htm）、いわゆる「ミッ
ションの再定義」に取り組むことで、経済学部
の今後のあり方を検討するとともに、その結
果も踏まえて当時、三学科体制であった経済
学部を一学科、複数の教育プログラムが走る
体制に改組、改革いたしました。
　当然、こうした取り組みを当方のみで出来
るわけがなく。執行部をはじめとする経済学

在任中の思い出

第34代学部長　吉村　典久

覚書にもとづき、和歌山労働局による寄附講義「労働行政実務」が開講され、
「働く」というテーマをめぐって、労働行政の最前線で活躍する労働局の方々
が、交替で講師をつとめています。

【実践的教育を行うための連携・協力に関する覚書について】
〈厚生労働省和歌山労働局との覚書締結　H26.9.29〉
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部の教員や事務の方々、和歌山県をはじめと
する県内のいわゆる「産学官金労言士」の数
多くの組織やその関係者の方々、くわえて、社
会の第一線で活躍されてきた、また、活躍され
ている柑芦会の会員の方々、皆さんの支援無
くしては、いずれの取り組みも実を結ぶこと
は決して無く。実践的な教育の場を学生に提
供するため例えば、多くの組織と教育上の連
携を結ばせて頂きました。2014年からは新入
生を対象とした経済学部新入生合宿研修プロ
グラムを開始して、この実施には紀南地域、特
に田辺市の関係者の方々には多大なるお骨折
りを頂きました。
このように多くの組織や関係者の皆様の存在
があって、経済学部の改革が進められたわけ

ですが、母校に対する並々ならぬ思いを胸に
抱かれている柑芦会の皆様方には、経済学部
のあり方を継続的に検討する経済学部懇談会
の場のみならず、地域ごと、期ごとなど、様々
な形で特段のご指導、ご鞭撻を賜りました。
心より感謝申し上げます。
　2017年4月から当方は他大学に転出いたし
ましたが、その後も経済学部は大学院改組な
ど、さらなる前進を続けられていると伺って
おります。経済学部が次の100年においても
輝く存在であり続けること、くわえまして、柑
芦会のさらなる発展、会員の皆様のご健勝と
ご活躍を祈念いたしております。

覚書にもとづき、「国家基盤づくりに係る土地・家屋の調査」が開講され、土
地家屋調査士7名が交替で講師をつとめます。
講義では、将来の就職先である、官公庁、金融関係、法律関係、またそれに属さ
なくても、社会人としての最低知識として身につけてほしい不動産にまつわ
る手続きや仕組み、法律を土地家屋調査士会の立場から解説します。

〈和歌山県土地家屋調査士会との覚書締結　H27.1.27〉
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　1922年にスタートした和歌山大学経済学
部。2022年で100周年を迎えた。国立大学で
経済学部の歴史が100周年を迎える大学は全
国でも少なく、日本の発展に寄与した様々な
人材を輩出してきた。まずは、これまで、本学
発展のために尽力されてきた、教職員の皆様、
OB・OGの皆様、また様々な地域関係者の皆様
に感謝申し上げたい。

　さて、私が学部長時代のことを振り返ると
のお題を頂いたので、以下、この点について述
べさせていただきたい。
　私は1996年に和歌山大学経済学部に助手と
して採用され、就職2年目にして柑芦会の助成
金を受け、ケンブリッジ大学への留学もさせ
て頂き、その後Ph.D（博士号）を取ることが
できた。以降この貴重な体験を恩に感じ、和
歌山大学での教育に役立てたいと思った。
　2001年から2019年までの、ほぼ毎年、私のゼ
ミの学生をイギリス、ケンブリッジの夏休み
の語学留学を体験してもらう（9月に3週間留
学）ためにイギリスまで引率した。
　また、私の専門分野が商店街の活性化、まち
づくりがテーマなので、中心市街地のぶらく
り丁商店街で空き店舗を借りてカフェを経営
するなどを実施してきた。おかげさまで、こ
れまで全国的にその名前が知られることに
なった川田裕美さん（アナウンサー）をはじ
め、アナウンサーが計3人、ジャーナリストと
して共同通信記者の藤原崇志君、公務員合計
20人（総務省の官僚を含む）、その他三菱UFJ
などをはじめとする金融機関への就職、ロン
ドン大学への留学者合計10人、等を達成して
きた。2004年にはまちづくりカフェの試みが
関西のビジネスコンクールで優勝もした。大
学教員も2名誕生している。
　2015年4月1日から2017年3月31日まで、経済
学部長の任を仰せつかったが、私が注目した
のは、少人数教育と地域教育であった。私自

身が私立大学出身と
いうこともあり、国立
の少人数教育の素晴
らしさを知った。そ
こで、「4年間にわた
る連続的な少人数教
育」を徹底化し、1年
次は基礎演習（15人程
度）、2年次は発展演
習（同じく15人程度）、
3年生、4年生はゼミ（10人から12人）と「シー
ムレス」な教育を展開した。
　また、和歌山大学の強みは地域貢献であり、
引き続きぶらくり丁などで商店街活性化事業
を行い、また、国際的な視点からアグリビジネ
スの授業展開の必要性を考え、アグリビジネ
スに関する特別推進室を作り、フランスから
かつての友人のリアンドロ氏を招へいして、
アグリビジネスに関する特別授業・シンポジ
ウムを実施した。
　学部長退任後は、地域活性化センター担当

（2017年、2019年）、紀伊半島価値共創基幹で
の担当（2020年、2021年）の任につき、今は国
際連携部門で副学長として働いている。
　その後、嬉しいことに、2019年6月6日発売

『日経キャリアマガジン特別編集 価値ある大
学2020年版 就職力ランキング』巻頭の、有力
企業が評価した「いい人材が育つ大学」特集
内にて公表され、「大学取り組みランキング」
のうち「地域の産業・文化に貢献している」大
学1位に選ばれたことはうれしい励みとなっ
た。
　少人数教育で、きらりと光る地域教育。経
済学に限らず、社会学や言語、政治学や歴史、
方角などありとあらゆる社会科学分野が学べ
る伝統ある和歌山大学。これからも、あと13
年と残り少なくなった教員生活の中、学生と
教職員とともにさらなるエッジの効いた教育
活動ができれば幸いである。

在任中（経済学部長として）の思い出

第35代学部長　足立　基浩
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　同窓会誌「柑芦」第53号の経済学部創立
100周年記念の特集に寄稿する機会をいただ
き、ありがとうございました。学部長在任中

（2017年４月から2019年３月まで）の思い出
等を書くよう仰せつかりました。まずは、在
任中に賜りました多大なご支援ご鞭撻に対
して感謝申し上げます。支部総会には何度も
参加させていただき、柑芦会のみなさまと親
睦を深めることができました。学部長在任中
の楽しい思い出のひとつです。産学連携によ
る大学改革は在任当時からの重要な課題で
あり、みなさまからのご助言はたいへん参考
になりました。
　学部長在任中はいろいろなことがあり、思
い出として綴るのはたいへん難しいです。そ
こで、在任中をふりかえり、また創立100周年
を迎えるにあたり、100年後の大学、100年
後の世界に想いを馳せて、今あらためて強く
思うことを述べたいと思います。それは「長
期思考」の重要性です。
　極端な「短期思考」が現代社会を覆ってい
ます。私たちは極めて短い時間軸でしか物事
を考えられなくなり、将来世代を想像するこ
とは難しくなっているのではないでしょう
か。短期的に成果を求められる現代において
は致し方ないのかもしれません。こうした傾
向に警鐘を鳴らしたのが、文化思想家のクル
ツナリックです。彼は著作『グッド・アンセ
スター』（あすなろ書房）で、わたしたちは「よ
き祖先」になれるかと問いかけています。彼
は長期思考（次の世代に利益をもたらす行動
をとり、世代間の公平性を向上させようとす
る考え方）を社会規範とするためには、基礎
となる社会の構造を変え、長期思考を促す行
動様式を醸成する必要があると述べていま
す。大学教育においてもそうした議論ができ

るようになってほしいと思います。
　今日の多くの課題は、自分の人生を超えた
時間軸で物事を捉えなければ解決できなく
なっています。幸いなことに人類には100年
先を想像する能力があるといわれています。
100年は祖父母から孫までの世代が同時に生
きることができるタイムスパンです。世代内
の議論だけではなく、時間軸を拡大した世代
間の議論を促し、さらに時間軸を「ずらして」
長期思考（７世代思考）を繋いでいくことで、
私たちはみな「良き祖先」になれると思いま
す。
　不確実性が高まる世界で、長期思考は容易
ではありません。そのような状況でも将来に
向けて現実的な取り組みを続ける必要があ
る分野では「順応的ガバナンス」が有効と考
えられています。今後の大学でもそうではな
いでしょうか。特に、限られたリソースの中
で「複数性・冗長性（余裕/予備）」や「多中心
性」を保っていくことが重要ではないかと思
います。これらが保たれるレジリエンスの高
い大学は、100年後も社会で重要な役割を担
い続けていると思います。柑芦会のみなさま
の益々のご健勝を祈念して筆を擱きます。

次の100年に向けて思うこと

第36代学部長　藤永　博
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経済学部は、100年という長い歴史の中で、
日本の経済と人類全体に利益をもたらす研究
を通じて人材を育成し、知識を進歩させると
いう重要な使命を果たしてきました。現在の
人口動態と社会の変化、技術の進歩、経済力学
の変化により、教育は前例のない方法で変化
しています。経済学部にとって、新しい経済
ダイナミクスの重大な影響を理解し、それに
教育および研究プログラムを適応させること
が重要です。柑芦会の皆様にもアンケートで
協力いただき実施しました経済学研究科改革
(2021年)の主な目的は、経済システムの変化す
るダイナミクスに対処し、人類の未来を形作
ることができる新しい世代の意思決定者とビ
ジネスリーダーを育成することです。

経済学研究科の戦略的改革計画は、私が経
済学科長を務めていた2年間の任期中に提出
された草案に端を発しています。学生の需要
とキャリア経路の見通しに関する概念的な議
論と証拠の収集を含む1年以上の準備作業の
後、改革計画は2020年6月にほぼ無修正で文部
科学省によって承認されました。2021年4月
から、新たな教育研究プログラムにおいて、グ
ローバル政治経済に加えて、エネルギーおよ
び金融に関する重要なセクターでの研究機会
を提供しています。これらのプログラムは、日
本の国立大学の経済学研究科でもユニークで
す。その唯一の存在理由は、経済の非常に重要
な分野で将来の課題に対処できる人材に対す
る社会的ニーズを満たすことです。この改革
は、エキスパートコースにも適用されます。こ
れは、大学院プログラムと学部プログラムの
間の必要な連携を構成し、労働市場で予想さ
れる変化に戦略的に適応することにより、将
来の成長のための強固な基盤を提供します。

改組計画は、既存の経済学や経営学といっ
た個別の学問分野によって推進される教育プ
ログラムから、動的で知識に基づく社会で必
要とされる分析スキル、問題解決スキル、批判
的思考力、およびリーダーシップスキルを学
生に身につけるように設計された学際的なプ
ログラムへの根本的な移行を意識していま
す。これは、教育と研究の卓越性に対するす
べての教員の強いコミットメントの明確な証

拠です。これもまた、
忍耐と献身をもって
改組に関連する諸課
題に取り組んだ阿部
秀二郎教授と竹内哲
治教授をはじめとす
る教職員の多大な努
力がなければ不可能
だった改組です。

さらに、運営交付金
の減少および教員一
人当り学生数が増大し、学生教員比率も悪化
するなか、学部における教育研究を確実に実
施するため、業務効率性を高めるため、各種委
員会を機能に基づいて設置しました（教育会
議、企画会議、新設した研究推進オフィスを含
む研究会議）。合議制の意思決定と情報共有の
ため、学部教育研究評議会も設置し、柑芦会を
はじめとする教育機関・企業の経営に豊富な
経験を有するステークホルダーによる経済学
部アドバイザリーボードも設置しました。こ
れまでアドバイザリーボードの委員長を務め
た元学長・元経済学部長・故小田章氏の経済学
部の成長に向けた献身的な努力に感謝の思い
を留めておくことは重要です。

他の教育機関と同様に、2020年初頭の新型
コロナウイルス危機の発生に対応して、感染
を予防し、実行可能な教学・学習環境を確保す
るために必要な対策を実施することに重点が
置かれました。 国際教育フェアへの参加や
企業訪問など、改組後教育研究プログラムを
支援するために必要な措置を含む優先事項に
とって移動制限は大きな影響を与えました。
この状況の中で、改革の勢いを維持するため
に、初めての博士課程設置検討委員会を設立
し、様々な意見を集約しながら、改組後修士課
程の教育研究プログラムを自然に引き継ぐ博
士課程の立ち上げの見通しを検討する任務を
負うこととしました。学生の需要に関する証
拠に基づく建設的な議論に基づき、2021年3
月に議長を務めた最後の教授会で、教育と研
究の連携を強化する博士課程設置推進委員会
を設立することが決定されました。

新型コロナウイルスに伴う困難にもかかわ

経済学部の経路依存リスクと今後の成長
第37代学部長　マグレビ・ナビル
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らず、高等商業学校の歴史を持つ12の大学の
年次総会を、和歌山大学会場での対面とオン
ラインの両方を用いたハイブリッド型で開催
することもできました。すべての会議を東京
で開催するという数年来の方式からの明確な
決別であり、ホスト大学のキャンパス内で将
来の会議を開催するという提案は満場一致で
受け入れられました。教員が将来の課題に対
処するためにより良い立場に立つためには、
さまざまな利害関係者との重要な関係を強化
することが重要です。柑芦会は、経済学部の唯
一の最も重要なステークホルダーとしての議
論の余地のない地位を証明してきました。同
窓会は、経済学研究科に入学する専門コース
の学生のための新しい奨学金を提供すること
に同意しました。競争力のある戦略的な同窓
会奨学金制度は、優れた学生が経済学の大学
院でさらなる知識を獲得し、批判的思考と分
析能力を向上させるため、新たな動機インセ
ンティブを提供するため、進行中の大学院改
組の不可欠な部分です。北村修一柑芦会会長
のリーダーシップにより、柑芦会奨学金制度
は設立されました。皆様のご尽力に感謝いた
します。

今後は、重要な問題解決スキルをさらに向
上させる必要があります。そのために、教育
と研究の卓越性に向けた将来の取り組みは、
意思決定科学の概念に基づく新しい統合博士
号プログラムの立ち上げに焦点を当てる必要
があります。隠されたパターンを発見し、膨
大な量のデータから有用な情報を抽出するに
は、データ サイエンスが必要ですが、意思決定
科学は主に、判断、好み、選択に基づく不確実
性の下での情報に基づいた意思決定に関係し
ています。意思決定科学の基礎は、人工知能、
機械学習、オペレーションズ リサーチだけで
なく、経済理論、経営科学、行動科学、認知心理
学、ベイジアン確率論、統計的予測と直感など
にもあります。意思決定科学に関する学際的
な博士課程を新設する機会が必要です。さま
ざまな理論的、分析的、技術的、科学的背景を
持つ学生を引き付け、個人および組織の意思
決定を改善し、複雑な問題を解決できる人材
を育成する可能性があるからです。

最後に、教育と研究の卓越性への献身の世
紀から重要な教訓を引き出す必要がありま
す。教員が 20 年足らずでほぼ半分に減少し
ました。この過去は常に未来に長い影を落と
します。また、これまで60年以上にわたり、修
士課程を修了した人材の優位な能力をさらに
引き出すための博士課程を設置できなかった
ことは、創造的な社会を切り開く人材を育成
する高等教育機関のプロとして、世界的に存
在している社会的需要の明確な証拠を考える
と、恥ずべきことです。何もしないことは失敗
に結びつく可能性が最も高いので、静的な経
済学部には将来がありません。動的経済・教育
システムに対する受け身の運用による失敗の
マネジメントに喜びもありません。将来の成
長は、前向きな考え方と新しい投資によって
のみ達成できることは明らかです。次世紀の
経済学部の未来を形作るのは、教職員をはじ
めとするすべてのステークホルダーの野心、
コミットメント、結束の程度です。経済学部の
今後の成長は、経済を理解し、革新し、進化す
る能力にかかっています。教育研究プログラ
ムが定期的に改善され、治療が最適な量で行
われない限り、断続的な改革は痛みを伴い、一
貫性がない可能性があります。 

教育機関にとっては短い一世紀にわたっ
て、経済学部は世界戦争時代とその前後の不
確実な状況を切り抜け、多くの岐路に直面し
なければなりませんでした。おそらく、正しい
道が何であるかを知ることは、必ずしも難し
いことではありませんでした。しかし、常に
正しい道をたどったわけではありませんでし
た。それが調和のためであるか、大変な努力と
強い原則を必要とする困難な経路だったとい
う理由だけでしょう。重要な分岐点を間違え
ると、経済学部が制限された成長または絶滅
の道を進むという経路依存のリスクが高まる
ことを認識することが重要です。 一世紀の歴
史の経済学部が旅を続け、その高貴な教育的
使命を追求するつもりなら、将来の問題解決
できる人材とリーダーのゆりかごとして浸透
させることを宣言する、まさに勤勉と誠実さ
の精神を示さなければなりません。
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1922年の官立和歌山高等商業学校の創設か
ら100年を迎えました。これを契機に経済学
部の100年史を刊行する気運が高まり、2021年
10月から私を編纂委員長とし、他に4人の教員
を編纂委員とした執筆事業がスタートしまし
た。2023年度中の刊行を目指して、編纂委員
一同、執筆に取り組んでおります。100年史の
構成は、第1章：高等商業学校-1922〜1945-、第
２章：経済学部の設立と拡張-1949〜1990-、第
３章：新しい役割を求めて-1990〜2022-、 第４
章：大学院教育、第５章：短期大学部から夜間
主コースへ、第６章：就職の100年、第７章：教
育・研究のスタッフ、第８章：柑芦会編、第９
章：思い出、資料・年表を計画しております。
第８章に関しましては、柑芦会の皆様方から
執筆して頂くことになっております。また、

「思い出」については、本学部の名誉教授より
在職中の経験を語ってもらっております。
『和歌山大学経済学部五十年史』、『和歌山大

学五十年史』、経済短期大学部の『20年のあゆ
み』、『四十一年の歩み』などがすでに刊行され
ていますが、今回の編纂では、1922年の高等商
業学校の設立から現在までの100年間の歴史
をあらためてまとめることになりました。『経
済学部五十年史』には、1970年代後半までの
経済学部の歴史が詳細に記述されております
が、この成果を活用しながら、写真を含めた新
しい史料を加えて、100年の経済学部の歴史を

俯瞰することは、教職員・卒業生のみならず、
日本の大学制度を考える上でも重要なことだ
と考えております。

編纂にあたっては、学術の流儀を維持しな
がらも、多くの人に分かりやすい形で歴史を
描くことを心がけております。ここでいう学
術の流儀とは、歴史分析の手法となります。
歴史を明らかにするということは、文書史料
を批判的に検討して、唯一の事実に近づくこ
とを意味します（他の考え方もありますが）。
経済学部に所蔵されている、『経済学部五十年
史』、『和歌山大学五十年史』などにおいても使
用されていない史料を活用して、経済学部の
100年史を描くつもりです。

しかし、史料的制約によって分からないこ

経済学部100年史の編纂委員長として
経済学部教授　長廣　利崇
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とも多くあります。一般的に歴史史料は、身
近なものほど散逸する傾向にあります。大学
史を執筆する上で、当時の時間割や授業要目

（講義要項ともいわれ、現在のシラバスに該
当）などの誰もが使っていたものが散逸して
いる状況です。一部の授業要目が和歌山大学
の大学史資料室に所蔵されていますが、授業
内容まで立ち入った叙述をしようとする時、
さらなる授業要目の捜索、もしくは代替する
史料の収集が必要となってきます。さらに
は、大学の学びと研究の基盤となるゼミナー
ルの活動動向も詳しく分かりません。学生の
執筆した雑誌記事からゼミナールの実態が把
握できるものもありますが、量的には十分な
ものとはいえないのが現状です。

よく知れ渡っている事実でも妥当な根拠が
ないものもあります。ここでいう妥当な根拠
とは、文書史料に基づいた証拠です。歴史の
事実を確定する際には、裁判における証拠の
ような確固たる文書類が必要とされます。例
えば、1962年に購入が決定したMADIC–IIA
電子計算装置は、和歌山大学経済学部におけ
る産業工学科の創設に寄与するのみならず、
現在の情報学教育・研究の基盤を構築したも
のでもありました。この電子計算装置の購
入は、経済学部後援会の寄付によるものとさ
れていますが、私が確認した文書では「代金
2145万円の中、1000万円は大学から支払い、残

金1145万の中、279万円は松下通工、866万円は
松下電器の寄付になる」ことが記述されてい
るにすぎません。「1000万円」が経済学部後援
会から寄付されたと思われますが、これを明
示する帳簿類や領収書などの文書史料が見当
たりません。お金の史料や契約書は、比較的
残る傾向にありますので、調査が必要です。
『経済学部五十年史』が執筆された1970年代

には、経済学部後援会からの寄付は当然のこ
とであったと思われますが、時が過ぎれば、当
時の状況を知る人も少なくなってきます。口
伝のみでは事実を再現することができないた
め、文書史料の収集と保存が求められます。
この100年史編纂事業を次の「150年史」の編
纂委員につなげるためにも史料の保存は、必
要となるでしょう。

E. H. カーによれば、歴史は、「現在と過去と
のあいだの終わりない対話」とされます（E. 
H. カー『歴史とは何か』近藤和彦訳、岩波書
店、2022年、43頁）。現在に生きている限り、現
在の状況が史料の分析に影響を与えることに
なりますが、過去、すなわち、史料との対話を
通して、より客観的な大学の歴史を描くこと
を心がけております。

このようなスタンスで100年史の執筆に取
り組んでおります。刊行の際には、是非とも
手にとって頂ければ幸いです。
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和歌山大学経済学部１００周年おめでとう
ございます。卒業生の一人として誇らしく嬉
しく思います。このような素晴らしい歴史の
片隅に自分の四年間もあったのだと思えば感
慨もひとしおです。米寿にも近い年齢にもな
りましたが、和歌山大学経済学部は私にとっ
て人生のすべてを決めてくれた貴重な四年間
でもありました。

私は昭和２９年（１９５４年）４月、６期生
として入学を許されました。入学当初の第一
印象は率直に言って古色いっぱいの古びた校
舎だなと思いました。ただ反面どっしりした
風格がある建物だなと思ったことも事実でし
た。先輩からは立派な図書館を早く見ておけ
と言われたことを思い出します。

当時の大学は数年前の学制変更で新制大学
になってまだ日が浅く、大学の将来はこれか
らだという活気と雰囲気がありました。教授
陣も若く新進気鋭の方々ばかりで、高商・経専
から受けついだ和大の経済学部は我々が守り
新しく創り上げ発展させるんだという気概が
溢れていました。授業内容も高度で、マルク
ス経済学と近代経済学が相拮抗し、われわれ
学生も俺はマル経派だ、君は近経派だと息ま
いていました。教室ではマルクス、ケインズ、
シュンペーター、サムエルソンなど初めて聞
く言葉が飛び交い、田舎出身の新入生には新
鮮でしたが難しくついていくのが大変な毎日
でした。一方で商法や民法、労働法や手形小
切手法、商業簿記なども教わり社会人になっ
てから和大で教わった実学は大いに役立ちま
した。三年生になりゼミナールを選ぶことに
なりアメリカ留学から帰って来られた馬場先
生と杉浦先生のゼミに入り「経済変動論」を
勉強しました。

大学４年間は下宿生活でした。食事は校内
にあった「三食食堂」で朝昼晩といただきま
した。学校の補助があったと思いますが安い
食事代で助かりました。夜は近くの銭湯に行

き、大半のお客は和大
生ばかりでしたから
浴場内でロシア民謡
を大合唱していまし
た。運動部の部活に
も誘われましたが家
庭教師のアルバイト
が忙しく残念ながら
参加できませんでし
た。授業が終わると二流の映画館で三本立の
映画を見たり、夜は悪友たちと麻雀をして屋
台のラーメンを食べに行ったり、運動クラブ
が資金集めのためダンス会をするというので
社交ダンスを習いにも行きましたが物にはな
らず直ぐやめました。かなり勉強をしました
が遊びも覚え充実した下宿生活を満喫しまし
た。

四年生になり就職活動ということになり、
ある会社を受験しました。最終面接まで残り
合格間違いなしと思っていたのですが、身体
検査で肺浸潤と診断され不合格となりまし
た。就職担当の宇佐美先生も就職どころでは
ない、直ぐ帰郷して療養に専念しろと忠告を
受けました。一年後の就職活動のためには卒
業せず大学に籍を置いておけと助言も頂きま
した。６期生に入学したのが７期生になりま
した。一年間の療養生活を終え幸い翌年就職
することができました。

入社した会社では色んな職種を経験しまし
た。その間に経済学部時代に培われた前向き
に考える進取の気持ちと好奇心がいろんな場
面で力になりました。お蔭で沢山の友人知人
ができました。しかし卒業して六十数年にな
りつくづく思います。若き日を和歌山ですご
した同窓の絆は最高です。柑芦会の大阪支部
長や柑芦会長をさせて貰い、現今では６期生
の友人たちと毎月顔を合わせてダベッテいま
す。私と和大経済学部のつながりは生涯忘れ
られません。

和大経済学部と私の4年間

大7　松原　徳一
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大相撲の番付表をみるような大学ランキン
グが毎年のように発表されています。母校の
社会的評価に強い関心をもつのは多くの同窓
生も同様と思いますが、ときには焦燥感を抱
いたり、ときには納得感に浸ったり心境は複
雑です。

嘗ては金融界をはじめ主要な分野で業界の
リーダーとして多くの同窓生が活躍し、その
存在感も高く大学への誇りを強く感じていた
のは筆者だけではありません。

社会が複雑化グローバル化する中で求めら
れる価値観も変化してきました。価値観の多
様化によって自己実現の選択肢も広まり大学
の評価も一様ではありません。大学自身の社
会へ果たす役割も法人化以降は特に厳しく評
価され、その存在すら問われる時代を迎えて
います。
「あなたの人生をいつまでも応援する大学」

は、いつの世までも輝き社会に貢献する大学
として残在することを理念とした山本学長時
のコンセプトでした。大学独自の高度な成長
戦略と実践は勿論のこと、その実現にはOBの
関与もまた欠かせぬ要件です。両者が一体と
なっての取り組みが必要です。数年前、統一
全学同窓会組織の立ち上げが提議されまし

た。その後、議論の進
展はなく立ち消え状
況を危惧しています。
同窓会としてより一
層の大学支援は不可
欠であり、大学の成長
戦略に加担し尽力し
ていくことは大きな役割の一つと考えてい
ます。それには同窓会の財力強化策が必要で
す。大学の知名度の向上は、それがそのまま
OB組織の活性化の原動力になります。

小規模大学なればこそ機能を集中し同窓会
の資金効率を高めるための財政的な一元化を
構築し支援体制を固めていくことが重要と考
えます。寄付を前提とした基金依存には限界
があり新しい対策が急務と考えます。

学部によって生い立ちも、活動内容も、組織
化率も、フォロー体制もすべてに違いはあっ
ても、英知を結集することで学部独自の組織
を残しながらも財政基盤確立のための強靭な
全学同窓会の樹立は可能です。一種のホール
ディング構想を次世代への大きな課題として
認識し前向きに取り組んでほしいと願ってい
ます。

未来志向で全学同窓会の確立を

大10　橋本　一男
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激変する世界
　・1990年代初頭、山手線内の地価で米国買収
が可能とされ、ロックフェラーセンターも買
収したバブル景気崩壊。以後GDPは30年間ほ
ぼ横這い。世界シェアも90年代の20%から05
年10%、現在は5%へ低下し、貿易シェアも同
様。雇用者賃金は韓国の後塵を拝し、英国病
ならぬ日本病に到る。人口は2010年をピーク
に減少、少年は41年連続減、高齢者は48年連続
増。資源獲得の為、世界交易の場への出品も、
最後の"自動車"がEV化で危うく、『次』の控え
も無い！。
　・情報通信と物流機構の簡便・低価格化は、
利益増大を求めてGlobal経済へ一直線。日産
の海外部品は、中国製を筆頭に遠くはルーマ
ニアからも。だが、前提条件が消失するや、目
指した”全体最適解＆高生産性”が”個別最適
解”をも分解。コロナ・パンデミック；疑似第3
次世界大戦のロシア・ウクライナ侵略を、誰が
想定し得たか？。
　・"我欲膨張と人口増"が続く限り多様化＝
分裂は進み、CHAOSは拡大。国家債務のGDP
比は250%超とダントツだが、坂本龍馬・勝海
舟が構想し、新戸部稲造が"武士道"で諸外国
に説明した日本を目指して再構築行動！
経済学が目指すべきモノ
　・経済学は社会科学、社会の問題課題解決
に機能せねば、いずれは淘汰に。経済構造の
解析や理解が最初の段階であり、原論。次は
構成因子の挙動解析から、影響度や先付きの
予想分野へ進み、仕組化の計量経済。道具の
データサイエンスやAIも登場。次の段階は、
社会の因子と経済の因子の相互影響度；相補

関係の解析の動的平
衡。現実Dataから動
的に解析する段階
は、近時のノーベル
経済学賞の"行動経
済学"。科学は現場の
Dataに基づく解析；
仮説形成；再現性検
証で成立が原則。
　・和歌山大学、その地特有の自然；文化を基
礎に置くことが、その特異性から他者に伍し
て社会に貢献し、東南アジアとの連携へ連な
る。
　・問題も解決策も現場に在り、現場主義と実
践主義に立脚して！
学生諸君の実践力向上を
　・大学生、次の世界を引き受け、更に次世代
へバトンタッチする為の、助走期間。　　　
学問・読書は、視野を広め展望を開き、時空を
超えて精神世界を豊かにする。だが、得た構
想も社会で具現化されてこそ生きる。思考は
ロゴスであり、抽象世界。実現は人間社会で
の具象化作業、必要なのは人間を動かすパト
ス。喜怒哀楽驚恐怯狂。
・学問は必要条件、他者の協力が充分条件。人
間＝パトス理解は自己体験が最適。若人の逆
境経験(地獄を覗き込む)は、後で効く！
　・それらの一助に"リベラルアーツ"。大學教
養課程で習った"論理学"や"美学"が、私の人生
を如何に豊かにしたことか！私の指針、己の
事は己で；他人に迷惑をかけない；人は人・己
は己；分を識る（己の座標位置を知り責務を
果たす）でした。

新たな地平線を目指して　ー建学100年に思うー

大11　宮本　正
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　気付かない内に、卒業して半世紀が過ぎま
した。折に触れ、学生時代を懐かしく思い出
すこの頃です。和歌山市駅で下りて、お城の
お堀に沿って走る路面電車に乗り15分、木造
三階建ての校舎に到着。経済学部は階段教室
だった。その校舎は半世紀に渡る歴史が刻ま
れているような風格があった。

　和歌山大学経済学部は、高商時代から現在
の経済学部に至る伝統のある学部として長く
紹介されているが、その伝統とは、一体何だろ
うか。和歌山高商の建学の精神とは「人をつ
くる。真の人をつくる。品格たかく責任感あ
る堅実重厚な人をつくる。自分自身の幸福を
追求し人生を幸せにする教育」であった。歴
代の学長はこの精神を継承し発展させ、和歌
山大学の教育の柱とし、人間力のある人材育
成を行っている。

　卒業後の私の生き方や、これ迄の人生に最
も影響力を与えたのは、和歌山大学経済学部
とりわけゼミナール時代の担当教授だった。

「真に人間力のある人間となること、人生を豊
かに、幸せを追求する」と、ゼミの経済学でも
教わった。私は社会に出てから、お陰で自己
実現が出来たのは幸いでした。

　現在の卒業生の就職率は高く、在学生が思
うよりも社会人となってからの評価が遥かに
高いのは嬉しいです。今や企業は、有形資産
より無形資産つまり人材資産に企業価値を置
いてその向上を図っている時代です。社会人
には、人格と能力と努力の掛算が求められて
いるのです。

　私は数年間、お世話になった母校の後援会
長を務めさせて頂きました。これから始まる
新たな100年も和歌山大学は、社会が求める人
間力のある人材を育成輩出し続けることを祈
念致します。

和歌山大学経済学部創立100周年を祝う

大15　原　良也
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　100年の歴史を積み重ねてきた和歌山大学
経済学部であるが、私が籍を置いたのは建学
後40年がたち、新制大学としての落ち着きも
滲み出ていた昭和39年から43年であった。つ
まり100年の真ん中あたりに位置している。
昭和39年は、東京オリンピックが開催された
り東海道新幹線が開通したりして、日本中が
明るい雰囲気に包まれていた年である。もっ
ともオリンピック後の経済不況によりこの頃
卒業された先輩方は就職にご苦労されたとい
う事実もあるのだが、社会全体には活気が満
ちていたのである。その時代・風潮を反映し
ていた所為か、経済学部には何か未来志向的
で伸び伸びした雰囲気があった。
　浪人経験者が7割近くを占めていたと記憶
するが、昨日まで親の庇護を受けて育ってき
た新入学生にとって、急に大人扱いされて社
会に放り出されたような大学での生活環境
としては、洵に申し分のない高松キャンパス
であった。加えて、それまであてがい扶持的
だった受講科目を自ら選択できる大学生活は
刺激的だった。和歌山の陽光と城下町の雰囲
気は青春を謳歌する若者にとって最高のもの
であったと記憶している。
　在学中は余りその認識がなかったのでお恥
ずかしい次第だが、錚々たる教授の方々がお
られたことも幸せであった。また和高商初代
校長の岡本一郎先生から連綿として伝えられ
てきた建学の精神がしっかりと息づいていた
ことも有難いことであった。つまり今でいう
ビジネスマンたる前に、一人前の信用される
人間になれという教えは重みがあった。
　和高商といえば創建時に旧紀州徳川家から
多額の寄付を頂戴したのだが、その学び舎の
初代校長が旧長州藩岩国出身の岡本先生であ
り、加えて学んでいる私自身のルーツが越後

長岡にあったのだか
ら、何か幕末を思い出
させるような面白さ
も感じていたもので
ある。
　ところで永い歴史
とともに経済学部も
いろいろ改革成長さ
れてきた。また時代
の要請に応じて新たな学部創出の母体とな
り、今の和歌山大学の隆盛に寄与されてきた
のは間違いないところであろう。経済学その
ものも第二次大戦を境にして世界的に大きく
変貌を遂げてきたのだから経済学部も日々改
革変貌していかなければならない。さらには
社会からの経済学部に対する期待も日々変化
しているのではないだろうか。ただ一つだけ
言えることは有名な石田梅岩の石門心学では
ないが、道徳力を身に着けた優れた人材を輩
出して欲しいという基本的な要請は、未来永
劫不変のものであるに違いない。和歌山大学
経済学部として今一度その使命を噛みしめて
頂きたいところである。
　このように時代に即して変貌し成長し続け
る経済学部を側面から支援し、且つ自らの心
の拠りどころとして集うことのできる同窓会
である柑芦会も成長し続けなければならな
い。同窓生が何を柑芦会に期待しているか、
同窓生が年々変化していくのと同様に変化を
読み取る努力が必要であろう。魅力のある同
窓会として成長し続けられるため、同窓生の
皆様のご尽力が必要であることは論を待たな
い。和歌山大学経済学部ならびに柑芦会が新
たなる100年に向けて、力強く一歩を踏み出し
発展されることを祈念するものである。

和歌山大学経済学部　これからの100年に向け

大16　青柳　明雄
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名刺広告の御礼

　柑芦会の大きな節目となる100周年記念を盛り上げるため、お互いの元気な近況を、柑芦誌を
通じて発信していただきたく、今号で特別版の名刺広告を企画・募集いたしました。その結果、
皆様方からたくさんの応募をいただきましたこと、柑芦編集委員一同、心より厚く御礼申し上
げます。

柑芦　編集委員長　穂永千秋
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ナカタ キヨシ

中 田　陽 之

大15期

クラブ ： 硬式野球部 ゼミ ： 石外（民法）

〔歴任〕基金室初代顧問、硬式野
球部監督、学生野球連盟役員
〔最近の趣味〕柑芦会川柳会員、
生駒第九市民合唱団員など

坂 本　漸

大8期

クラブ ： なし ゼミ ： 本田ゼミ会計学研究会

すすむ

〒640-8471 和歌山市善明寺403-2
TEL　073-451-8480
携帯　090-8938-3786

青 柳　明 雄

大16期

クラブ ： バスケットボール部 ゼミ ： 野瀬ゼミ

経済学部創立100周年を心よりお
祝い申し上げます。母校ならびに
柑芦会の末永き発展をお祈り致し
ます。

和 田　壽 郎
大14期

クラブ ： マンドリンクラブ・剣道部
ゼミ ： 三上ゼミ

本年9月満80才を迎えました。15
年来、社団法人の事務局長を委託
されていますが、続行の要請を受
けもう少し頑張るつもりです。
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吉 田　和 宏

大17期

クラブ ： テニス部 ゼミ ： 北原貞輔

転勤都度（名古屋・大阪・東京・広
島・徳島）柑芦会各支部に入部させ
て頂き、夫々、大変お世話になりま
した。厚く御礼申し上げます。

浦　義 弘

大17期

クラブ ： 剣道部 ゼミ ： 宮本義男

柑芦会本部事務局長（2019年5月～
現在）、大阪支部幹事長（2010年5月
～2014年4月）、大阪支部人生塾実
行委員長（2008年5月～2010年4月）

渥 美　正 道

大16期

クラブ ： 柔道 ゼミ ： 佐野先生

経済学部創立100周年おめでとう
ございます。

井 上　俊 一

大18期

クラブ ： マンドリンクラブ ゼミ ： 浅野敞先生

銀行を定年退職後、コンサルタント
業を開業。（一社）三重県中小企業診
断協会会長、中小企業診断士、日本
生産性本部認定経営コンサルタント

穂 永　千 秋

大17期

クラブ ： 硬式テニス部 ゼミ ： 吉田昇三先生

集まろう！
楽しもう！
笑い語ろう！

見 方　益 孝

大16期

クラブ ： 柔道部 ゼミ ： 安藤
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辻　均
大20期

クラブ ： 硬式テニス部途中退部
ゼ　ミ ： 産業工学科鈴木ゼミ

大学卒業後東急不動産入社　31歳で
神戸にて不動産、住宅建築業を起業
リタイヤ後主宰する和太鼓集団に注
力　諸々の趣味で余生謳歌中

石 川　和 彦

大19期

クラブ ： 将棋部

和大将棋部は1965年に誕生。2013
年に50周年のOB会を開催。現
在、60周年を企画中。和大将棋部
HPを見てください！

北 村　修 一

大18期

クラブ ： ワンダーフォーゲル部 ゼミ ： 中山隆次

母校の創立100周年をお祝いすると
共に、さらなる発展を祈念申しあ
げます。また、皆さまと共にそれ
を力一杯ご支援してまいります。

平 林　義 康

大20期

クラブ ： 弓道 ゼミ ： 宮本

次の趣味の会同好会に所属していま
す。皆さん一緒に活動しませんか。
柑芦会俳句の会「芦火」。柑芦会川
柳サークル。ヨガレッスン同好会。

伊 藤　僚 一

大20期

クラブ ： 書道部 ゼミ ： 神野

2015年6月リタイヤしました。
趣味のゴルフ通じて柑芦会の皆様
とも親睦を深めております。

吉 野　精 一

大18期

クラブ ： 硬式野球部 ゼミ ： 石外

日本酒&ワイン、リール食堂
北区堂山町 7-16 喜多八ビル 1F
（梅田）
06-6314-0603　（次男がオーナー）
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垣 見　祐 二

大25期

クラブ ： 新聞会 ゼミ ： 宮本

2019 年 3 月会社退任後、和歌山
大学経済学研究科の客員教授とし
て、エネルギー関連の授業をして
います。

島 田　新 市

大22期

クラブ ： 弓道部 ゼミ ： 杉浦ゼミ

四国電力卒業、現在香川県労働委
員会使用者委員、趣味は登山とボ
ウリング
sshimada0459@docomo.ne.jp

萩 原　謙

大21期

クラブ ： 硬式テニス部 ゼミ ： 北原ゼミ

祝創立百周年！卒業後50年。ゼミ
と部活で得たことはその後の人生
の糧となり、退職後も生活を豊か
にしてくれています。和大萬歳！

毛 利　惠 行

大25期

クラブ ： 空手道部 ゼミ ： 広橋

田村秀明君（大25期）海南市議会
議員選挙でのご当選おめでとうご
ざいます。今後のご活躍をお祈り
申し上げます。

西 本　正 人

大23期

クラブ ： なし ゼミ ： 宮本義男

現在、大阪支部の幹事長として同
窓生のお世話をしておりますが、
「今」があるのは、和歌山大学の「お
かげ」と感謝しております。

坂 倉　裕 司

大22期

クラブ ： マンドリンクラブ ゼミ ： 北原ゼミ

経済学部創立100周年おめでとう
ございます。高松キャンパスで過
ごした50年前の日々を懐かしく思
い出しています。

サカクラ ユウジ
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公認会計士・税理士
山 中　盛 義

大28期

クラブ ： 自動車部・写真部 ゼミ ： 杉浦ゼミ

和歌山支部の事務局を運営してお
ります。支部活動にご協力下さい。

多 田　昭 弘

大26期

クラブ ： ワンダーフォーゲル部 ゼミ ： 佐野ゼミ

柑芦会徳島支部会員、保護司、日
本山岳ガイド協会認定“登山ガイ
ド”～安全で楽しい登山のお手伝
いをします～

糸 川　公 偉
イトカワ マサヒデ

大26期

クラブ ： 硬式野球部 ゼミ ： 小野ゼミ

硬式野球部の応援支援に感謝しま
す。2022年4月から大阪支部長に
就任。柑芦会皆様のご支援ご協力
をお願いいたします。

小 林　淳
大30期

クラブ ： フォークソング研究会　
ゼミ ： 藤田ゼミ（会計機械化論）

柑芦会東京支部長
東京支部では定期的にメールマガジ
ンを発行しています。配信希望の方
は東京支部までメールでお申し込み
ください。tokyo@kourokai.org

丸 山　藤 允
大26期

クラブ ： 将棋部武道愛好会
ゼミ ： 高嶋雅明先生

新聞会・将棋部・武道愛好会「花
の霞に」を歌いつつ、学生の時を
思いだす。松下会館・和歌の浦・
片男波・高松の校舎がなつかしい。

末 廣　利 明

大26期

クラブ ： ハンドボール部 ゼミ ： 小野

現在、財形住宅金融株式会社（59
歳からのセカンドキャリア）とい
う住宅ローンの会社で企画とシス
テムを担当しています。
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渥 美　盛 也

大47期

クラブ ： 柔道 ゼミ ： 牧野先生

経済学部創立100周年おめでとう
ございます。

リオ税理士法人　代表
（公認会計士　税理士）
小 柴　学 司

大39期

クラブ ： 絵画 ゼミ ： 森川

絵画部の親友とは、今も仲良くし
ており、OB の絵画を楽しむ会や
神戸支部のヨガ同好会でも交流が
広がり、嬉しい限りです。

平 野　勝 久

大31期

クラブ ： なし ゼミ ： 矢野（近代経済学）

この伝統が次の百年に繋がります
ように！大阪・副支部長の平野（大
東市、橋本高出身）です。同窓会
の活動は感謝と誇りをもって !!

秦　裕 史

大50期

クラブ ： テニスサークル「オレンヂ」
ゼ　ミ ： 緑ゼミ「中尾研究室」

BB労務管理ソリューションズ
代表（人事制度コンサルタント）
大阪商工会議所　経営指導員

（み　ち　る）

佐 藤　耕 一

大46期

クラブ ： なし ゼミ ： 森本吉春ゼミ

Petraf 合同会社
代表執行役員社長
Veap Japan 株式会社
取締役会長

岡 田　治

大32期

クラブ ： 軽音楽部 ゼミ ： 浅野　敞

柑芦会大阪支部の副支部長を拝命
し、微力ながらお役に立てるよう
頑張ります。幅広い世代の会員各
位のご参加をお待ちしています。



100周年を迎えるにあたって

─ 33 ─

柑芦会　詩吟同好会　会員一同

高田敏之（大 14）　　吉川博司（大 14）
金子義明（大 14）　　和田俊雄（大 14）
足立邦雄（大 15）　　松江靖朝（大 15）

柑芦会大阪事務所で月3回（第2/3/4土曜日）詩吟教室を開催して
おりますので一緒に楽しみませんか？
お問い合わせは、090-8755-2029　高田迄

柑芦会（限定）「川柳サークル」

代表：北村修一　090-9055-8287

ご存じのとおり「五七五」の十七音で表現する日本独特の定型詩
です。日ごろはフェイスブックで投句し、お互いの作品を批評し
合っています。皆さんもご参加されませんか。

つれもて会
代表：小瀧　信（20期）

和歌山弁の「つれもていこら」に由来する「つれもて会」は、柑
芦会に数ある同好会の中でも最も古く、1958 年に設立された当
会は毎月 1/ 回の例会が 400 回を超える歴史と伝統を誇っていま
す。活動内容は町歩きや軽ハイキングが主体ですが、番外編では
北アルプスや南アルプスにも挑戦しています。会員数は約 50 名
ですが、新規会員も募集中です。お問い合わせは、本部事務局まで。
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〈賛同者〉岡田 治（32 期）、北村修一（18 期）、菓 英一（46 期）、
　　　　 佐藤耕一（46 期）、杉野博幸（26 期）、秦 裕史（シス工院 3期）、
　　　　 古田克利（45 期）、宮本真由美（52 期）、山口しのぶ（教育 48 期）

2014年12月に設立された人事関連業務担当者による異業種交流会
です。例会では同窓生同士ならではの「ここだけの話」が飛び
交っています。

人事部会
（代表：北村修一）

硬式野球部　和球会（OB・OG会）

会長　南　良和

経済学部創立 100 周年、誠におめでとうございます。平素より硬
式野球部に多大なご支援をいただき、大変ありがとうございます。
日本一をめざしております。引続き絶大なご支援をお願い申し上
げます。

ワキュウカイ
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経済学部創立１００周年記念事業について

　和歌山大学経済学部は、大正11（1922）年10
月に設立され、翌1923年4月に開校された和歌
山高等商業学校をその前身としており、本年
10月には創立100周年、来年4月には開学100周
年を迎えます。
　柑芦会といたしましては、この慶事にあた
りこれを祝うと共に、母校の今後一層の発展
を祈念して様々な記念事業のための支援を行
うべく、「経済学部創立100周年事業実行委員
会」（委員長：芦田昌也経済学部長、副委員長：
北村修一柑芦会長。他に学部側4名、柑芦会側
4名）への参画のほか、これに関連する各種事
業に関しても物心両面で支援活動を展開中で
す。
　現時点でのその概要は下記のとおりですの
で、皆さまにおかれましては「記念祝賀式典」
へのご参加、「経済学部100年史」（仮称）のご購
読など、是非とも格別のご参画ご支援をいた
だきますようお願い申しあげます。

記

■ 経済学部創立100周年記念事業の概要：

1．「和歌山大学経済学部創立100周年記念祝
賀式典」の開催

・日程 ： 2023年10月28日（土）　＜予定＞
・会場 ： 和歌山大学・栄谷キャンパス
　　　　（または学外施設の利用を予定）
・内容 ： 
（1）記念式典　・・・　
・第1部 ： 口演「和歌山大学物語」（講談師：

旭堂南海氏）
・第2部 ： 座談会「和歌山大学経済学部の今

後の展望」（仮題）
（2）祝賀パーティ　・・・　会費制

2．「和歌山大学経済学部100年史」（仮称）の発刊
・内容 ： 和歌山大学経済学部100年の歴史、

これに関わった柑芦会の事業、等
・体裁 ： Ｂ5判、糸かがり上製本、400〜450

ページ
・頒布 ： 希望される個人、団体には有償で

頒布予定（5，000円前後、未定）
・時期 ： 2023年10月　＜予定＞

3．「柑芦会EC奨学金制度」の新設　※実施済み
・内容 ： 大学院への内部進学者のうち成績

優秀者を対象とする「給付型」の奨学金
・人数 ： 各学年の3ユニットの最優秀学生

各1名（2学年で年平均6名）
・金額 ： 年間授業料の半額相当（27万円／

年・人）　・・・　柑芦会から提供
・時期 ： 2022年5月から2023年度分を募集中

4．学術雑誌「研究年報」26号〜「高商創立100
周年記念特集号」（仮）〜の発刊
・経済学部によって1997年に創刊された
「研究年報」は、2005年から経済学部の教
授らで構成する「和歌山大学経済学会」に
発行主体が移行され、昨年までに25号ま
で発刊されている

・100周年記念号については、本年度中の発
刊予定

5．柑芦会機関誌「柑芦」の「100周年特集号」
の発刊　※22年10月発刊
・本号（第53号）がそれにあたる
・2023年10月の記念式典の成功に向け、そ

の盛り上げを目的とした特集号とする

以上

─ 35 ─
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追 悼

確か2008年の秋のことでした。
小田近畿学生野球連盟会長からある球場

の本部席で、大学法人化のなかで大学予算が
3億円縮小されるため、基金室を設置するの
で「基金集めを担当して欲しい。」と言われま
した。

連盟理事長もその場におられたので、私は
連盟理事を休眠状態にして、基金室勤務が
内々定し、2009年4月基金室顧問就任しまし
た。（2011年3月退任）。週2日の勤務でした。

早速、柑芦会の会合に出席し、会員の基金
拠出を依頼するも、苦戦。当時企業はリーマ
ンショックの真っただ中、人員
整理をはじめ完全緊縮体制、さ
らに会員間の温度差がかなり
あるのは事前の趣旨徹底が乏
しかったからと思われた。

もし、当初に同窓会から基金
担当顧問の推薦を受けておれ
ば、同窓会内で候補者を選定す
る過程で趣旨が周知され、ス
ムーズに寄附集めが進んだと
思われる。その後、他大学の基
金集めを見ていると、皆さん同
窓会から適任者を選任してい
るもよう。

次に、基金室で用意された名

簿にしたがって訪問依頼開始。
基金室には、中田のあと大営16見方氏、大

経18北村氏（現柑芦会会長）、大経23西本氏と
受け継いでいただき現在に至っております。
ありがとうございます。

なお、私にはできない想い出をご報告し、
先生のご冥福をお祈りします。

写真は、小田学長が近畿学生野球連盟（神
戸大、大阪大、大市大、大府大、兵庫県大、大阪
教大、奈良教大、和大など18大学加盟）会長と
してリーグ戦で始球式をされ、見事ストライ
クを投じられました。合掌。

大15　中田　陽之（元・基金室顧問）

小田先生と基金室などの想い出
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小田章先生を偲んで

　小田先生の突然の訃報に夫婦で驚きまし
た。私は1991年4月に和歌山大学に入学し
1995年3月に卒業、その間小田ゼミに所属し
ておりました。夫も同じゼミ生で、小田先生
が亡くなられたと聞き、卒業後30年近くたっ
ていることにも驚きました。

　当時の小田ゼミは学生に大人気で、定員以
上の希望者がいたためくじ引きが行われま
した。先輩後輩を集めて先生の研究室でワ
イワイとゼミが行われる日があり、野球の熱
狂的なファンも多いゼミだったので、前日が
試合だった日は卒業論文の進捗報告そっち
のけで大変盛り上がりました。研究室の棚に
は先輩方の卒業論文が並んでありましたが、
阪神優勝の経済効果を題材にしたものが数
多くあったことを記憶しております。夏のゼ
ミでは先生が生協で人数分のアイスクリー
ムを買ってくださり、外で行われたこともあ
りました。「これからの時代は型にはまらな
い自由な発想とそれを実現していく力を身
に着けることが大事や」と我々によく言って
おられました。先生の研究室は本が山積みで
コーヒーとたばこのにおいがする部屋でし
た。後に先生が学長になられてから、大学を
全面禁煙にしたと聞いて、ヘビースモーカー
だった御方が、よくぞ決断されたなあと正直
思いました。あの頃は大学はどこに行っても
吸い殻入れがある時代でした。

　和歌山大学はどんなところかと聞かれた
ら、私は当時のゼミの話をよくします。多く
の方が自由な大学だと好印象を抱いてくだ
さるようで、海の見えるあのキャンパスは私
の自慢でした。

　私たちが就職活動を始めた年がちょうど
バブル崩壊後の就職氷河期に突入した年で
もあり、ほとんどの企業の有効求人倍率が１
を割りました。当時私が行きたかった業種も
採用を見送るとの発表があり、ショックだっ
たことを覚えています。その後10年近く就職
氷河期が続くのですが、私たちの場合は1年
前の先輩方の就職状況と雲泥の差があり、そ
れを残念がるゼミ生が多くいました。その時
に「時代のせいにしてもしゃあない、思いっ
きりぶつかって行きなさい。人生は何度でも
チャレンジできる！」と小田先生らしく喝を
入れてくださったこと、そしてその後のゼミ
生の飛躍を大変喜んでくださったことは今
でも忘れられません。先生、あの時の仲間は
今も我武者羅に頑張っておりますよ。

　卒業論文の提出締切日が目前にせまった
1995年（平成7年）1月17日、阪神淡路大震災
が起こりました。大学へ行く電車が止まり
卒業論文の提出ができないままの学生が多
数いました。大学の電話もパンク状態でつな
がらず、就職先も決まっているのにこのまま

大 43　小田ゼミ　大阪支部　由井　幸枝
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では卒業ができないのではないかと友人た
ちと焦った記憶があります。メールもない時
代、卒業論文の提出は郵送も禁止され、直接
事務局への提出が原則でした。和歌山在住の
学生が大学まで何度も足を運んでくれて、震
災直後の騒然とした大学の中で小田先生と
卒業論文の提出期限について交渉をしてく
れました。私たちが卒業する時に、この４月
から経済学部長になることが決まったとご
本人からゼミ生に報告があり、私たちもうれ
しくて拍手でお祝いしたことを覚えていま
す。どんな時も学生の声を聴く先生の姿勢、
それこそが行列のできる人気ゼミの理由の1
つだったのではないかと思っています。

　先生からは社会人になってからも連絡を
いただくことがあり、用事で先生のお宅へ
伺った際、私と同じ年齢の美しい娘さんをご
紹介いただきました。当時は学長になられた
ばかりでしたが、娘さんを目の前にすると、
何の文句も言わないニコニコとした父親ぶ
りを発揮されておられました。現在活躍し
ておられる娘さんの姿に先生も空の上から
エールを送っておられるのではないでしょ
うか。
ある日、ドイツから友人が来るから１日案内
をしてほしいと頼まれました。先生に「私は
ドイツ語ができませんよ」というと「大丈夫。
友人も日本語がわからないから」と笑ってお
られました。当時はまだ携帯が一人一台の時
代ではなかったため、待ち合わせ場所のメモ
と1万円を渡されて、これで美味しいもので
も食べておいでと言われました。待ち合わせ
場所に行ってみると先生と同じ年齢層の、先
生と同じ髭の生やし方をしたドイツ人の方
がおられました。その日私はその方と英語で
いろんな話をしながら京都観光をしました。
その方はドイツの大学教授で、先生がドイツ

に留学されていた時の友人であることなど
を聞きました。後に先生が観光学部を創設さ
れたと聞いた時は、なぜかその時のことを思
い出しました。今ならば案内してくれる観光
学部の学生たちがたくさんいらっしゃるの
でしょうね。
　2018年、瑞宝中綬章を受章された時は、夫
がゼミ仲間数名とお祝いの席に出席しまし
たが、燕尾服がよく似合っておられたと聞き
ました。地元仲間と畑をして楽しんでおられ
るとのことで、先生もお元気そうで何よりだ
と話しておりました。ご冥福を心よりお祈り
申し上げます。

小田先生略歴より参照
1943 年 4 月 21 日 大阪府大阪市に生まれる
1971 年 4 月 和歌山大学経済学部助手に採用
1973 年 4 月 和歌山大学経済学部講師
1975 年 4 月 和歌山大学経済学部助教授
1985 年 4 月 和歌山大学経済学部教授
1993 年 4 月 和歌山大学評議員
　　 　　　（併任，1995 年 3 月まで）
1995 年 4 月 和歌山大学経済学部長
　　 　　　（併任，1997年 3 月まで）
1997 年 4 月 和歌山大学付属図書館長
　　 　　　（併任，1999年 3 月まで）
1999 年 4 月 和歌山大学評議員
　　 　　　（併任，2001 年 3 月まで）
2001 年 4 月 和歌山大学副学長
　　 　　　（併任，2002 年 7 月まで）
2002 年 8 月 和歌山大学長
2004 年 4 月 国立大学法人和歌山大学長
2009 年 7 月 任期満了により退官
2022 年 7 月 ご逝去

追 悼
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　2021年11月26日 元和歌山支部長　南村桂
太郎氏（工専一回卒業　尾高ゴム工業㈱元代
表取締役）が逝去されました。
　いつも笑みを湛え、みんなを包み込むよう
な表情で、支部総会等には同級生二・三人を
伴って参加されるのが常だった。日常的にも
同級生との友情を保たれていたのでしょう。
　かって支部幹事長として、また支部長とし
て、楽しい柑芦会を目標に活動の活性化に取
り組み、支部総会を紀北、紀中、紀南等で開催
するという方法で地方に住まわれている会
員の皆さんにも気軽に参加していただこう
という趣旨でした。橋本市、紀の川市、有田
市、田辺市へと、当地の名所旧跡等を訪ねな
がら、楽しい総会の一日でした。
　ある時、役員会の終了後、私の近所の方の
名を上げて、その方に案内してくれとのこ
と。相手の方と私は住居も、事業所も隣であ
りよく存じていたので、すぐに案内しまし
た。急なことで相手も驚いていましたが、運
よく会えることができました。
　聞くところによると、昔の機械関係の仲間

で、当時よく付き合いもあったようでしたが
今ではすっかり疎遠になっていたらしい。
　今は関係のない方にもちょっと訪ねてみ
るという気さくな南村さんでした。
　そんな先輩でしたから、地域でも自治会長
を努められていたようでした。工専一級下の
二回卒業生の小畑高雄氏がユネスコ和歌山
で活動されていましたが、南村さんの奥様も
ユネスコに入会され、活躍されていたとき、
内助の功として南村さんも随分応援されて
いたようでした。
　人が好き、人との付き合いが好き、いろん
なことに興味を持たれ、好奇心旺盛な先輩・
南村さんでした。
　小池布紗雄君（大11）の急な逝去を電話で
お伝えしたところ、今、施設で過ごしておら
れるとのことでしたが大変お元気そうで、早
すぎる小池氏の訃報を大変残念がっておら
れましたのですが。

　先輩　南村桂太郎　元和歌山支部長のご
逝去を悼み　　合掌

大 8　坂本　漸

南村桂太郎　元支部長を悼む
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和歌山支部幹事長代行の小池布紗雄様（大
11）が令和3年7月8日に80歳でご逝去されま
した。

長年支部を支え、運営していただいたこと
に対し、心よりの感謝とご冥福をお祈りいた
します。

小池さんは、昭和16年3月生まれで、昭和38
年大学卒業後、昭和41年より山中会計事務所
に勤務されました。

昭和61年に所長の山中静が和歌山支部長
に就任するとともに事務局長に就任し、「柑
芦わかやま」は平成元年の創刊より編集委員
を担当し、平成17年に事務局移転に伴い、幹
事長代行となりましたが、支部会計は平成28
年まで担当していただき小池さんなくして
は和歌山支部の存続はなかったと思われま
す。

また本部の役員（理事）も永年就任され、長
い間柑芦会に尽くされたことは感謝の一言
に尽きます。

個人的には私が大阪から和歌山に帰り、父
の事務所に入所した平成2年よりお付き合い
させていただきましたが、几帳面な性格で仕
事も非常にきちんとされており、忙しい時に
でも快く相談を受けてもらったと記憶して
おります。また夜の街にもよく連れていって
いただき、前支部長の久山さんも交えてカラ
オケに興じたものでした。ちなみに十八番は

「錆びたナイフ」でした。　
父の事務所を退職されてからも柑芦会の

活動には積極的に参加していただき、支部総
会等には最後までお世話になりました。あら
ためて今までの功績に感謝し、ご冥福をお祈
り申し上げます。

大28　山中　盛義（和歌山支部幹事長）

小池さんを偲んで

追 悼
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　本多康重氏はやはり昨年初めに亡くなっ
た故野田真之氏と共に、柑芦会17期の中心的
存在として、ともすれば卒業式のできなかっ
たことによりバラバラになりそうな同期の
仲間をつなぎとめてくれていた一人です。野
田氏は全くの下戸、また本多氏もそう強くは
ないのに、揃って我々の飲み会にはきっちり
と顔を出してくれました。大阪支部の副支
部長で、また学生時代の新聞部の経験を活か
し、柑芦編集委員として柑芦誌の編纂には大
いに力となってくれました。文芸関係にも
趣味をお持ちで、優雅　仁（ゆうがじん）の
ペンネームを持ち、自身が所属していた創作
グループ「雑記囃」とは別に、柑芦会に「雑記
教室」なる文芸創作グループを立ち上げ、そ
の作品の一部を柑芦誌に掲載できるように
されました。みんなが参加できる「柑芦」で
あってほしいとの思いでした。システム工学
部が出来たときは、自分たち産業工学科がそ
のルーツの一期生なのだとの誇りを話して
いました。また彼は郷土愛が人一倍強く、紀
州の美味しい「荒川の桃」を食べていただき
たいと、ネットワークでの販売をおこなうほ
どで、「荒川の桃」のセールスマンと自称し
ていました。時として直情的な言動になった
りして敵を作ることもありましたが、他人を
思いやる心遣いが真意にあり、彼を理解する
かけがえのない友も多く作っていたようで
す。奥様を非常に大切に思っていたことは、
日常会話の端々に表れていました。そのこと
は、彼が終の棲家と決めて、奥様の里である
岡山県倉敷市に引っ越したことでもよくわ

かります。まさか自分がこれほど早く旅立つ
とは思っていなかったとしても、奥様に淋し
い思いをさせたくないとの気持ちはあった
と思います。倉敷に移ってからのメールで、
今日は二人で美観地区を散歩したとか、一緒
に映画を見に行ったとか、結構こまめに連絡
してくれていました。岡山支部の立て直しに
奔走される日々の中でも、家庭を大切にする
姿勢が羨ましく思いました。
　急死の報を受け電話をさせていただいた
時、奥様からの話を伺いましたが、ひょっと
して彼は吹田市に居た時から体の不調を感
じており、倉敷への引っ越しを決めたのでは
と思えるほどでした。12月3日に健康診断の
際に体調不良で入院、一週間後に御逝去の原
因は長年の喫煙による肺癌の肝臓への転移
とのこと。奥様を愛しているのなら辞められ
たはずと、今更ながら悔やまれます。一足先
に逝った野田君の後を追うようにいった本
多君、また彼岸で二人仲良く喧嘩しているこ
とでしょう。ご冥福をお祈りいたします。

合掌

大17　穂永　千秋

本多康重氏を偲ぶ
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支部だより

大阪支部長　糸川　公偉
　大阪支部長の糸川です。よろしくお願いい
たします。大学26期、卒業は1978年（昭和53
年）3月。部活動は硬式野球部、ゼミは小野ゼ
ミです。
　就任して掲げた大阪支部スローガンは、「明
るく楽しく、感謝と誇り」です。やるからに
は明るく、楽しくやりたいものです。「感謝」
は、今まで支えてくださった先輩方、関係者の
方々、大学関係者の皆様方、それと今後の支部
活動を支えてくれる若き後輩たちへの感謝の
気持ちです。「誇り」は、和歌山大学経済学部
の卒業生、私たちだけが持てる何事にも代え
がたい柑芦会の会員としての誇りです。この
スローガンのもと、活動を推進していきたい
と考えています。
　コロナ禍により、活動が変化を余儀なくさ
れました。100周年を迎えようとする柑芦会
でも初めてであり、活動方法、内容について工
夫を凝らし展開中です。
　任期満了にともない奥山前支部長に相談役
になっていただき、私が支部長に就任し、副支
部長に31期の平野勝久氏、32期の岡田治氏、幹
事長は23期の西本正人氏です。また、事務局
は43期由井幸枝氏、47期夫馬聡子氏の女性二
人の布陣です。若手といっても私も67歳果た
して若手かどうか疑問はありますが、柑芦会
の諸先輩から見れば若いようで皆さまに支え

てもらいながら活動していきます。
　課題はたくさんある中、情報のシステムを
うまく活用することが急務と思われます。
ホームページ、メール、Web会議等を活用し
ての交流、活動推進です。ただ、会員の皆がこ
れらの活用操作に習熟しているわけでなく、
私も含め勉強していかねばなりません。徐々
に人生塾、経済講演会等でのWeb活用にも慣
れてきた様子も見えます、遠隔の全国会員の
方々と交流できる便利さは皆様も感じている
ことでしょう。ただ、面と向かって会って話
すことが少なくなる物足りなさもあります。
テレワーク、ネットショップの利用等人との
接触機会が減少しています。このような時代
の流れの中、柑芦会の活動も時代の流れに飲
まれることなく変革していかねばと考えま
す。
　会費の徴収方法にコンビニ振込を採用しま
した。皆様の会費納付の増加を期待します。
大阪支部の会員数は約6,000名、うち会費自動
振替納入は約250名、それ以外約5,750名に振
込用紙を送付しましたが宛先不明で返送され
たのが約250名あります。住所、メールアドレ
スの整備も重要な課題です。
　課題はまだまだありますが皆様のご意見を
伺い、ご理解とご協力を得ながら活動してい
きますので、何とぞよろしくお願いいたしま
す。
　まずは7月9日の3年ぶりの支部総会の開催
を契機にして、明るく楽しく活動展開したい
ものです。

大阪支部
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大阪支部副支部長　大31　平野　勝久
大阪支部総会・交流会：2022年7月9日（土）
　総会および交流会を2020年と2021年の中止
を経て、3年ぶりに2022年7月9日（土）大阪難
波の「道頓堀ホテル」にて万全のウイルス対
策を講じて対面で開催しました。
　ご来賓に和歌山大学経済学部長の芦田昌也
氏、和歌山大学学部支援室経済学部分室長の
森田智也氏、柑芦会会長の北村修一氏（大18）、
東京支部長の小林淳氏（大30）、神戸支部長の
平林義康氏（大20）、東海支部長の垣見祐二氏

（大25）をお迎えし、総勢49名での開催となり
ました。
　まず糸川公偉新支部長より大阪支部スロー
ガン「明るく楽しく、感謝と誇り」の制定主旨
を含む「開会挨拶」の後、副支部長の平野より
3年間の「支部活動報告」を行いました。
　その後、経済学部長の芦田氏より伊東学長
のメッセージ代読と祝辞、柑芦会会長の北村
氏より柑芦会や大学の動向・大阪支部への期
待等を踏まえた祝辞をいただきました。

　続いて交流会は、奥山泉新相談役（前支部
長）による「乾杯の挨拶」で開始しました。　
交流会では総会に引き続き西本幹事長が司会
を担当し、会員の近況報告や寮歌の斉唱を行
う等、楽しい一時で約2時間はあっという間に
過ぎ、各テーブルは活発な交流で熱気が溢れ
ていました。
　最後に平林神戸支部長、小林東京支部長、垣
見東海支部長より各支部の活動状況を踏まえ
た挨拶をいただき、岡田治新副支部長の「閉

会挨拶」で終了となりました。

　この度の支部総会・交流会は、新型コロナ禍
ということで全体の参加者を制限いたしま
した。従来より参加いただいていた大学関係
者、他支部、他学部の方々についてもその制限
の対象といたしました。
　この旨をご理解賜り、今後ご招待できる日
が来ることを会員一同、願うところです。ま
た、大阪支部では「総会・交流会」のほか「柑芦
経済講演会」、「人生塾」、「趣味の会（サーク
ル活動）」等を開催しております。
　「柑芦会ホームページ」や毎月初めに配信
しています「大阪支部メールニュース」等か
ら開催予定をご参照いただき、是非ご参加く
ださい。
　役員一同、今後も多くの方々に参加いただ
ける同窓会活動を推進していきたいと考えて
おります。

大阪支部
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＜2022年度・大阪支部活動方針＞
　大阪支部スローガン
　　　　　「明るく楽しく、感謝と誇り」

⑴2022年度の活動方針
①ウイズコロナの時代に世代を越えて会員が

交流する活動を目指す。
②若手会員が参加しやすいイベント(同期会、

クラブ、ゼミ会)の仕組みづくりを考える。
③人生塾や経済講演会のオンライン開催を推

進し、指導者講師を発掘する企画会議を開
催する。

④年会費納付会員の増進策を検討する。ま
ず、コンビニ決済振込の開始。

⑤メールアドレスの収集策と和歌山大学
COCOアカウントの活用策を考える。

⑵2022年度の活動計画 
①総会の開催:2022年7月9日(土)12時からの道

頓堀ホテルにて開催
②第33回 柑芦経済講演会の開催
　2023年2月5日(日)午後からの予定
　（場所：大阪産業創造館）
③人生塾の開催：年間4回の開催を目指す
　（開催方法は状況に応じて検討）

・いきいき人生塾、ビジネス人生塾、研究わ
くわく人生塾

第１回オンライン人生塾：
2022年7月21日（木）18：30 ～ 20：00　
テーマ「コロナ前後における和歌山大学経済

学部の就職状況について」
講　師：本庄麻美子准教授　
④年会費のコンビニエンスストア振込の開始
⑤支部会館の有効的な活用方法の検討

以　　上

なんば道頓堀ホテル
〒542-0071 大阪市中央区道頓堀2-3-25

飲み放題込み、MAX3時間
　　　　　　￥4,500.－

場所：地下鉄・なんば駅から北へ徒歩5分

宿泊予約　06-6213-9040

宴会予約（大中小宴会場）

06-6213-3444
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東海支部　大30　岡野英生

コロナ禍における支部活動
　コロナ対応が迫られて約2年半経ちますが、
各支部でもご苦労が絶えないものと推察致し
ます。東海支部でも、情勢に応じて定例のイベ
ントの開催/中止を適宜臨機応変に決めてき
ました。一昨年は開催できなかった年度総会
も復活できましたし、隔月の定期懇親会も愛
知県のコロナ規制に対応して開催できること
もありました。また、定期セミナーについても
2回延期となりましたが、定期懇親会に合わせ
る形で、マグレビ前学部長をお招きして開催
することができました。
　リモート飲み会やリモートセミナーも検討
したのですが、元勤務先の会社でもなかなか
成功事例がなく、企画実行することができま
せんでした。リモートセミナーは、ネットワー
ク環境の充実から支部独自として開催する意
義よりも全国統一で開催する方が有意義に感
じられます。また、飲み会も　乾杯まではい
いのですが、中盤、中締め、締めへとの、仕切り
が難しいです。これは、個別ルームを作るなど

して、「同窓生間のここだけの話」をできるよ
うな環境を整えて柑芦会ならではの打ち解け
る場を作ることが必要なのかもしれませんの
で、良いアイディアのある方は、ご教示くださ
い。
　私事となりますが、北米支部から東海支部
に移動して25年経ち、この度定年退職となり、
サラリーマンから自営業者となりました。こ
れまで、東海支部として名古屋駅前の勤務先
事務所を、東海支部幹事長受嘱以来、活用して
まいりましたが、郊外にある個人事務所に東
海支部を移転させていただきました。皆様に
は、ご不便をおかけしますが、支部活動を暖か
くご支援賜りますよう、よろしくお願い致しま
す。

東 海 支 部

TEL/FAX 072－964－6400
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神戸支部長　大20　平林　義康

―コロナ感染症と支部総会―
　新型コロナウイルス感染症が日本に上陸し
てから既に2年半の歳月が経ち、収束の傾向に
あるものの社会経済活動はいまだに様々な制
約を受けています。
　このような環境下ではありますが、神戸支
部では、感染症蔓延以前と比べ支部活動は少
しは沈滞しておりますが、それなりに工夫を
して実施しております。
　支部活動としては、支部総会、新年会、勉強
会「ぶらくり会」、ゴルフ同好会「神芦会」、囲碁
同好会「那智黒会」、ヨガレッスン同好会等を
あげることができます。
　中でも、支部総会についてはコロナ以前は
毎年秋に50 ～ 60人の参加を得て神戸三ノ宮
の会場で開催しておりました。しかしながら、
コロナ上陸後の2020年の支部総会は完全リア
ルでの開催は難しいと判断し、一部リアル、一
部オンラインの言わばハイブリッド形式で開
催しました。この時のオンライン通信はWEB
会議システム「ZOOM」を活用しました。オン
ラインでの会議は、柑芦会としては初めての

試みであったと思います。これを契機に柑芦
会本部ではZOOM社と使用契約を結ばれたと
聞いております。それはそれとして、2020年
のハイブリッド支部総会はリアル10人、オンラ
イン13人の合計23人の参加で開催することが
出来ました。それまで毎年同時開催していた
講演、余興（落語、講談、和太鼓演奏、ジャズ演
奏等）は実施出来ませんでしたが、一定の成果
を残すことが出来たと考えております。
　2021年の支部総会はコロナ感染防止の観点
より完全オンラインでの総会開催としました。
参加者は他支部の幹部、現役学生さんを含め
24名の参加でしたが、マグレビ副学長（前経済
学部長）の全世界大学ランキングに関するミ
ニ講演会を開催することができました。前年
に比べて、講演をお聞きすることができたの
がオンライン支部総会を開催して以降の一つ
の成果ではないかと思っています。
　ウイズコロナあるいはアフターコロナと言
われますが、コロナの完全終息が読み切れな
い現状では、オンラインでの会議、打合せは今
後とも活用していくことが必要と考えていま
す。リアルでの会議、打合せに越したことはあ
りませんが、移動時間および費用の節約等オ
ンラインではの利点もあると考えます。
　2022年の支部総会は3年振りに会場開催と
する予定です。学生さんのプレゼン、和太鼓演
奏、プロの演奏家によるジャズ演奏の余興も
含め、盛大に実施したいと思います。なお、感
染症に対しては正しく恐れ、正しく対応した
いと考えております。

神 戸 支 部

2019年支部総会・懇親会の模様 2021年支部総会（オンライン）の模様
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 三重支部幹事長　大31　山際　雅彦
　三重支部2021年度総会は、2021年11月21
日（日）、津駅隣接の「グリーンパーク津」にて
開催されました。今年度の総会も新型コロナ
ウィルスの影響から、講演会や懇親会は行わ
ず総会のみの開催としました。
　本部等のご来賓の方々に参加を自粛いた
だいたこともあり、総会参加者は支部長他４
名の総会となりました。来年度は新型コロナ
ウィルスの騒動も治まり、通常の総会が開催
できるよう期待したいと思います。

（三重支部主要役員　　敬称略）
支部長　　　井上俊一（大学１８回）
副支部長　　小谷　剛（大学２０回）
副支部長　　太田　均（大学２２回）
副支部長　　水谷正道（大学２６回）
相談役　　　春山健児（大学　６回）
相談役　　　藤澤真純（大学１２回）
幹事長　　　山際雅彦（大学３１回）
副幹事長　　加藤泰三（大学２７回）

三 重 支 部
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姫路支部幹事長　大31　榮藤　雅雄

コロナ禍の支部活動
　7月になり、この原稿を書く頃になって、新型
コロナウイルスの感染拡大の第７波が到来し
たとの報道がされている。ここ数日での爆発
的な拡大である。波の襲来は回を追うごとに
感染者数が大きくなってきているが、症状は
軽症化の傾向があるようだ。ウイルスの変異
の影響もあるかもしれないし、ワクチン接種の
効果があることも伝えられている。
　しかし油断は禁物である。私たちの想像を
超えるレベルでさまざまな研究が進み、だん
だんと未知のウイルスの性質が明らかになっ
てきているが、特効薬は開発されていないし、
なにより変異の早さに研究が追いついていな
いようである。季節流行型のインフルエンザ
のようになるのは、まだしばらく先なのだろう

か。
　それにしても、様々な業種の売り上げが落
ち込み、経済活動が停滞する中で、観光業界
の現状は目も当てられない状況が続いている
が、観光学部を抱える和歌山大学の学生の士
気はいかがなものなのだろうか。一刻も早い
社会経済活動の復活を願うばかりである。
　さて、姫路支部ではこの2年は支部活動が全
くできなかったと言っていい状態であった。
　三役会で協議するのが精一杯で、総会は開
催できず、書面で活動報告・会計報告をしたの
みである。
　ようやく今年の春頃から日常を取り戻しつ
つあったので、8月に幹事会を開催することと
なった。
　3年ぶりの総会開催に向けて、一人でも多く
の会員の参加を得るべく、工夫を凝らそうと
しているが、そこへくだんの第7波である。
　新型コロナウイルス感染拡大が、再生しか
けた社会経済活動の動きに支障をきたさない
ことを願い、総会準備を進めたい。

姫 路 支 部
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大１5　中田陽之
　創部は大正13（1924）年で、グランドは市内
にある高商の高松学舎でした。昭和30年代前
半は6チームのリーグ戦で活躍し、近大などと
善戦。昭和41（1966）年に10年ぶりに二部優勝
し、一部昇格。昭和47（1972）年は5年ぶり二部
優勝し一部昇格。昭和50（1975）年は二部優勝。
昭和52（1977）年は二部優勝し一部昇格。昭和
55（1980）年から平成14（2002）年までの23年間
では8回の二部優勝後、ついに一部昇格を果た
す。この間、大学は学舎統一し、栄谷の現キャ
ンパスへ移転。硬式野球部の選手が多い経済
学部は昭和62（1987）年高松から栄谷へ移転
し、経済学部・教育学部の学生の参加が増え部
員数も漸増。平成7（1995）年システム工学部

設置。平成14（2002）年から速球派松田投手が
活躍し二部優勝し一部昇格して現在の強チー
ムへスタートする。その後一季を除いて6季一
部で活躍。平成16（2004）年国公立大学の法人
化。平成20（2008）年観光学部設置。
　平成20（2008）年、当時の小田学長のご尽力
により現大原弘監督（桐蔭高校・京都産業大・
桐蔭高校硬式野球部コーチ）を招聘。雌伏6年
を経て平成24（2012）年二部優勝し一部昇格を
果たす。以降一部で常時在籍し令和4（2022）年
現在一部優勝4回、全日本大学野球選手権大会
出場3回を誇り、直近の4年間では優勝３回準
優勝4回コロナ禍休み1回となり、今や連盟の
顔であり国公立大学野球のモデルとなりつつ
ある。
　なお、現在は経済学部、教育学部、システム
工学部、観光学部の学生が栄谷キャンパスに
集い、部員数が100人を超えている。平成24

（2012）年和歌山大学前駅設置。

ゼミ・同期会ゼミ・同期会・クラブ・クラブ・同好の集まり・同好の集まり

私説・和歌山大学
硬式野球部百年史

WUBBC  暦年成績グラフ



2006 年秋季リーグを終えて当時の小田学長（故
人）に報告会。現在も学長報告会は継続中。

2017 年春　初優勝、全日本大学野球選手権大
会の試合後、＠神宮野球場
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強くなった要因（筆者見解）
◎　大原監督の就任　心技体のご指導
〇　大原監督を慕う学生が多く入部。中田監

督時代は20数人程度。現在は百人越え。
〇　学舎統合により4学部から部員が集う。統

合前は経済学部生が大半。
〇　学長報告会の毎年開催、紀三井寺球場で

の公式戦開催、沖縄での毎年合宿、和球会の
人的物的支援強化。 

〇　百年に及ぶ諸先輩方の活躍による伝統や
遺産の力など。
今後の目指す方向（同上）
◎　全国の国公立大学スポーツのモデルとな

るよう努めます。
◎　支援金の充実　平素のリーグ戦は他校の

倍近い時間と費用を要しています。さらに
全国大会などの経費個人負担は重くなりま
す。したがって、和球会（OBOG会）だけでは
限界があるので、今後は広く、大学卒業生、
地域のフアン、部員家族、大学教職員、その
他フアンの方々のご支援をいただいて、今
この絶好のチャンスを生かしたいと考えて

います。皆様のご理解と一層の応援・ご支援
をお願いします。そのために、和球会会長を
代表とします「硬式野球部後援会」を設けま
したので、全国大会出場のときなどにはよ
ろしくお願いします。
お願い
　申し上げるまでもなく、現在の硬式野球部
の活況は上記の要因によるものですが、長い
目で見れば、百年近い指導者や先輩たちのご
尽力の蓄積による伝統や遺産があると考えら
れます。そのため、この百年史は2024年に硬
式野球部の百年記念式典の端緒とし、集まっ
た記録を後進へと伝承したいと考えておりま
す。
　つきましては、今後私や和球会から、OB・OG
をはじめ関係される皆様にご協力をお願い
しますので、各種写真をはじめ、部誌「白球」、
リーグパンフレット、各種資料、ご意見などを
お寄せいただきますようお願いします。
　なお冊子は「WUBBC　アーカイブ」（仮称）
と考えております。
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代表　大１８　北村修一
　２０２０年７月にＳＮＳのフェイスブック
上で発足した「川柳サークル」も丸２年を過
ぎて、３年目に入りました。今ではメンバー
は４４人になりましたが、毎月のＷＥＢ上の
句会に投句するなど実質的に活動しているの
は１０名くらいです。それでもメンバーは、
東京、名古屋、神戸、大阪、奈良など広範に及ん
でいます。
　今回は、中心メンバーの１０名に次の２点
について寄稿してもらいましたのでご報告し
ます。

①最近１年間のご自身の一番気に入った作
品。

②このサークルやＳＮＳを使った活動に関す
る感想や意見。

◆爺メン（中田陽之、１５期）
①「ほぼほぼの新人だけで優勝し」（兼題：「新

人」）
②今年は外野手を除くほぼ新人だけで、野球

部史上初の勝ち点５の完全優勝を達成しま
した。その後、東京ドームでの第７１回全
日本大学野球選手権大会に出場し、１回戦
で和歌山大学２－４近畿大学と惜敗しまし
たが、全国レベルで戦える力があると確認
できました。今後とも応援ご支援をお願い
申しあげます。

◆酔心（穂永千秋、１７期）
①「名残り雪昭和は遠き下駄の跡」　　　
②仲間に入れていただき、川柳の入り口で右

往左往、ダジャレに蹴躓いている毎日です。

川柳であっても正しい日本語でありたいと
おもっています。

◆鼓均（辻　均、２０期）
①「二十段上り晴れ着の祝い酒」（兼題：「階

段」）
②リアルでお会いしたことのない同窓生でも

毎月同じ趣味で交流できることはお互いの
刺激になり、またお互いの人となりも川柳
を通じて徐々に理解できる素晴らしい交流
の場です！川柳に挑戦してよかったと思っ
ています。

◆博州（平林義康、２０期）
①「故郷の香りを乗せて蜜柑来る」
②前頭葉を刺激して脳の老化を遅らせ、適度

な運動もして、心身共に健康寿命を伸ばそ
うと始めた川柳ですが、同人の秀句に触発
されて、ドンドンのめり込んできました。
同窓生の皆さん、川柳サークルで健康寿命
を伸ばしませんか！

◆案山子（川瀬和志、２０期）
①「スタートし見えぬゴールを模索する」
②全て先が見えず、ゴールが見えない状況で

す。一刻も早くこの閉塞感から脱却したい
ものです。

◆おそ松（谷垣内和之、２２期）
①「朝ドラに自分重ねて見る昭和」
②川柳は、嬉しいことも嫌なことも１７文字

で笑い飛ばして　元気になれる良い趣味だ
と思います。

　道具も要らずお金もかからず、多少頭も使
いボケ防止にもなり、いいことばかりです。
しかも、同窓の皆さんとも交流ができて言
うことなしです。

川柳サークル
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◆幸彦（八木幸彦、２５期）
①「優先座席老いも若きもスマホ族」
②今年１月、柑芦会神戸支部の新年会に参加、

平林支部長様にお声掛けとお世話をしてい
ただき、川柳サークルのお仲間にしていた
だくことができました。これからも川柳の
作句を楽しんでいくつもりです。

◆万年青年（鈴木光伸、３１期）
①「広がるの笑顔と共に人の輪が」
②若い頃に高専の大先輩から〝人生を豊かに

する４つの趣味〝として、次の４種類を持つ
と良いと教えていただいたことがありまし
た。

　・室内で 1 人でする趣味　・室内で複数です
る趣味　・屋外で 1 人でする趣味　・屋外で
複数でする趣味

　当時はＳＮＳなどない時代でした。私は川
柳はまったくの未経験でしたが、北村会長
からこの川柳サークルにお誘いいただいた
際に、この大先輩からのアドバイスを思い
出し、思い切ってチャレンジすることにし
ました。
ＳＮＳが発達した時代にこの川柳サークル
がいずれに該当するかは定かではありませ
んが、１７文字で自分の心情を表現する川

柳の奥深さに日々頭を捻っています。お誘
いいただき人生が豊かになりました。本当
にありがたいです。

◆こじろう（福嶋隆裕、３３期）
①「逝くキミが照らす温もりあかね曇」
②川柳とご縁をいただきありがとうございま

す。お誘いいただいた頃は人生の岐路でし
た。早期退職、闘病の妻の看病そして別れ、
転職した新しい職場は若者がたくさんい
て、昔と今のカルチャーのちがいに刺激あ
る日々。このサークルが胸のうちを気楽に
打ち明けられる場となりました。これから
も続けたいと思います。

◆修太郎（北村修一、１８期）
①「アルバムに見入り進まぬ大掃除」
②ＳＮＳを使えば、コロナ禍であろうがなか

ろうが毎月句会はできるし、全国各地から
も参加できます。内部ではそろそろ、「年
に１回くらいはリアルで集まって句会か吟
行でもやりたいね」という声も出始めてい
ます。川柳に限らず、俳句や絵画、写真、旅
行、歩こう会、古代史研究など、様々な分野
でもこういう活動が広まることを期待して
います。いいもんですよ。
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母校だより

２０２３年４月、和歌山大学に 『社会インフォマティクス学環』 が誕生！

2022 年 7 月 7 日

和歌山大学は、２０２３年４月に、経済学部、システム工学部、観光学部の３つの学部とデ

ータ・インテリジェンス教育研究部門が連携した文理融合型の教育課程として 『社会インフ

ォマティクス学環』を以下のとおり設置します。

本学環では、社会の多様な知識を備え、社会に存在する様々な課題や事象を情報技術

で分析・把握し、それを企画・立案して実践することで、社会を変革していくことができる人

材を育成します。

和歌山大学としては、『社会インフォマティクス学環』を、特色のある教育課程の１つとし

て、また、学生が社会で活躍するための成長の場として、これから成熟させていく所存です。

なお、この『社会インフォマティクス学環』は、和歌山県が誘致した総務省統計局・（独）統

計センター 統計データ利活用センターと連携した教育研究も実施することとしており、和歌

山県にとっても有為な人材を育成していく予定です。

記

【学部等連係課程実施基本組織名】 「社会インフォマティクス学環」

【入学定員】 ３０名

【取得できる学位】 学士（社会情報学）

基盤専門科目群

汎用性を身につけるために経済学・観光学を中心とした社会科学とデータサイエンスや

情報学を中心とした工学の基盤を学びます。

応用領域専門科目群

社会での活躍の場に焦点をあて、それぞれの場で必要となる能力を修得します。

＜ 社会インフォマティクス学環とは ・・・ ＞

経済、産業、文化などの社会に対して、変革をもたらす情報技術により分析および把握を

実践する人材の育成を目的とした文理融合型の教育課程です。
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【母校だより】



  和歌山大学は 2020 年 4 月よりクォーター
制を導入しました。経済学部では 1 年遅れて
2021 年 4 月よりクォーター制によるカリキュ
ラム実施を開始しました。クォーター制導
入が 2021 年 4 月となったのは、次の理由か
らです。2016 年に行われた学部改組により、
2020 年度までの 4 年間は、改組によって定
められたカリキュラムを維持することが求め
られたことが理由です。クォーター制導入は
カリキュラムに大きな変更をもたらすため、
改組実施によるカリキュラムを 4 年間維持す
ることが優先されました。
  クォーター制のもとでは、入学、履修登
録、単位認定、卒業等は従来の２学期制を維
持しつつ、前期を第 1・第 2 クォーター、後
期を第 3・第 4 クォーターに区分し、従来の
半分の 8 週（クォーター）で授業が行われま
す。クォーター制導入により、学生は主体
的に履修登録を行うことで学外学修（海外留
学、地域留学、中長期インターンシップ、ボ
ランティア活動など）に参加するための機会
を作り出すことができるようになりました。
ただし残念なことに、クォーター制導入と

COVID19 の感染拡大が機を同じくしたため、
学外学修の機会はクォーター制導入とは異な
る外在的な要因により少なくなっています。
COVID19 後の社会において学外学修の機会
が拡大することが期待されます。
　クォーター制では、従来の半分の段階（8
週目）で成績評価が行われます。このことに
より、学生は自らの学修に関する到達度を年
4 回確認することが可能となります。こまめ
に学修到達度を確認することにより、学びの
モチベーションを維持し、学修目標をより明
確にすることができます。また、8 週間とい
う短期間で集中して授業内容を学ぶことを可
能にし、より効率的な学修を行うことができ
ます。
　クォーター制は学内外の学修を充実させる
可能性をもつ新しい制度です。一方で、制
度の変わり目には旧制度のもとで学んだ在
学生に不利益が生じるリスクが存在します。
クォーター制導入以前の在学生の卒業要件に
変更はなく、時間割等の編成においても、卒
業・修了に支障が無いよう、教務委員会にお
いて細心の注意を払って配慮しています。

経済学部におけるクォーター制導入について

鵜 島 会 計 事 務 所
鵜島社会保険労務士事務所

税 理 士
１ 級 Ｆ Ｐ 技 能 士
行 政 書 士
税 理 士
社 会 保 険 労 務 士
中 小 企 業 診 断 士

鵜 島 信 二（院34）

和歌山市和歌浦東３丁目２-７８ 山下ビル１０２号室
ＴＥＬ（０７３）４４８-２６６８　 ＦＡＸ（０７３）４４８-２６６９

〒６４１-００２１

鵜 島 幸 夫（大53）
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　入学、履修登録、単位認定、卒業等は従来の２学期制を維持しつつ、前期を第1・第2クォーター、
後期を第3・第4クォーターに区分したクォーター制を導入し、従来の半分の８週（クォーター）で実
施する授業形態を追加するものです。
　学外学修（海外留学、地域留学、中長期インターンシップ、ボランティア活動など）の修学面の改善
や、従来の半分の段階で成績評価（到達度の確認）、短期間で集中して学ぶことを可能にする目的で
導入するものです。
　なお、授業科目の分割開講や開設期等の変更があっても、導入前の在学生の卒業要件に変更は
なく、時間割編成においても、卒業・修了に支障が無いよう、可能な限り配慮しています。

２学期クォーター制とは？

　従来の前期・後期・年間に加え、次のような授業形態が追加されます。
　クォーター開講科目の例（単位は講義科目）
　　① 週2回×8週：1コマ90分の授業を週2回（火＋木や水・金）×8週で完結→2単位
　　② 2コマ連続×8週：1コマ90分の授業を2コマ連続（1～2限や3～4限）×8週で完結→2単位
　　③ 週1回×8週：1コマ90分の授業を週1回×8週で完結→1単位

クォーター制の授業形態

　学期（前期・後期）の半分の授業期間（クォーター）が追加されます。

学年暦（授業期間）

導入前

期
　
　
前

期
　
　
後

業
休
季
夏

業
休
季
冬

業
休
季
春

10月4月 8月中旬 2月中旬

期
　
　
後

導入後

期
前

期
後

業
休
季
夏

業
休
季
冬

業
休
季
春

10月4月 8月中旬6月上旬 2月中旬12月上旬

期
後

2020年4月からの
２学期クォーター制導入について
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第12回香村賞審査会開催

ビジネスアイデア部門

優秀賞（賞金10万円）
◇プラン名／長期避難自粛ケア商品
準優秀賞（賞金7万円）
◇プラン名／顔と名前の一致アプリ『覚エ～ル！』
審査員特別賞（賞金5万円）
◇プラン名／愛媛の蛇口みかんジュースに対抗！和歌山のみかんガチャ

起業実践部門

敢闘賞（賞金5万円）
◇プラン名／日本人海外大学生による英語4技能特化Academy
企業賞　株式会社ラック
・LAC賞
◇プラン名／進化し続ける観光情報プラットフォーム　sarutabi.co
・コラボ賞
◇プラン名／アバターゲーム一体型素人ハンドメイド作家アプリ「パトロニア」
◇プラン名／地域も飼い主も幸せになる犬用のゴミ箱
企業賞　紀陽情報システム株式会社
・努力賞
◇プラン名／進化し続ける観光情報プラットフォーム　sarutabi.co
◇プラン名／E-Vプロバイダー

　第12回香村賞の審査会が去る12月17日（金）13：00より産学連携イノベーションセンターで行わ
れました。一次審査を通過した11件について、応募学生によるプレゼンテーションが行われました。
審査委員による審査の結果、入賞者は次の通りです。

経済学部3回生／坂本光咲、藤吉奈都美、小島夢輝

［プラン名］

長期避難自粛ケア商品

〈背景〉
日本では、避難所開設レベルの震度4以上の地
震が年間平均73件も！いつ誰が避難することにな
るか分からない。そんな世の中だからこそ、より多
くの人々が地震への備えをして、避難時でも快適
に過ごしてほしい！そこで、避難時の睡眠問題に
着目し、提案した商品がこのりらぼ～んである。

〈商品概要〉
りらぼ～んは、普段使いできるクッションを避難時
にはブランケットと枕に変身させることができる商
品だ。クッションカバーの中には厚さ違いのブラン
ケットが3枚入っており、季節に合わせて好きなブ
ランケットを取り出して使える。クッションカバーの中
には残りの2枚のブランケットが入っているので枕
としても快適！

〈商品に込めた想い〉
避難用睡眠グッズは消費者が手に取りづらい。し
かし、りらぼ～んはクッションとして日常利用可能な
ので、避難の睡眠に備える一歩になる。この商品
で避難時もリラックスして睡眠を取ってもらい、健
康に過ごしてほしい。

優秀賞

会長挨拶と発表風景 表彰する伊東学長
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第12回香村賞審査会開催

ビジネスアイデア部門

優秀賞（賞金10万円）
◇プラン名／長期避難自粛ケア商品
準優秀賞（賞金7万円）
◇プラン名／顔と名前の一致アプリ『覚エ～ル！』
審査員特別賞（賞金5万円）
◇プラン名／愛媛の蛇口みかんジュースに対抗！和歌山のみかんガチャ

起業実践部門

敢闘賞（賞金5万円）
◇プラン名／日本人海外大学生による英語4技能特化Academy
企業賞　株式会社ラック
・LAC賞
◇プラン名／進化し続ける観光情報プラットフォーム　sarutabi.co
・コラボ賞
◇プラン名／アバターゲーム一体型素人ハンドメイド作家アプリ「パトロニア」
◇プラン名／地域も飼い主も幸せになる犬用のゴミ箱
企業賞　紀陽情報システム株式会社
・努力賞
◇プラン名／進化し続ける観光情報プラットフォーム　sarutabi.co
◇プラン名／E-Vプロバイダー

　第12回香村賞の審査会が去る12月17日（金）13：00より産学連携イノベーションセンターで行わ
れました。一次審査を通過した11件について、応募学生によるプレゼンテーションが行われました。
審査委員による審査の結果、入賞者は次の通りです。

経済学部3回生／坂本光咲、藤吉奈都美、小島夢輝

［プラン名］

長期避難自粛ケア商品

〈背景〉
日本では、避難所開設レベルの震度4以上の地
震が年間平均73件も！いつ誰が避難することにな
るか分からない。そんな世の中だからこそ、より多
くの人々が地震への備えをして、避難時でも快適
に過ごしてほしい！そこで、避難時の睡眠問題に
着目し、提案した商品がこのりらぼ～んである。

〈商品概要〉
りらぼ～んは、普段使いできるクッションを避難時
にはブランケットと枕に変身させることができる商
品だ。クッションカバーの中には厚さ違いのブラン
ケットが3枚入っており、季節に合わせて好きなブ
ランケットを取り出して使える。クッションカバーの中
には残りの2枚のブランケットが入っているので枕
としても快適！

〈商品に込めた想い〉
避難用睡眠グッズは消費者が手に取りづらい。し
かし、りらぼ～んはクッションとして日常利用可能な
ので、避難の睡眠に備える一歩になる。この商品
で避難時もリラックスして睡眠を取ってもらい、健
康に過ごしてほしい。

優秀賞

会長挨拶と発表風景 表彰する伊東学長
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経済学部3回生／池田佳菜子、土橋杏実、龍田千里菜

［プラン名］

顔と名前の一致アプリ『覚エ～ル！』

〈商品概要〉
　コンセプト：もう１人で悩まない！
　　　　　　エピソードで覚える記憶アプリ
　ターゲット：名前の記憶力に自信のない
　　　　　　学生や会社員とその団体

〈着眼点〉
記憶力に自信があっても、顔と名前の一致が苦手
な人がいることを疑問に思った。また、コロナ自粛
により長期間会わず、名前が曖昧となった知人と
疎遠になることも残念な問題として挙がった。しか
し、顔と名前の記憶に対し、対策を取らない人が
多い。この深刻な問題を楽しく解決するアプリが
「覚エ～ル！」。部活や会社単位で導入し、全員で
問題意識を持てば、記憶による人間関係のトラブ
ルが減少すると考えた。

〈内容〉
覚エ～ル！は、
①自身のプロフィールの登録
②所属する団体のグループに参加し、相手の情
報を確認

③クイズ形式で記憶
の3つのステップで記憶する。
顔と名前の認知の調査では、顔と名前を記憶す
る脳の場所が違うことが判明した。これらを結び
付けるために重要なのが「その人とのエピソード」
である。したがって、アプリに個人間のエピソード
入力欄を設けることで、脳科学的に記憶を促進さ
せることが出来る。

準優秀賞

経済学部2年／滝下連太郎、塚本結基

［プラン名］
愛媛の蛇口みかんジュースに対抗！
和歌山のみかんガチャ

審査員
特別賞

〈背景〉
愛媛の蛇口みかんジュースはご存知でしょうか？そ
のユニークな発想から大きな話題になりました。愛
媛県のマスコットキャラクターである『みきゃん』も大
人気であり、全国的に見て、みかんが有名なのは
『愛媛』になってしまっていると感じていました。これ
は和歌山大学の学生として大変悔しい話です。な
ので、愛媛に対抗するアイデアを考えました。

〈内容〉
それが『和歌山のみかんガチャ』です。このみかん
ガチャは、温州みかんやデコポンを始めとする数
種類の和歌山県産みかんがランダムで出てくるガ
チャガチャです。システムとしてはガチャガチャを
回すとカプセルにみかんが入っており、同封の紙
にはみかんの種類やその説明、購入方法が書い
てあります。消費者は何が出てくるか分からないワ
クワク感と高品質なみかんを味わうことができ、そ
の和歌山県産みかんへの認知も広げることがで
きます。この『みかんガチャ』を使って、愛媛に負け
ない和歌山県産みかんのイメージ戦略を図ろうと
考えています。

─ 60 ─



経済学部3回生／池田佳菜子、土橋杏実、龍田千里菜

［プラン名］

顔と名前の一致アプリ『覚エ～ル！』

〈商品概要〉
　コンセプト：もう１人で悩まない！
　　　　　　エピソードで覚える記憶アプリ
　ターゲット：名前の記憶力に自信のない
　　　　　　学生や会社員とその団体

〈着眼点〉
記憶力に自信があっても、顔と名前の一致が苦手
な人がいることを疑問に思った。また、コロナ自粛
により長期間会わず、名前が曖昧となった知人と
疎遠になることも残念な問題として挙がった。しか
し、顔と名前の記憶に対し、対策を取らない人が
多い。この深刻な問題を楽しく解決するアプリが
「覚エ～ル！」。部活や会社単位で導入し、全員で
問題意識を持てば、記憶による人間関係のトラブ
ルが減少すると考えた。

〈内容〉
覚エ～ル！は、
①自身のプロフィールの登録
②所属する団体のグループに参加し、相手の情
報を確認

③クイズ形式で記憶
の3つのステップで記憶する。
顔と名前の認知の調査では、顔と名前を記憶す
る脳の場所が違うことが判明した。これらを結び
付けるために重要なのが「その人とのエピソード」
である。したがって、アプリに個人間のエピソード
入力欄を設けることで、脳科学的に記憶を促進さ
せることが出来る。

準優秀賞

経済学部2年／滝下連太郎、塚本結基

［プラン名］
愛媛の蛇口みかんジュースに対抗！
和歌山のみかんガチャ

審査員
特別賞

〈背景〉
愛媛の蛇口みかんジュースはご存知でしょうか？そ
のユニークな発想から大きな話題になりました。愛
媛県のマスコットキャラクターである『みきゃん』も大
人気であり、全国的に見て、みかんが有名なのは
『愛媛』になってしまっていると感じていました。これ
は和歌山大学の学生として大変悔しい話です。な
ので、愛媛に対抗するアイデアを考えました。

〈内容〉
それが『和歌山のみかんガチャ』です。このみかん
ガチャは、温州みかんやデコポンを始めとする数
種類の和歌山県産みかんがランダムで出てくるガ
チャガチャです。システムとしてはガチャガチャを
回すとカプセルにみかんが入っており、同封の紙
にはみかんの種類やその説明、購入方法が書い
てあります。消費者は何が出てくるか分からないワ
クワク感と高品質なみかんを味わうことができ、そ
の和歌山県産みかんへの認知も広げることがで
きます。この『みかんガチャ』を使って、愛媛に負け
ない和歌山県産みかんのイメージ戦略を図ろうと
考えています。

穐　田　外志雄（大19回）代表取締役会長

白　石　晴　久（大19回）取　　締　　役

あき た

本社工場 石川県白山市旭丘4丁目10番地  〒924-0004
 TEL.076-275-6631（代） FAX.076-276-8371
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〈背景〉
2020年度教育改訂により、日本の英語教育は大き
く変化しました。従来よりも英語4技能（Reading, 
Speaking, Writing, Listening）が重要視され、
さらに“英語を使う能力”が今後必要になってくる
のです。こうした変化に既存の英語教育機関で
は対応できていないのが現状です。

〈サービス内容〉
Awesomesauce Class
海外在住の日本人海外大学生による英語4技能
オンライン授業

Awesomesauce Consulting
海外進学を視野に入れた学習相談
Office Hours 24
海外との時差を利用した24時間質問対応受付
サービス
Awesomesauce Academyでは日本語も英語も
話せる日本人海外大学生を採用することで、英語
4技能教育を可能にし、同時に日本人海外大学
生の経済的課題も解決します。

敢闘賞

経済学部2回生／松田凌弥

［プラン名］
日本人海外大学生による
英語4技能特化Academy

観光学部2回生／峪　愛麗

［プラン名］
進化し続ける観光情報
プラットフォーム　sarutabi.co

〈サービス概要〉
情報の選別・加工等を行う“Tabi.co”、そしてそ
れを随時反映させ常に進化し続ける観光情報の
プラットフォーム“Sarutabi!”。「観光情報プラット
フォームの運営、造成を同時に担う」、それが今回
ご提案した「Sarutabi.co」というビジネスモデルの
姿です。
これまでの観光情報発信ビジネスとの違いは、一
連の流れを一貫して行えるという点にあります。

〈背景〉
私自身が持つ「何をどう調べれば、自分の興味/
関心のある観光情報にたどり着けるのか」という
想いと、自身が立ち上げた情報発信のＳＮＳ運用
で「届いてほしい人に届く」情報の発信はとても難
しいものだと身をもって知った経験。それらから、今
ある情報プラットフォームでの発信が困難なので
あれば、新たな場所を作ればいいのではないか、
と考え今回のプランを考案しました。

〈今後の展開〉
実現に向けての検証等を進めていきたいと考え
ております。まずは限定的な地域から始めていき、
将来的には全国的に利用されるサービスにする
ことが目標です。
私の夢「観光で日本を変える」ことの実現へと、少
しでも近づけるように尽力してまいります。

企業賞・
努力賞
紀陽情報システム賞
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〈背景〉
2020年度教育改訂により、日本の英語教育は大き
く変化しました。従来よりも英語4技能（Reading, 
Speaking, Writing, Listening）が重要視され、
さらに“英語を使う能力”が今後必要になってくる
のです。こうした変化に既存の英語教育機関で
は対応できていないのが現状です。

〈サービス内容〉
Awesomesauce Class
海外在住の日本人海外大学生による英語4技能
オンライン授業

Awesomesauce Consulting
海外進学を視野に入れた学習相談
Office Hours 24
海外との時差を利用した24時間質問対応受付
サービス
Awesomesauce Academyでは日本語も英語も
話せる日本人海外大学生を採用することで、英語
4技能教育を可能にし、同時に日本人海外大学
生の経済的課題も解決します。

敢闘賞

経済学部2回生／松田凌弥

［プラン名］
日本人海外大学生による
英語4技能特化Academy

観光学部2回生／峪　愛麗

［プラン名］
進化し続ける観光情報
プラットフォーム　sarutabi.co

〈サービス概要〉
情報の選別・加工等を行う“Tabi.co”、そしてそ
れを随時反映させ常に進化し続ける観光情報の
プラットフォーム“Sarutabi!”。「観光情報プラット
フォームの運営、造成を同時に担う」、それが今回
ご提案した「Sarutabi.co」というビジネスモデルの
姿です。
これまでの観光情報発信ビジネスとの違いは、一
連の流れを一貫して行えるという点にあります。

〈背景〉
私自身が持つ「何をどう調べれば、自分の興味/
関心のある観光情報にたどり着けるのか」という
想いと、自身が立ち上げた情報発信のＳＮＳ運用
で「届いてほしい人に届く」情報の発信はとても難
しいものだと身をもって知った経験。それらから、今
ある情報プラットフォームでの発信が困難なので
あれば、新たな場所を作ればいいのではないか、
と考え今回のプランを考案しました。

〈今後の展開〉
実現に向けての検証等を進めていきたいと考え
ております。まずは限定的な地域から始めていき、
将来的には全国的に利用されるサービスにする
ことが目標です。
私の夢「観光で日本を変える」ことの実現へと、少
しでも近づけるように尽力してまいります。

企業賞・
努力賞
紀陽情報システム賞
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経済学部3年生／原梶壽己、赤松紗弥、角野花梨

［プラン名］
地域も飼い主も幸せになる
犬用のゴミ箱

〈サービス概要〉
公園などの場所に犬用のフン回収ゴミ箱を飼い
主から徴収したお金によって設置する。公共性の
高いものでありながら、使う人から利益を得られる
ことができる。

〈ユーザーニーズ〉
毎日飼い犬がする糞をゴミの回収日まで家庭内で
保管することは、臭いがあるため居住環境の質の
低下につながる。庭で保管した場合、隣人に対し
ても迷惑をかけているという飼い主の悩みが多数
であった。公園でインタビュー調査を行った際に衛
生的問題によって公園に既に設置されているゴミ
箱には捨てられないという声も。

〈社会的価値〉
飼い主には日々 のフン管理が楽になり、居住環境
の質の向上というメリットがある。地方自治体に対
しては、景観の保護、感染症の予防、便処理施設
の保護というメリットがある。近隣住民に対しても、
庭で保管することがなくなるため臭いなどに悩ま
されることはなくなる。飼い主、近隣住民、地方自
治体という3つの主体に対して価値を提供できる。

企業賞・
コラボ賞

LAC賞

教育学部2回生／見浦　響、システム工学部2回生／森田琴葉

［プラン名］
アバターゲーム一体型素人
ハンドメイド作家アプリ「パトロニア」

〈コンセプト〉
まず、素人ハンドメイド作家が主流の売買に適し
たアプリが存在していなかった。そのために素人
ハンドメイド作家の作品を十分に売買するとともに、
アプリ運営側がパトロンとして、作家を応援し育て
ていくことを目標としてサービスを考案した。この
サービスを通じて、ハンドメイド作品をより身近な商
品へと昇華し、ハンドメイド作家への敷居を低くす
ることを目指した。

〈商品内容〉
新たなフリーマケットのプラットフォームの作成であ
る。具体的にはハンドメイド作家の作品を売買す
ると同時に、顧客が作家を直接的に応援できるシ
ステムを採用した某フリマアプリである。収益面は
売買時の手数料で思案し、他のハンドメイド作品
紹介誌や、企業への斡旋等を行いハンドメイド作
家の背中を押すアプリの開発を考えた。

企業賞・
コラボ賞

LAC賞

技術でひらく　新たな可能性

取締役会長　山口　央（大24）

主要製品：精密金属加工品・小口径銃弾・プレス機械・ばね機械・
航空機部品・自動機・専用機・搬送装置

〒488－8655
愛知県尾張旭市旭前町新田洞５０５０番地の１
TEL：0561-52-5300
FAX：0561-53-2419
URL：https://www.asahiseiki-mfg.co.jp/
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経済学部3年生／原梶壽己、赤松紗弥、角野花梨

［プラン名］
地域も飼い主も幸せになる
犬用のゴミ箱

〈サービス概要〉
公園などの場所に犬用のフン回収ゴミ箱を飼い
主から徴収したお金によって設置する。公共性の
高いものでありながら、使う人から利益を得られる
ことができる。

〈ユーザーニーズ〉
毎日飼い犬がする糞をゴミの回収日まで家庭内で
保管することは、臭いがあるため居住環境の質の
低下につながる。庭で保管した場合、隣人に対し
ても迷惑をかけているという飼い主の悩みが多数
であった。公園でインタビュー調査を行った際に衛
生的問題によって公園に既に設置されているゴミ
箱には捨てられないという声も。

〈社会的価値〉
飼い主には日々 のフン管理が楽になり、居住環境
の質の向上というメリットがある。地方自治体に対
しては、景観の保護、感染症の予防、便処理施設
の保護というメリットがある。近隣住民に対しても、
庭で保管することがなくなるため臭いなどに悩ま
されることはなくなる。飼い主、近隣住民、地方自
治体という3つの主体に対して価値を提供できる。

企業賞・
コラボ賞

LAC賞

教育学部2回生／見浦　響、システム工学部2回生／森田琴葉

［プラン名］
アバターゲーム一体型素人
ハンドメイド作家アプリ「パトロニア」

〈コンセプト〉
まず、素人ハンドメイド作家が主流の売買に適し
たアプリが存在していなかった。そのために素人
ハンドメイド作家の作品を十分に売買するとともに、
アプリ運営側がパトロンとして、作家を応援し育て
ていくことを目標としてサービスを考案した。この
サービスを通じて、ハンドメイド作品をより身近な商
品へと昇華し、ハンドメイド作家への敷居を低くす
ることを目指した。

〈商品内容〉
新たなフリーマケットのプラットフォームの作成であ
る。具体的にはハンドメイド作家の作品を売買す
ると同時に、顧客が作家を直接的に応援できるシ
ステムを採用した某フリマアプリである。収益面は
売買時の手数料で思案し、他のハンドメイド作品
紹介誌や、企業への斡旋等を行いハンドメイド作
家の背中を押すアプリの開発を考えた。

企業賞・
コラボ賞

LAC賞
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経済学部4回生／栗岡寛明、杉本陽哉、高野蒼大、森あかね

［プラン名］

E-Vプロバイダー

〈提案背景〉
昨今SDGsが話題になっている中でもっと一般家
庭に環境貢献活動に関心をもってもらうにはどう
すればいいのか考え、太陽光発電システムを導
入している一般家庭をターゲットにして、Jクレジット
という制度を使って環境貢献をお金に変える方法
がいいのではないかと考えました。

〈サービス概要〉
個人が持っている環境価値を、サービスを通じて
売ることで、個人がお金として受け取ることができ
るというものです。サービス内容としては、まず一
般家庭から発電量及び自家消費消費電量の
データを提供して頂きます。次に、私たちが収集
データを統合し、自家消費した電力に基づき、Jク
レジットの認証を一般家庭に代わり行います。そし
て、認証を受けたJクレジットを購入を検討している
企業に売却します。売却で得た利益は銀行振り
込みの形でサービスに加入していただいた一般
家庭に返すというものです。一般家庭からは当
サービスへの参加料として仲介手数料をいただき
ます。

企業賞・
努力賞
紀陽情報システム賞
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　吹奏楽団は現在、8月に和歌山城ホールにて
開催予定の「サマーコンサート」に向けた練習
に励んでおります。 
　新型コロナウイルスにより、これまで思うよ
うに活動ができず、沢山の演奏機会を失ってき
ました。そんな悔しい思いをしてきたからこそ、
現在は感染症対策を講じながらも、仲間ととも
に吹奏楽が出来る喜びを日々感じています。
　昨年12月には和歌山県民文化会館にて、１年

ぶりとなる第43回定期演奏会を開催させてい
ただきました。
　また有難いことに、イオンモール和歌山さん
や和歌山県の吹奏楽関係者の方々から演奏の
依頼をいただいております。このような機会を
通して、吹奏楽で和歌山を盛り上げる活動に力
を入れてきました。
　和歌山で、和歌山の人々と、和歌山とともに。
そんな意味を込めた「和歌山と奏でる」をコン
セプトに、新しく入団した９名の１回生を迎え、
総勢43名でこれからも活動して参ります。今後
とも、ご支援のほどよろしくお願いいたします。

吹奏楽団

現役クラブ紹介

経済学部4回生／栗岡寛明、杉本陽哉、高野蒼大、森あかね

［プラン名］

E-Vプロバイダー

〈提案背景〉
昨今SDGsが話題になっている中でもっと一般家
庭に環境貢献活動に関心をもってもらうにはどう
すればいいのか考え、太陽光発電システムを導
入している一般家庭をターゲットにして、Jクレジット
という制度を使って環境貢献をお金に変える方法
がいいのではないかと考えました。

〈サービス概要〉
個人が持っている環境価値を、サービスを通じて
売ることで、個人がお金として受け取ることができ
るというものです。サービス内容としては、まず一
般家庭から発電量及び自家消費消費電量の
データを提供して頂きます。次に、私たちが収集
データを統合し、自家消費した電力に基づき、Jク
レジットの認証を一般家庭に代わり行います。そし
て、認証を受けたJクレジットを購入を検討している
企業に売却します。売却で得た利益は銀行振り
込みの形でサービスに加入していただいた一般
家庭に返すというものです。一般家庭からは当
サービスへの参加料として仲介手数料をいただき
ます。

企業賞・
努力賞
紀陽情報システム賞
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　新型コロナウイルス感染症が流行して早3
年。感染症の状況によって、活動休止と再開を
繰り返すうちに先輩方が引退していき、ついに
サークル全体がコロナウイルス感染拡大前の
サークル活動の様子を知らない世代となりま
した。最近は少しずつ状況が改善し、普段の練
習以外にもイベントへの出演や、学内ライブな
どサークル活動でできることが増えてきていま
す。春には新歓ライブを行うこともでき、多くの
新入生が入部してくれました。

　普段の練習では、人数や時間など、限られた
状況の中で、最大限に楽しみながら練習を行っ
ています。和音のサークルメンバーは大学生に
なってからアカペラや音楽活動を始めたという
人も多いのですが、そんな中でもお互いにわか
らないところは教えあったりしながら、アカペ
ラ初心者であってもハーモニーを奏でることを
楽しんでいます。
　先輩たちが築いてきた和音特有のアット
ホームなあたたかい雰囲気を引き継ぎつつ、新
しい和音を一生懸命作り上げていこうと思いま
す。大学祭のステージや、シンボルゾーンでの
ライブがある際はぜひ、耳を傾けていただける
と嬉しいです。

会長　中津川　陽

アカペラサークル和音
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　和歌山大学スマブラサークルはスマブラ好
きが集まるeスポーツのサークルです。部員は
２４名となっており、初心者から上級者まで幅
広いレベルのメンバーが所属しています。
　現在は、オフライン（対面）とオンライン両方
での活動を行っております。オフラインでは和
歌山大学の大学会館２階の和室をお借りして、
対戦会や練習会を行っております。新型コロナ
ウイルスの影響で活動が制限されている部分

も多いですが、対策を徹底したうえで不定期に
活動しております。
　また、オンラインでの活動も活発に行ってお
ります。コロナ禍の中、オンラインでも楽しむこ
とができるのがeスポーツの強みです。今年度
は、スマブラサークル連合が開催するオンライ
ンのリーグ戦に、本サークルも参加しました。春
季リーグではグループ内で２位を獲得するこ
とができました。秋季リーグでも好成績を残す
ことを目標に各々がレベル向上を目指して楽し
みながら練習に励んでおります。私たちの活動
が、少しでも今後のeスポーツの発展、注目に繋
がれば嬉しいです。

経済学部　中村　光佑

和歌山大学スマブラサークル
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　新型コロナウイルスの影響で昨年度まで活
動制限があり、それは今年度も続きますが、少
しずつ日常に戻っていることを日々感じていま
す。援農サークルagrico.は今年35名の新しいメ
ンバーが加わり、楽しく活動をしています。学内
では、大学構内の農場や花壇をお借りして活動
しており、育てた野菜を用いて毎年大学祭にも
出店しています。学外では、和歌山県内の農家
さんのお手伝いをさせて頂いています。年中活
動を行っていますが、農作物ごとの収穫時期に

より活動内容は様々で、普通の大学生活ではで
きない体験をすることができるだけでなく、地
域の農家さんとの出会いを楽しんでいます。そ
して、今年度はあべのハルカス近鉄本店や地域
の商店街でのイベント出店といった貴重な機会
を頂けることが決定しており、私たちが感じる
和歌山県の農業の魅力を思う存分発信する良
い機会にしたいと考えています。未だ完全に制
限なく活動できるわけではありませんが、制限
のある中でも地域の方との出会いを大切にし、
自分たちが成長することに加え、和歌山県の農
業に少しでも貢献できるよう活動していきたい
です。

　新田 きらり

援農サークルagrico.
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　大学祭実行委員会は、毎年11月に開催する大
学祭「和大祭」 や7月に開催する「こどもまつ
り」 など、大学で開催されるイベントを運営し
ている団体です。
　和歌山大学の部活・サークルの中で人数が
最大規模の団体で、約450人が所属しています。
イベントごとに「局」を編成し仕事を振り分け
て活動し、さまざまなイベントの運営やサポー
トをしています。局ごとに分かれて活動するの
で、局員同士の仲も深まりやすく、仕事の達成感
もあります。和大祭が近づいてくると少しずつ
忙しくなりますが、それ以外の期間は活動も多
くなく、基本は自由参加ですので、他の団体と掛
け持ちすることもできます。
　新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点
から一昨年は大学祭を中止とせざるを得ませ
んでしたが、代替イベントとしてコロナ禍でオ
ンライン授業となり大学に訪れる機会の少な

かった１年生を限定とした「GOTOワダイ」を
開催しました。また昨年は、学内関係者限定で
の開催となってしまいましたが、ステージでの
音楽ライブや、感染症対策を行った上で模擬店
も出店しました。
　2022年度の和大祭は11月19日（土）20日（日）
に開催することが決定しています。
　今年は一般参加者を事前募集にて受け入れ、
催し物やステージライブなどを運営していきま
す。それに先駆けて７月10日（日）の「こどもま
つり」で、地元の小学生を招待し、子ども達が楽
しめる企画にて開催します。
　大学祭以外では、4月に実施する新入生歓迎
イベント「うぇるかむCampus」や、大学主催の
オープンキャンパス等にも大学と協力し、企画
を行っています。
　詳しく知りたい方、興味のある方は、ぜひHP
やInstagramをご覧ください！
HP：https://www.wadaisaiunion.com
Instagram: https://www.instagram.com/
wadaisaiunion/

大学祭実行委員会
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　6月18日（土）、19日（日）を中心に第55回和歌
山大学・滋賀大学二大学学長杯争奪総合定期戦
が開催されました。新型コロナウイルスの影響
により3年ぶりの開催が実現した今年度は、主に
滋賀大学の彦根、大津キャンパス内で熱戦が繰
り広げられました。
　18日（土）に行われた開会式では、滋賀大学の
竹村学長が式辞、本学の伊東学長が祝辞を述べ
られ、その後両大学団長より激励の言葉が送ら
れました。その中でも本学の永井副学長は伝統
と歴史ある滋和戦の荘厳な雰囲気が新型コロ
ナウイルス感染症の感染拡大により途切れて

しまったことに触れ、第50回大会から5連覇して
いる本学であるが、今年は改めて挑戦者として
臨みます。と宣戦布告し、本学選手の士気を高
めました。
　両日ともに日本晴れの中熾烈な戦いが繰り広
げられ、当校は一日目、二日目とも各競技におい
て勝利を重ね、最後は6年連続総合優勝に輝き
ました。
　19日（日）に行われた閉会式では、お互いの健
闘を称えあい、来年以降もこの伝統ある定期戦
を盛り上げていくこととし、両校の更なる交流
を確認しました。

＜第55回和歌山大学・滋賀大学二大学学長杯争奪総合定期戦＞

6年連続総合優勝
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〒５３２-００１１ 大阪市淀川区西中島４-５-２２ 第３新大阪ビル３Ｆ
TEL ０６-６３０５-９７３１　FAX ０６-６３０５-９７３３

E-mail naocpa@qk9.so-net.ne.jp

会計監査・税務及び経営コンサルティング

名尾公認会計士事務所
公認会計士
税　理　士 名　尾　邦　博 （大１８回）
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「創立70周年記念事業基金事業報告」
和歌山大学基金室　大２３　西本　正人

　和歌山大学では、2019年に創立70周年を迎え、「そしてここから」をスローガンに、「高松地区松下会館再
生事業」と「グランド改修事業」の二つからなる「創立70周年記念事業基金」を立ち上げました。
　令和元年7月から令和3年3月末までの基金の募集期間中、柑芦会会員の皆様方をはじめ多くの皆様の
ご支援をいただきまして、誠にありがとうございました。
　グランドの改修については、令和4年8月から工事が開始され、令和5年2月中旬完成の予定です。
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琉球畳の敷かれた「キャンパススクエア」

新装になった経済学部棟の全景

「アクティブラーニングスペース」

エントランス壁面の旧・高松キャンパスの鳥瞰図

─ 76 ─

「経済学部棟改修工事完了」
経済学部広報委員長　藤木　剛康

　昨年8月より進められていた西3号館（旧・経済
学部本館棟）の改修工事が本年3月末に完成しま
した。これはキャンパスが高松から栄谷に移転し
てから初めてのものですから約30年ぶりの大規模
改修となりました。学内各所に分散していた経済
学部教員も復帰し、それぞれの荷物の片付けを進
めつつ、研究や教育などの日常業務に取り組んで
います。改修で大きく変わったのは1階および2階
が学生の利用するスペースとなり、事務室は3階
に、教員の研究室は4階と5階に集められたことで
す。とくに1階は全学の学生が利用できるようにな
り、経済学部教員の発案でこれからの「オープンエ
デュケーション」を実現するためのいろいろな工
夫が凝らされています。
　建物入口の向かって右側の部屋は、学生が講
義の合間にリラックスして過ごすためのコミュニ
ケーションスペースである「キャンパススクエア」

です。部屋の一部にはモダンな雰囲気の琉球畳が
敷かれ、窓側には次の講義の予習にも使える机と
パソコン用の電源もあります。その真向かいの部
屋はグループワークのための「アクティブラーニ
ングスペース」です。左右の壁面は全てホワイト
ボードになっています。入口の左側もアクティブ
ラーニングスペースですが、こちらはより臨機応
変に、学生だけでなく地域や企業、OBやOGのみ
なさまにも活用していただけるような場所にする
予定です。また、多様な人々に快適に過ごしてもら
えるよう、日本の大学ではまだ珍しい「多機能トイ
レ」やプライバシーの保てる「個人相談室」もあり
ます。まだ各部屋への備品の搬入が完了しておら
ず、全スペースの本格的な稼働は後期を予定して
いますが、これからの経済学部の教育活動へのご
期待とご支援をよろしくお願いします。
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♦農業・林業=1名
　株式会社パブリック・キッチン
♦建設業=10名

アサヒグローバルホーム
株式会社
フレック株式会社
旭化成ホームズ株式会社
株式会社淺川組
関西タクト株式会社
鹿島建設株式会社
積水ハウス株式会社

♦製造業=38名
株式会社ロック・フィールド
川口水産株式会社
築野食品工業株式会社
中野BC株式会社
日東ベスト株式会社
日本ハム株式会社
株式会社ホギメディカル
株式会社ワールド
古林紙工株式会社
アムテック株式会社
株式会社バスクリン
株式会社バルクオム
ジェイ-ワイテックス株式会社
東洋アルミニウム株式会社
株式会社ニシムラ
グローリー株式会社
ユーキャン株式会社
株式会社松風
株式会社畑山製衡所
丸昭機械株式会社
日本電子株式会社
三菱電機株式会社
日本電気株式会社
株式会社デンソー

株式会社椿本バルクシステム
住友電装株式会社
オカ株式会社
カナフレックスコーポレーション
株式会社
フリュー株式会社
株式会社インテリックス
株式会社オカムラ
株式会社サイエンス
株式会社メイスイ
株式会社リブドゥコーポレーション
共和コンクリート工業株式会社
太平洋セメント株式会社
大王製紙株式会社

♦情報通信業=42名
　Gateテクノロジーズ株式会社

NECソリューションイノベータ
株式会社
NTTコムエンジニアリング
株式会社
SpoLive Interactive株式会社
アドマックス株式会社
エヌ・ティ・ティ・インフラネット
株式会社
シンプレクス・ホールディングス
株式会社
ソースネクスト株式会社
ソフトバンク株式会社
テモナ株式会社
トーテックアメニティ株式会社
フリーランス（動画クリエイター）
株式会社DTS
株式会社E&W
株式会社TKC
株式会社USEN-NEXT 
HOLDINGS

株式会社Vitalize
株式会社アイ・エス・ディ
株式会社エクス
株式会社オービック
株式会社クレスコ
株式会社ニッセイコム
株式会社ネクストページ
株式会社フォーサイト
株式会社関電システムズ
株式会社昭和システムエン
ジニアリング
株式会社進研アド
株式会社大塚商会
株式会社日立医薬情報
ソリューションズ
株式会社北海道新聞社
紀陽情報システム株式会社
京セラコミュニケーションシステム
株式会社
三菱電機マイコン機器ソフトウエア
株式会社
日本コントロールシステム株式会社
富士通ITマネジメントパートナー
株式会社
有限会社オーテック

♦運輸業・郵便業=13名
セイノスーパーエクスプレス
株式会社
ファイズホールディングス
株式会社
株式会社アクティオトランスポート
株式会社エス・ディ・ロジ
株式会社住友倉庫
近畿日本鉄道株式会社
阪急電鉄株式会社
山九株式会社

今年の卒業生の就職状況
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西日本旅客鉄道株式会社
島本海運株式会社
東海交通機械株式会社
南海電気鉄道株式会社
豊通物流株式会社

♦卸売業・小売業=41名
TOTO関西販売株式会社
オー・ジー長瀬カラーケミカル
株式会社
シャープマーケティング
ジャパン株式会社
ダイトロン株式会社
ダイヤトレンド株式会社
ダイワボウ情報システム
株式会社
ナイス株式会社
ナカザワ建販株式会社
リコージャパン株式会社　
和歌山支社
伊藤忠食品株式会社
因幡電機産業株式会社
永井産業株式会社
株式会社シブタニ
株式会社バルコーポレーション
株式会社ミナト
株式会社ヨシダ
株式会社レオクラン
株式会社岡本銘木店
株式会社大西
株式会社南海鋼材
古河産業株式会社
大和食品株式会社
中山福株式会社
蝶理株式会社
日昌株式会社
エバグリーン廣甚株式会社

トヨタカローラ和歌山株式会社
株式会社あさひ
株式会社アルペン
株式会社オークワ
株式会社クスリのアオキ
ホールディングス
株式会社コスモス薬品
株式会社スズキ自販和歌山
株式会社トライアルカンパニー
株式会社パーティハウス
株式会社ライフコーポレーション
株式会社一点鐘
株式会社近鉄百貨店
上新電機株式会社
奈良ダイハツ株式会社

♦金融業・保険業=35名
きのくに信用金庫
岡三証券株式会社
株式会社コムテックス
株式会社みずほ銀行
株式会社りそな銀行
株式会社関西みらい銀行
株式会社紀陽銀行
株式会社佐賀銀行
株式会社三井住友銀行
株式会社池田泉州銀行
株式会社徳島大正銀行
株式会社南都銀行
株式会社日本政策金融公庫
丸三証券株式会社
三菱UFJファクター株式会社
大阪シティ信用金庫
大阪厚生信用金庫
大阪中小企業投資育成株式会社
大和信用金庫
住友生命保険相互会社

全国共済農業協同組合連合会
和歌山県本部
第一生命保険株式会社
明治安田生命保険相互会社

♦不動産業・物品賃貸業=10名
株式会社グラート
株式会社ジェイ・エス・ビー
株式会社トラバース
株式会社プレサンス住販
株式会社関西都市居住サービス
京阪電鉄不動産株式会社
独立行政法人都市再生機構
オリックス自動車株式会社
キリックスリース株式会社
株式会社トヨタレンタリース
新大阪

♦学術研究・専門・技術サービス業
=14名
アチーブメント株式会社
エアーズ税理士法人
株式会社Enjin
株式会社N経営
株式会社PTOK
株式会社ジャパンインター
ナショナル総合研究所
株式会社大建技術コンサルタンツ
株式会社野村総合研究所
山口会計事務所
社会保険労務士法人加藤・
江本SR総合事務所
青葉コンサルタント株式会社
税理士法人あすなろ
東洋検査工業株式会社
北畑会計事務所

♦宿泊業・飲食サービス業=4名
アパグループ株式会社
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【母校だより】

株式会社ビロー
株式会社星野リゾート
株式会社第一食品

♦生活関連サービス業・娯楽業
=3名
TSCホリスティック株式会社
株式会社117
株式会社延田エンタープライズ

♦教育・学習支援業=8名
公立大学法人大阪
公立大学法人和歌山県立医科
大学
国立大学法人神戸大学
兵庫県立神戸商業高等学校
和歌山市立名草小学校
株式会社SmartStudy
株式会社パーソナル・サポート

♦医療・福祉=4名
　さくら歯科

一般社団法人児童養護施設
支援協会
株式会社ベネッセスタイルケア
社会福祉法人鳥取市社会
福祉協議会

♦複合サービス事業=4名
わかやま農業協同組合
遠州夢咲農業協同組合
全国農業協同組合連合会
長崎県本部
大阪泉州農業協同組合

♦サービス業=11名
Evand株式会社
イオンディライト株式会社
フジアルテ株式会社
旭化成アミダス株式会社
株式会社ジェイアール西日本
ウェルネット
株式会社パソナグループ
株式会社マイナビ
株式会社大瀧商店
日本PCサービス株式会社

♦公務=46名
厚生労働省
厚生労働省　和歌山労働局
厚生労働省　大阪労働局
国税庁　大阪国税局
国税庁　名古屋国税局
国土交通省　東京航空局

財務省　大阪税関
大阪法務局　　　
沖縄県警察本部
京都府庁
江東区役所
堺市役所
三重県庁
静岡県庁
大阪市消防局
大阪市役所
大阪府警察本部
大阪府市町村職員共済組合
大阪府庁
都城市役所
奈良県庁
柏原市役所
兵庫県警察本部
名古屋市役所
和歌山県警察本部
和歌山県庁
和泉市役所

♦総計=284名

令和3年度就職状況調査　内定率＝97.9％（284/290）

進路状況
項目 就職者 進学者 自営業 その他 合計（卒業者数）
性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

経済学部 170 113 10 5 0 1 17 8 197 127 324
283（87.3%） 15（4.6%） 1（0.3%） 25（7.7%）

※令和4年3月31日現在　　  　　　



〒542‒0081 大阪市中央区南船場1丁目3番14号
 ストークビル南船場10階
 TEL（06）6266‒9075
 FAX（06）6264‒5208

岩垣会計事務所
税　　理　　士
中小企業診断士 岩 垣 忠 裕（院35）
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現在の就職状況について

　日本経済団体連合会による「採用選考に関する
指針」の廃止後、政府は就職問題懇談会の「座長声
明」等を踏まえ、学生が学修時間を確保しながら安
心して就職活動に取り組むことができるよう検討
を行うため、就職・採用活動日程に関する関係省庁
連絡会議を開催し、年度ごとに「就職・採用活動日
程に関する考え方」を示しています。2023年卒の
就活日程についても、現行スケジュール（3年3月広
報活動解禁、4年6月選考活動解禁）を維持する方
針が決定しています。
　学生の就職環境は非常に良い状況です。和歌
山大学4学部を対象に20,000件を超える求人を現
在いただいています。近年は3年夏のインターン
シップから就職活動が実質スタートするといって
も過言ではなく、インターンシップ参加者から「早
期選考」という特別なスケジュールで選考が進み、
早々（3年12 ～ 3月）に内定を得る学生が増加して
います。オンラインと対面のハイブリッドで採用
選考が進み就職活動費用を抑えることができ、時
間的にも非常に効率良く就職活動ができるように

なりました。一方で、選考を受けた社数は一桁、と
いう学生も珍しくありません（約10年前は平均20
～ 30社選考を受けるという学生が多くいましたが
…）。また、長年、利用率の高かった就職情報サイト

（マイナビ・リクナビ等）離れが近年指摘されてい
ます。オファー・スカウト型就活サイトや新卒エー
ジェントといわれるサービスを学生が利用する
ケースもあり、企業の採用手法も多様化していま
す。学生が自ら動かなくても“待ち”の状況から内
定を得ることができるのです。このような背景も
あり「就職活動をやり切った」、「納得のいく進路
決定ができた」という実感はあまりないようにも感
じます。経済学部キャリア支援室の相談業務につ
いては、オンラインか対面か面談希望を受け付け
柔軟に対応しています。学生に“迷い”があるから、
なのかも知れませんが、昨年度も年間2,000件を超
える相談がありました。現在は、公務員2次試験対
策が佳境です。学生に寄り添った支援を行い、納
得のいく進路決定ができるよう、引き続きサポート
していきたいと考えています。

経済学部キャリア教育担当　大 46　本庄　麻美子



公認会計士・税 理 士
不動産鑑定士

〒６４０-８５６７　和歌山市西汀丁３６　和歌山商工会議所２階
 電　話 （０７３）　４２３―１２３１㈹
 ＦＡＸ （０７３）　４３３―４０６６

税　理　士　山 中 典 子（大学25回）

東　直（大学31回）　寺園喜久美（大学33回）　宮脇亜有子（大学45回）

山　中　　　静（高商20回）
公認会計士
税　理　士　山 中 盛 義（大学28回）
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【母校だより】

新刊書紹介

◆現代アメリカ政治経済入門
編著：河崎信樹／河音琢郎／ 藤木剛康（和歌山大学経済学部准教授）
発行：ミネルヴァ書房
発行日：2021年10月
価格：3,080円（税込）

◆福祉政策と人権
著者：金川めぐみ（和歌山大学経済学部教授）
発行：放送大学教育振興会
発行日：2022年3月
価格：3,410円（税込）

◆商業簿記・会計学Ⅱ講義ノート
著者：山田恵一（和歌山大学経済学部准教授）
発行：デザインエッグ社
発行日：2022年3月
価格：2,640円（税込）
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和歌山大学　役員及び事務局紹介（2022年7月現在）

学長 伊東　千尋
理事（教学・入試）・副学長 永井　邦彦
理事（研究・産学連携）・副学長 惠下　隆
理事（財務）・副学長 中川　敦之
理事（企画・総務・施設）・副学長 松谷　治
理事（社会連携）・副学長 山本　進三 経済学部３９期生
企画課長 細野　蔵
総務課長 南方　伸之 経済学部３７期生
参事役（基金事務室長） 青木　稔
財務課長 猪原　豊之
施設整備課長 藤原　洋二 
研究・社会連携課長 脇田　淳一
学務課長 岡野　辰巳
参事役（学部支援室総括室長） 長谷　浩 経済学部３６期生
入試課長 森中　崇文
学生支援課長 中井　邦昭
国際交流課長 中元　一恵
学術情報課長 大塚　志乃
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【母校だより】【母校だより】

経済学部執行部

学部長・研究科長 教授 芦田 昌也
評議員 教授 金澤 孝彰
評議員 教授 辻本 勝久
副学部長（教務委員長） 教授 柳 到亨
副学部長（入試委員長） 教授 金川 めぐみ
副学部長（学生委員長） 教授 長廣 利崇
学部長補佐 教授 藤永 博
学部長補佐 教授 阿部 秀二郎
学部長補佐 教授 竹内 哲治

□ 教　員
定年退職（3月31日付）  教授　　今田 秀作
昇任（4月1日付）   教授　　竹内 哲治
     准教授　本庄 麻美子
辞職（3月31日付）   講師　　林 侑輝

□ 職　員
（4月1日付） 学術情報課副課長     髙橋 眞紀子
（4月1日付） 学務課副課長（学部支援室経済学部分室長） 森田 智也

◆経済学部教職員の異動
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区分 志願者 受験者 合格者 入学者
府県 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

1 北海道 4 1 5 2 2 1 1
2 青森県
3 岩手県 2 2 2 2
4 宮城県
5 秋田県
6 山形県
7 福島県 1 1 1 1 1 1 1 1
8 茨城県 4 4 1 1
9 栃木県 1 1

10 群馬県
11 埼玉県 1 1 2
12 千葉県 3 3 1 1
13 東京都 8 2 10 4 4
14 神奈川県 2 2 4 2 2 4 1 1 1 1
15 新潟県 2 2 1 1
16 富山県 5 2 7 2 2 4 1 1 1 1
17 石川県 5 9 14 2 4 6 1 1 1 1
18 福井県 3 3 6 2 1 3 1 1 1 1
19 山梨県
20 長野県 3 1 4 2 2
21 岐阜県 9 9 8 8 3 3 3 3
22 静岡県 21 3 24 10 1 11 4 4 3 3
23 愛知県 22 14 36 12 10 22 5 1 6 5 1 6
24 三重県 12 6 18 9 6 15 2 2 4 2 2 4
25 滋賀県 22 4 26 17 1 18 5 1 6 3 1 4
26 京都府 20 5 25 11 2 13 4 1 5 4 1 5
27 大阪府 448 261 709 270 158 428 107 65 172 91 54 145
28 兵庫県 105 28 133 63 17 80 17 7 24 11 6 17
29 奈良県 49 18 67 30 12 42 10 6 16 9 4 13
30 和歌山県 203 176 379 147 109 256 50 40 90 48 38 86
31 鳥取県 6 5 11 3 3 6 1 1 2 1 1 2
32 島根県 2 2 4 2 1 3 1 1 2 1 1 2
33 岡山県 13 2 15 6 1 7 3 3 3 3
34 広島県 10 3 13 5 1 6 2 2 2 2
35 山口県 8 3 11 6 2 8 2 1 3 2 1 3

令和4年度和歌山大学入学者選抜出身学校
都道府県別選抜状況等一覧（経済学部）

経済学部　令和4年4月1日
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区分 志願者 受験者 合格者 入学者
府県 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

36 徳島県 2 7 9 6 6 1 1 1 1
37 香川県 9 3 12 6 1 7 2 1 3 2 1 3
38 愛媛県 5 1 6 2 1 3
39 高知県 5 5 4 4 2 2 2 2
40 福岡県 5 1 6 5 5 2 2 2 2
41 佐賀県 1 1 2 1 1 2
42 長崎県 3 3 3 3
43 熊本県 1 1 2 1 1 2
44 大分県 2 2 4 2 2 4 1 1 2 1 1 2
45 宮崎県 3 3 3 3
46 鹿児島県 2 2 4 2 2
47 沖縄県 2 1 3 1 1

51
高校卒業程度
認定試験・大学
入学資格検定

1 1 1 1

52 外国の学校等 5 6 11 5 4 9 1 2 3 1 1

53 文部科学大臣
の指定した者

54 認定
55 在外教育施設

56 専修学校の
高等課程

合計 1,038 578 1,616 654 352 1,006 228 133 361 198 116 314

【母校だより】【母校だより】

※一般選抜における大学入学共通テストの受験科目不足等による出願無資格者は欠席者数に含む。
※学校推薦型選抜における大学入学共通テストの受験科目不足等による出願無資格者で受験した者は受験者数に
　含む。
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「出会いのひろば」は皆様方の談話室です。
活発な意見交換、作品の投稿をお待ちしています。

出会いのひろば（会員談話室）

【 随想 】
　・准教授	 橋本	唯子	 和歌山大空襲の講義
　・大5	 北	　道子	 芦火700号を祝して
　・大12	 杉山	宏道	 キマダラカミキリ
　・大12	 西田	安男	 同人になれたこと
　・大19	 石川	和彦	 将棋と行動経済学
　・大25	 河本	　要	 NHK文芸選評で特選に
　・大40	 木村	之保	 終の棲家を探しています！
　・院27	 王		志		敏	 事業紹介と人材募集
【 俳句 】

【 短歌 】
　・大	6		 川渕	湧三	
【 川柳 】
　・大13	 佐竹	明吟

「出会いのひろば」は皆様方の談話室です。
活発な意見交換、作品の投稿をお待ちしています。

教養、協働教育部門准教授
図書館副館長



出会いのひろば 随 想
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　本学では教養教育科目中「和歌山学」群のひ
とつとして、2015年度から「わかやまの先人
たち」を開講している。陸奥宗光・南方熊楠な
ど和歌山にゆかりのある先人を紹介する講義
のなかで、毎年7月9日直前の講義回において、

「和歌山大空襲」を取り上げているため、ここ
ではその講義内容および講義後に提出する履
修者のリアクションペーパーの一部を紹介し
たい（履修者に了承済み）。

　「1945年7月9日和歌山に起こったことを知っ
ていますか？」、講義冒頭で尋ねると、知ってい
る学生は過半数ではない。「小中高では全く
と言って「和歌山空襲」について習わなかった
が、現地民が習わなかったというのは少しばか
りおかしな話だと思った。」という声がある1 。

　これを背景として、講義ではまず1945年にお
ける和歌山の空襲に関する状況を説明する。
和歌山は戦略的に重要拠点とは想定されず、他
都市からの疎開も少なくなかったが、実際には
月平均20回を超える空襲があった。その理由
は、「本来の目標、第一目標への攻撃として行
われたものではなく、「迷子」「とばっちり」「ま
きぞえ」空襲が多かったからである2 。このよ
うな和歌山における空襲の状況について強い
違和感を記述する学生も多い3 。

　さらに和歌山の市街地を第一目標として焼
夷弾攻撃が実施されたのが、7月9日から10日
にかけての空襲である。アメリカ軍資料によ
ると、この空襲により「和歌山の2.1平方マイル

（建物密集地域4.0平方マイルの52.5％）が破壊

され」た。また「爆撃の終わりの段階に攻撃し
た搭乗員たちは、2万フィートにも達する煙の
柱をともなう猛烈な火炎が全市をおおった」
と報告した4 。

　講義では最も被害の大きかった場所とし
て、汀公園（旧県庁跡地）を示した。特にバス通
学の学生にとっては見慣れた場所である。「和
歌山がこんなにも空襲を受けていたのは知ら
なかったです。特に、昔の写真などを見て、今
生活しているすぐ近くで起こっていたと知り、
驚きました。」、「僕たちが60年生きるのが早
かったら直面していた問題なので、人ごとの
ように考えられないなと感じた。」といった意
見がみられ、すぐ近くに戦争があったことに
驚きを覚える学生が多い。

　戦争が終わっても、厳しい環境のなかで
人々は生活を営まなければならない。講義後
半では高等商業学校学生の戦中・戦後を、卒業
生の述懐から示した。

　『柑芦』13号所収「春雨けむる名草丘　座
談会（東京支部）”戦時下の学園生活”」から、高
商14回生の「私の入学した昭和11年頃は、いわ
ば、動乱の夜明け前でした。翌12年に盧溝橋の
銃声一発が引き金となって、泥沼の日中戦争
が始まりました。私などは、北支あたりで事変
はおさまるだろう、といった楽観的な気持ちも
あって、比較的に、冷静でしたネ。」との言葉を
示す5 。
　この発言については、従来の教育方針につ
いて指摘する、正鵠を射た意見を伝えたい6 。
しかし戦争に敗れた後、進駐軍に接収された
校舎では「進駐軍の残飯が寮と校内食堂にず
いぶん出廻りましてね。ずいぶん腹の足しに
なったという話なんです。（略）“ガベッジ”と
いいましてね。（略）朝は校長以下全員飯ごう

橋本　唯子教養、協働教育部門准教授
図書館副館長

和歌山大空襲の講義
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を持っていくわけです。（笑）」といった状況
が発生する7 。「ガベッジ」は「Garbage」、つま
り生ゴミのことである。この表現に目を向け
る学生もいる8 。

　空襲から77年。多くの学生にとって、戦争
があった時代は理解しがたい過去かもしれな
い。しかし今年は例年と違う反応も見受けら
れた。「現在ウクライナではロシアの侵略を受
けており、日本も他人事ではないと思う。そう
いった事態に陥らないためには世界各国の結
びつきを大きくし対立することのないように
していかなければならないと思った。」この学
生が理解したように、大学での学びは世界の
動きと無関係ではない。このような声の変化
も見極めつつ、学生にとってさらなる有意義
な学びの機会を作っていきたい。

1 学生のリアクションペーパーより。
2 和歌山県史編さん委員会編『和歌山県史』近

現代2（和歌山県、1993）　P586。
3 「和歌山大空襲でほとんどが「迷子」「とばっち

り」「まきぞえ」空襲だという事を聞いて、信じ
られないと思うし、命を軽く見すぎであると考
える。」学生のリアクションペーパーより。

4 注1に同じ。なお2万フィートは約6000メートル
である。

5 『'83年版　柑芦』13号（1982）　P101。
6 「私たちが受けてきた平和教育は、「空襲が酷

かった」「原爆が落ちて阿鼻叫喚だった」とい
う内容がほとんどです。戦争被害の話ばかり、
それも終盤の話ばかりが語られます。しかし
実際の戦中では、講義の最初に「学校の行事
も、戦時色はでていたものの、非常に楽しいも
のでした」という言葉が紹介されていた通り、
その時代を「何となく普通に」生きていた（そ
んなもんだと思い込んで生きていた）人がほ
とんどだったのではないでしょうか。（略）い
つの間にか空襲が起きていて……平和な時代
になって初めて、「自分たちはなんてひどい
時代を生きていたんだろうか」「このひどい時
代を普通のものだと思い込まされて、騙され
て生きてきたんじゃないか」と気づいたので
はないでしょうか。私はそのことが一番恐ろ
しいです。」学生のリアクションペーパーより。

7 注6に同じ　P117。
8 「ガべッジ」をもらって食べていた、それがあり

がたかったなんてそんな事はもう起こらない
でほしいです。学生のリアクションペーパー
より。

『名草が原に芦萌ゆる』より校庭に星条旗
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出会いのひろば 随 想

　今年六月、「芦火」は700号に達した。

　「芦火」は、和歌山高商～大学の同窓、柑芦会
員のみの句誌として昭和38年（1963年）11月
に創刊され、令和4年（2022年）6月号をもって
700号を迎えた。

　私が「芦火」を知ったのは昭和62年5月の、
『高松キャンパスさよなら会』後の、5期生同
窓会の時である。その頃私は、全国教職員を
対象とする『文芸広場』誌（中村草田男選）の
会員で「柑芦」誌にも十句ばかりを投稿してい
た。それで藤本編集者＊から、入会を勧められ
たのだろう。その時の話では、「選句十句と出
句六句、たったのそれだけだから」ということ
だった。

　「それだけなら」と入会したのが運のつき、
しばらくすると、「私の選んだ一句（鑑賞）」と
いうのが始まり、さらに「表紙絵で一句」、「切
り捨て御免」とどんどん難しくなる。「だまさ
れたア」とその都度苦情を言うのだが、もちろ
ん取り合ってもらえない。こうして現在の「芦
火」のスタイルが出来上がっていった。

　私が初めて句集に参加したのは第六句集か
らで、それまでは5年ごとに発刊していたのだ
が、「この度300号を記念して句集を発刊する
ことに」なったという。以後は基本的に4年ご
とに発刊されている。

　「芦火」の編集・発行は、初代、橋本不二庵＊
（高1）さんから藤本秀峰＊（大5）さんへ、さらに
三代目、山下　勝（大14）さんへと受け継がれ
てきた。この歩みは今、第四代に受け継がれよ
うとしている。

　今は安本緑汀＊さんによる「散歩道の自然」
の写真と解説、その写真をテーマにした作句、

「炉辺談話室」という会員の近況報告を兼ねた
交流の場も盛況で、内容ももりだくさん、充実
している。　　　　　　　　　　　　　以上

編集部＊注）　
橋本　周蔵（俳号不二庵）高商1　大阪　　
逝去

藤本　吉一（俳号　秀峰）大5　　千葉　　
逝去

山下　勝　（俳号　勝）大14　　熊本

安本　純　（俳号　緑汀）大3　　大阪

大5　北　道子

「芦火」７００号を祝して
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　あれは遠い昔（昭和27年―1952年）、小学５
年の夏休みの出来事であった。
当時、私は祖父母の故郷である越前・福井県の
織田という田舎町に住んでいた。
地元では、織田信長生誕の地と言われている。
当時の日本の地方は，どこでも自然がいっぱ
いだった。
あの日のことは、今でも鮮明に覚えている。
私は小さい頃から昆虫が大好きで、夏休みが
来るのを待ち兼ねて「赤いだんぐち」へ、ほぼ
毎日、昆虫を採りに出かけていた。

「赤いだんぐち」とは「赤いだん（谷）」という隣
の村の入り口に至る数百メートルほど続く平
坦な里山の山道の総称である。
その山道の両側には、昆虫たちの好む樹液を
出すクヌギ等のブナ科の雑木林が続いてい
た。
お目当ては、その樹液に集まるカブトムシ、ク
ワガタムシ、カナブン、カミキリムシ、等々。昔
から子供たちのあこがれの的の昆虫界のス
ター達である。

　私が昆虫好きになったのは、一回り上の叔
父の影響であった。この叔父は当時、大学を
卒業して間なしの中学校の先生であった。以
前からよく私を昆虫採集に連れて行ってくれ
た。
叔父の昆虫標本は、子供の私から見てもカミ
キリムシ類だけに特化した宝物のような素晴
らしい昆虫標本であった。
今でも散歩の途中等で落ちている昆虫を見つ
けると拾って帰って、破損していれば木工ボ
ンド等で丁寧に元の形に近い状態に修復し

て、標本箱に収めるのが習慣になっている。
また叔父は音楽の才にも恵まれ、今で云うバ
ンド（当時は楽団と云った）を結成して、その方
面でも活躍していた。
専門の楽器はアコーディオンであった。名手
だったと思う。

　その日も、私は近所の遊び仲間を引き連れ
て「赤いだんぐち」に「虫とり」に出かけた。
山道へ入ってすぐの、おなじみのかなり太い
クヌギの高木をいつものように力一杯突いて
揺すった。子供の力ではその樹木に与えられ
る衝撃度は、たかが知れている。それでもわず
かの振動に反応して、虫は落ちてくる。
この時もバラバラと何匹かの昆虫が周辺の草
むらに落下した。
瞬時に、それぞれの落下点を頭に入れて走り
出した。
が、その時、視界の片隅にいつもとは違う何か
を感知した。
飛び方から見てカミキリムシが一匹、右手の
草むらに消えた。
クワガタ、カナブン等には目もくれずに、そこ
に突進した。
中型で淡い茶色系のヒゲの長いカミキリムシ
が下生えの草のてっぺんにとまっていた。
そいつが触角を左右に振って、今まさに飛び
立とうとしているのを見て、あわてて触角を傷
めないように気をつけながら、そっと両手で包
み込むように捕獲した。
そのまますぐ、カブトムシ。クワガタムシ達と
は別の入れものに注意深く収めた。
初めて見るカミキリムシだったが、何となく
貴重な珍しいカミキリ！という直感があった。
何故か、気持ちも高揚していた。

　家に帰ると、丁度叔父が来ていた。「こんな
ん採ったよ！」

大12　杉山　宏道

キマダラカミキリ
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随 想出会いのひろば

「おー！キマダラだな！どこに居った？」
その時、初めて「キマダラカミキリ」という名
前を知った。
同時にそれは、簡単には採集しにくい、珍しい
種類のカミキリだということも知った。　
叔父の標本箱には、当時まだキマダラカミキ
リは一匹も入っていなかった。
その当時大切に使っていた戦前・昭和八年発
行の三省堂「昆虫図譜（カラー）」（平山修二郎
著）には、キマダラカミキリは、

「成虫ハ、六、七、八月頃ニ出現スレド少ナシ」
と記載されている。
今でもこの「昆虫図譜」は、折に触れて引っ張
り出して使用することがある。　
時は流れて、叔父が他界した後、その昆虫標本
一式は私が引き継いだ。現在も大切に保管管
理している。
そこに収められているキマダラカミキリの標
本ラベルには、今ではかなり色褪せてしまっ
ているが　「1952　織田」
と、叔父の筆跡でその和名が明記されている。
叔父はその１匹を含めて、生涯に３匹のキマ
ダラカミキリを採集していた。
その後、現在までに、私は３匹のキマダラカミ
キリを採集し標本として保管している。
その内の1匹は、遥か昔、大学4年の夏、ヨット
部の仲間たちと紀伊半島一周旅行（もちろん
無銭旅行）をした際に、新宮市の山中の公衆ト
イレで捕獲したものである。

キマダラカミキリ



─ 92 ─

　和歌山高等商業学校、和歌山大学同窓生の
俳句同人誌に60年近い歴史のある「芦火」があ
る。
　和歌山経済専門学校も同じ流れを汲むが、
その同窓生は同人にはなっておられない。
　「芦火」の第1回句報は昭和38年10月。杉浦巳
三男（水棹）さん、高田芳太郎（越山）さん、井
口正利（雅とし）さん、奈良正一郎（爽歌亭）さ
んの4名｛氏名の後の（　）は俳号、以下同じ｝
で始められた。皆高商1回生の方である。
　第4回句報から、田村健（竹志　高商3回生）
さん、滝本寿勝（布衣→八九子　高商3回生）さ
んが入会され、次回から橋本周蔵（不二庵　高
商1回生）さん、大西清吾（晴耕　高商2回生）さ
んが入会予定で、余り多くても困るがまだま
だ入会して欲しいという書き込みがある。こ
の時このお二人の他に川野昌有（路畔　高商
11回生）さんも入会された。
　「芦火」という同人誌名は、水棹さんが師事
されていたホトトギス同人・後藤夜半先生が
付けてくださったそうである。
　夜半先生は「脚誌名句シリーズ後藤夜半集
註＝後藤比奈央、発行所社団法人俳人協会　
昭和59年刊」によると、夜半師には姉と二人の
弟があり、弟二人は能楽喜多流に関わった。末
弟実氏は喜多六平太師の養子となり、後に喜
多流宗家に。次弟後藤得三氏も能楽師で、二人
とも無形文化財であり、芸術院会員であられ
た。六平太師夫人は、囲碁界の母と云われた文
子氏である。

　私が俳句を習うようになれたのは、和歌山
大学が経済学部と学芸学部の二学部のみの学

校で、先輩との距離が非常に近かったからで
ある。
　私には和歌山大学が小さかったことが非常
に良かった。
　昭和42年に柑芦会神戸支部に入会した。支
部長は高商5回生の足立さんで支部総会出席
者も10人台であった。中華料理の丸テーブル
を囲み話が弾んだ。何回か出席する内、水棹さ
んに俳句を勧められた。水棹さんは、私より三
回り上の巳年で同じ干支と云うこともあって、
随分目を掛けてくださった。
　昭和53年頃水棹さんに誘われ「芦火」に入会
した。当時の宗匠あるいは編集人は新聞社を
退職された不二庵さん、年1回は日帰りの吟行
を行った。不二庵さんが体調を崩された昭和
60年ごろから1年間位私が編集をした。
　当時は締め切りがあっても守らない同人も
多く、出句用紙は新聞のチラシの裏であった
り、Ｂ5用紙であったり、方眼紙であったりまち
まちであった。
　句報も手書きであった。句報はいつ届くか
わからない等、句報作りに難渋している私を
見かねた藤本吉一（秋峰→秀峰　大学5回生）
さんが電話で「私が発行人になりましょう」と
言って下さった。
　藤本さんへの宛名は、一般の方は吉一、俳句
関係者は秀峰と別けられ、俳句への思い入れ
は大変深かった。
　発行人が変わって、郵送用封筒が中身が透
かせば「芦火」と判る様に一重の茶封筒に統一
され、出句用紙もＢ5版の原稿用紙となり、選
句用紙も統一された。
　句報も、手書きからワープロに替わり、表紙
絵も、秀峰さんの知り合いの絵描きさん（逸見
輝子さん）に依頼された。
　手書き→ワープロ→パソコン→白黒→色付
きと変わり、締め切り日が守られる様になり、
句報が引き締まった。

大12　西田　安男

同人になれたこと
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随 想出会いのひろば

　平成24年4月7日、名発行人・秀峰さんが亡く
なられ、「芦火」第579号（2012年5月号）と第580
号（2012年6月）は2001年6月『月の石』を著さ
れた黒田隆幸（遊生　大学4回生）さんが臨時
代理発行人になられた。
　第581号（2012年7月）より10年近く熊本市在
住の山下勝（勝　大学14回生）さんが緻密な編
集で発行人となってくださっている。「芦火句
集」は、第12句集、第13句集、第14句集と上梓で
きた。2016年に起きた熊本大震災の時も、1号
の休みもなく発行された。同人は全員感謝の
言葉以外に思い付かない。

　現在同人は19名、「芦火」界も高齢社会で大
学25回生が最も若い同人である。
　新型コロナウィルス禍で吟行も実施できて
いないが、若い方に是非俳句に興味を持って
頂きたいと思っている。
　句報発行方法はアナログからデジタルに変
わったが、俳句のアナログ性を大切にし、きっ
ちりと割り切れない世界も残って欲しいと
思っている。

　　貴しは馬酔木の縁と五月晴れ　　　安男

超硬合金とスプレーノズルの製造販売

取締役会長　松 本 康 三 （大11回）

https://www.everloy.co.jp/

本　社 ・ 工　場／

ノズル事業部柏原工場／

超硬事業部柏原工場／

支 店・営 業 所 ／

〒663-8211　西宮市今津山中町12番16号

TEL（0798）26-3606㈹　FAX（0798）26-0544

〒669-3315　兵庫県丹波市柏原町大新屋95-2

TEL（0795）72-3374㈹　FAX（0795）72-3376

〒669-3315　兵庫県丹波市柏原町大新屋100-1

TEL（0795）73-0026㈹　FAX（0795）72-2643

西 宮・大 阪・東 京・九 州・倉 敷・名 古 屋

関　係  会   社 ／ 株式会社　九州エバーロイ

URL:https://www.sakura-kokusai.com/
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　行動経済学がチョとしたブームである。書
店のビジネス棚をみると関連図書が散見され
る。「行動経済学」とは一口で云うと心理学
を加味した経済学ということになる。

　さて、将棋においては＜先手と後手ではど
ちらが有利なのか＞というテーマがある。公
式記録では先手の方が勝率５３％程とわずか
に高い実績がある。これは先手を持つと作戦
の幅が後手よりもやや広いので先手をもって
指したいとほとんどの棋士が思っている。　
それでは＜その先手と後手をどうやって決め
るのか＞ということになるが、上手の歩を５
枚振って表の「歩」が多く出れば上位者先手、
裏の「と」が多ければ下位者が先手となる。先
後いずれになるかの確率は公平だという理屈
になっているが、これもどうやら表が出る確
率が５３％という統計がある。

　この先後の決め方・受けとめ方を行動経済
学の観点からみるとこうなる。先手になりた
いと振り駒の様子を念じていると得てして後
手番になったりするものだ。その思いが強い
ほどそうならなかったら残念な思いも強くな
る。どっちでもいいかとほどよく合理的であ
り且つ確率に振り回されてしまわないこと
が大切だ。あくまでも受動的な意思決定の理
想的な在り方だと私は思っている。こういう
考え方は行動経済学で云う「プロスペクト理
論」で説明がつくような感じがするがどうだ
ろうか。

　然しながら、先手・後手いずれであっても実
力ある者が最終的には勝つのが将棋の世界な
のです。

参考文献：行動経済学　
ミシェル・バデリー著
早川書房文庫

行動経済学入門　
ダン・アリエリー著　
早川書房文庫

大19　石川　和彦

将棋と行動経済学

総合リサイクルで環境保全に取り組みます総合リサイクルで環境保全に取り組みます総合リサイクルで環境保全に取り組みます総合リサイクルで環境保全に取り組みます

製鋼原料
ギロチン・プレス加工
産業廃棄物収集運搬業
産業廃棄物中間処理業

大 成 金 属 株 式 会 社
代表取締役　伊　藤　弘　之（大25）

名 古 屋 市 南 区 忠 次１丁 目８番１５号
電話 052(691)2956番㈹  ＦＡＸ052(691)2960番
知 多 郡 武 豊 町 字 石 川 ９ ５ ― １
電話 0569(72)5886番㈹  ＦＡＸ0569(72)5890番
http://taiseikinzoku.co.jp/

本 社

半田工場

U R L
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随 想出会いのひろば

　72歳の私は、現在、高齢者介護施設に居るが、
文芸作品の投稿を趣味にしている。俳句、短歌、
エッセイなど、新聞などでよく紹介されてい
る。私には、精神障害があり、長らく病院で治療
を受けていたのだが、入院中も文芸の勉強は続
けてきた。精神障害者の場合、社会参加が難し
いのであるが、私の場合は恵まれていると言え
よう。
　ある日、私は朝早くから、朝日新聞の記者の
取材を受けていた。エッセイが紙面に取り上げ
られ、記者の方が施設に訪ねて来たのだ。「こ
れからも健筆をふるって下さい。」と記者が帰
られたあと、ＮＨＫラジオで短歌の入選発表。
選者は工藤吉生先生で、お題は、「黒」。
　入選15人の中で、私の作品が特選歌に選ばれ
て全国に放送された。

　　黒点がダリアの花に見えるとき
　　　　　血が騒ぎ立つ異星人われ

最高にうれしかった。施設の人に話すと、皆
祝ってくれた。和大時代は6回入院し、8年か
かって卒業した。しかし今は幸せになった。

ＮＨＫラジオ文芸選評　入選の短歌

　　初恋の人と同じ御名前の
　　　　　おばあさんの手触れてみました

　　待ちわびし70才の誕生日
　　　　　逃げ隠れせず生きてゆけると

　　納豆の製造元に手紙書く
　　　　　遠地の住所ルーペに読みて

大25　河本　要

NHK文芸選評で特選に

■ご宿泊はお客様のご希望にあわせて和室・洋室をご用意できます。

和洋102室、収容人員400名
無料送迎バス5台有り
合宿・各種競技等のご宿泊 格安料金御利用下さい。

ガーデンホテル
紀三井寺

〒641-0012
和歌山市紀三井寺673 国道42号線沿紀三井寺入口

TEL.073-444-1004
FAX.073-446-2321

お問合せ・ご予約お問合せ・ご予約お問合せ・ご予約
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　柑芦会の皆様こんにちは！経済学部40期の
木村之保です。
　今回は皆様にご協力を頂戴したく、寄稿さ
せていただきました。
　遡ること十数年、四十歳を過ぎた頃から橋
本市にある「ゆの里」という温泉に通っていま
す。
　特にここ三年ほどは、毎月月初めに二泊三
日でお世話になっております。
　初日はコース料理と温泉、
　二日目は朝食後、高野山か慈尊院にお参り
し、帰ってきたら温泉、
　三日目は朝食後、サウナに入ってパスタラ
ンチを堪能
　非常に充実した二泊三日です。
　そんなわけで橋本市・かつらぎ町・九度山こ
のあたりは私にとって癒しのパワースポット
になっております。

　ご存じの方も多いと思いますが「ゆの里」の
温泉は、アトピーの方々の聖地でもあります。
　常連の私は、何人もの アトピーの方をみて
おりますがびっくりするくらいきれいなお肌
になっている方がたくさんいらっしゃいます。
私はありがたいことにアトピーではございま
せんが一時期不眠症で悩んだことがございま
す。ここの温泉は精神安定も効果の一つとし
て大きく挙げられ、実際助けてもらいました。
私の症状は中医学でいうとこころの骨蒸潮熱
にあたります。どのような症状かといいます
と冬でも寝汗で毎日シャツを三枚四枚と交換

しないといけないのです。凄いですよ！シャ
ツが絞れるぐらいずぶ濡れの寝汗です。毎日
毎日数か月このような症状で苦しみました。
当然眠れません。頭も熱いので水枕で寝てお
りましたが二月の極寒でも朝になっていたら
四十度くらいのお湯になっていました。女性
で一生懸命仕事を頑張る人で比較的責任のあ
るポジションの人がなるらしいです。後輩の
方たちもこういう悩みがあるようでしたらご
連絡ください。お勧めの漢方薬などお力にな
れると思います。
　さて、「ゆの里」併設の宿泊施設兼レストラ
ン「このの」のパスタは、とても美味しく、私の
知る限り大阪でもここより美味しいパスタは
そうないのではないかなあと思います。
　和歌山大学では、生涯の仕事に御縁付けし
ていただきました。
　高野山の法善寺では、大学時代に邦楽部の
合宿でお世話になりました。
橋本市の「ゆの里」では、心身ともにメンテナ
ンスをしていただいております。
　なんやかんやで私、和歌山にご縁があるよ
うです。
　ちなみに、「ゆの里」は最寄り駅が紀伊山田
駅か学文路駅になります。橋本市駅から送迎
バスが出ていますので私はそれを利用してお
ります。
　そこで皆様にお願いがございます。
　もし相続や引っ越し等でもう住まないよと
いうお家がこれらの地域（橋本市・かつらぎ
町・九度山）にございましたら是非私にお声が
けください。
　終のすみかになるかもしれない楽しいお家
を探しております。平屋の古民家ならさらに
嬉しいです。どうかよろしくお願いします。
　電話06-6921-7224　木村会計事務所まで

大40　木村　之保

終の棲家を探しています！
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随 想出会いのひろば
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略歴  
王 志 敏 君 は、
1963年 中 国 河
北省張家口市
生まれ、黒龍江
省ハルビン市
育ちです。 
1984年 ハ ル ビ
ン工業大学金
属材料学部を卒業し、国営企業のエンジニア。 
1989年ハルビン市役所計画経済委員会地方工
業管理室勤務で、経済経営に興味を持つように
なり、1991年来日、和歌山大学教育学部社会科
大倉秀介教授にモラールを勉強した。動機付け
やモチベーションを究明したく、経済学部正亀
芳造先生に従ってHRMを勉強した。1994年に
院生27期を修了し、関西国際貿易株式会社に就
職、中国との貿易に従事。   
  
創業     
1999年新世紀を迎え、W通商有限会社を作り、
食品の輸入販売を始めた。   
中国キムチ輸入から、ひじき、各種中華食材を
手掛け、北海道から沖縄までお客様を持つよう
に。この過程で生鮮野菜の加工に誘われて2006
年6月GF株式会社を創業。   
  
開拓・成長    
運が良く、創業したてのGFは、丸亀製麺の成長
軌道に乗り合わせ、順調に行くようになったが 
2008年に餃子事件でチャイナフリーで一番の
大口のお客様を失い、倒産の寸前。秋のリーマ
ンショックで、泣き面に蜂。四面楚歌の王氏は、

奮起し、現平野工場をM&Aによる拡大路線に、 
セブンイレブンへの納品から、吉野家・日清医
療・・・次々と、会社を成長軌道に乗せた。 
    
苦悩と病    
王氏は、いつも工場から出た不使用部分（曰く
残渣）で悩んでいた。農家との取引で今まで日
本の農業が素晴らしい規格品を作ったのは、
40%以上の規格外品の存在が分かった。尚、流
通段階にも更に15％の行き場のないものも発
生。消費者の口に入るのは、農家収穫の30％。何
とか、その70％を有効利用せんと考え始めた。
2018年商品開発の為、美原工場を購入。 
りそな銀行のSDGs社債の引き受けで、SDGsに
発展を求めると思った矢先、脳出血で倒れた。 
    
第二創業    
病の中、見舞いに来る友人との会話で、考えた
末、VEHビジネスモデルを練りだした。 
王氏の考えはこうだ。GFは、野菜（果物）の加工
業者、今の強みを生かし、粒子化加工によって 
規格外品・余剰品・不使用部分を均等化すれば、
規格品を超える品物になる。これは、V事業だ。 
しかし、調べてみたら、日本にこのような事業を
しているところは無く、粒子化加工された素材
をどう使うか？病の中、食器を作ってみようと
思い、探し回った。2019年6月ハルビン貿易商談
会でトウモロコシの澱粉で出来た不思議な食
器と出会い、9月に野菜を主原料とする食器が
成功。   
VAM®（バム）と名付け、生産プラントの開発
に没頭。2021年に特許出願、商標取得。8月6日
VAM®の日も記念日登録。事業再構築補助金
採択され、2022年9月量産開始。これは、E事業
だ。     

いい事業にいい人材   
毎日、日本全国に廃棄される野菜・果物が数

院27　王志敏

事業紹介と人材募集
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（協賛広告）

万トンに上る。植物に特有なファイトケミカ
ルが無残に流失。ベジバー・ベジブロス・ベジ
キューブを作る。これは健康に役立つH事業
だ。 
VEHは、SDGs事業だが、色んな人材と共に、ア
ンラーニングし、未来を開拓していく。

（王社長の叫び）    
どうか、僕の後輩方、当社のVEH事業に共感を
持って頂けるならば、躊躇なくすぐ行動して欲
しい。成長のハイウエイに入ったGFと、共に明
るい未来を迎えましょう。   
  
GF株式会社　　代表取締役　
王志敏　（院27期）    
大阪市東住吉区今林2-6-21　　
TEL:06-6757-8830　FAX:06-6757-8870  
http://www.gf-holding.co.jp

本社：大阪市東住吉区今林2-4-19　　 本社工場：大阪市東住吉区今林2-6-21
FC工場：大阪市東住吉区今林2-6-22　　　　　　平野工場：大阪市平野区長吉六反1-7-20
田島工場：大阪市生野区田島6-7-22　　　　　　美原工場：堺市美原区太井671-11

GF株式会社　 Where the galaxy of excellent students ＝future talent

Mission:Benefit  Humankind 使命：造福人类 ミッション：人類の幸福を築く

ＧＦ株式会社　VEH事業
V(Vegetable Meterialization):野菜素材化事業、µM級粒子化加工

GF会社経営方針：X無限大
TM

。このXは、トランスフォーメーションである。

時代の変化を感じ、感激し、歓迎するすべての人材に門戸開放しています。

今まで勉強したことは、いずれにレガシーになる。VUCA時代こそ、一緒にアンラーニングしてみませんか。

神河町工場：兵庫県神河町栗7　　　　http://www.gf-holding.co.jp

E(Environment):環境事業、フードロス削減、社会的省エネ・カーボンニュートラル

H(Heslth):健康事業、ファイトケミカル×機能性、野菜健康効果最大化

人材雲集之処

和大生の皆さん、GFと共に、アンラーニングし、
いつも斬新な自分で、VUCA時代に挑戦してみませんか。

VUCAの時代に、SDGs事業は、不動の地位。GFのVEH（ベッチ）事業、時代に従う多変的で、主導的に時代に合わす。

ダイバーシティ・ジェンダー時代に、種族・肌色・性別・・・超えて、大同に向かう。

GFは、時代の変化へ挑戦する人材を求める。

フードコーデ事業

VAM工場
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俳 句 同 人 会 「芦火」
　和歌山大学経済学部ＯＢによる俳句の会「芦火」は昭和３８年の創刊です。現在５９周年目になります。通信俳句
でひと月もかけることなく、現在（６月）７００号となりました。５０号ごとの句誌「芦火第１４句集」を令和４年５月に発刊
しました。句集、月次号ともに和歌山大学図書館にて保管管理されています。会員は現在１７名です。「芦火」へご加
入を募集しています。在籍する芦火同人の卒業期とその句をご紹介します。忌憚のないご意見をお待ちいたします。

連絡先　〒 669-1133　西宮市東山台 3-41-7  電話　0797-62-0353 　編集者　穂永千秋（17 期）
　　　　〒 862-0954　熊本市中央区神水 1-7-2-301 電話・FAX　096-382-4767 　前編集者　山下勝（14 期）
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柑 芦 会

大学情報

　４つの学部の同窓会が合同して和歌山大学を支えるための組織として「和歌山大学同
窓会」（通称：全学同窓会）がありますが、６月３日（土）にはその第３５回の理事会が２年ぶり
に学内で開催されました。　柑芦会からは、１０名の理事のうち坂本漸氏（８期、和歌山支
部長）、糸川公偉氏（２６期、大阪支部長）、小林淳氏（３０期、東京支部長）、橋本孝郎氏
（１６期、和歌山支部）、西本正人氏（２３期、大阪支部幹事長）、浦義弘氏（１７期、本部事
務局長）と共に北村修一（１８期）が出席しました。
　会議では、令和３年度の決算報告と令和４年度の予算案、事業計画案について説明が
あり、すべて原案どおり承認されました。続いては任期満了に伴う会長・副会長の選出が行
われ、会長職にはこれまでの２年間担当された西川昌克氏（観光学部「飛耀会」会長）から
山野井康氏（システム工学部同窓会「＠ｓｙｓ」会長）へとバトンタッチされました。私を含む他
の３学部の同窓会長は副会長職を務めることになりました。これで４つの学部ともひと通り会
長職を経験したことになります。
　なお、会議の冒頭では伊東千尋学長など大学側から、起業家支援や起業家教育のた
めの「和歌山大学アントレプレナーシップ教育の取組み」、並びに学生が卒業後も使い続け
られる「和歌山大学生涯アカウント（ＣＯＣＯアカウント）」についての説明がありました。
　また会議の中で配布された資料を使って、新入生が入学時に納入する「入会金」の状
況が報告されました。

　その後の意見交換会では、全学同窓会の活動としてホームカミングデーの企画段階から
参画することや、硬式野球部の活躍に代表されるような大学の名声を高める実績を残した
課外活動に対する寄付などの支援を各学部の同窓会がバラバラにやるのではなく、全学
同窓会として実施してはどうか、などの意見、提案が出され、これまでにないくらい活発な意
見が飛び交う会議となりました。

柑芦会　会長　北村　修一

　　　　１．令和４年度・和歌山大学同窓会・理事会について（ご報告） 　　　　　２．令和４年度・経済学部との定期懇談会について（ご報告）

　６月３日（土）には和歌山大学同窓会（通称：全学同窓会）の後に引き続いて、経済学部
と柑芦会との定期懇談会がこれも２年ぶりに開催されました。
　学部側からは、芦田昌也学部長のほか辻本勝久教授（和大評議員）、柳　到亨教授
（副学部長）、金川めぐみ教授（副学部長）、本庄麻美子准教授（キャリア教育担当）、森田
智也分室長（学務課経済学部分室）、三村理恵係長（同・分室）が出席され、柑芦会側か
らは全学同窓会理事会出席者が全員出席しました。
　会議で柑芦会側からは、当会議の本来の目的の一つである（一財）和歌山大学経済学
部後援会の事業、予算、正味財産などの報告のほか、本年度から創設した「柑芦会ＥＣ奨
学金制度」についての説明等を行いました。
　学部側からは、新装なった経済学部棟の一部を見学させていただいたほか、本年度の
卒業生の就職状況や入学者の状況、経済学部創立１００周年記念事業の現状、経済学
部の現況などが報告されました。就職率は、前年度の９７．７％から９７．９％へ改善が見られ
たものの、コロナ禍前の９９％台には戻っていない厳しい状況だそうです。学部創立１００周
年に向けては各種の記念事業を来年１０月に実施する方向で、大学本部と調整が進んで
いることが学部長から報告されました。また今年度から６年間の「第４期中期計画」におい
ては、文科省が提唱する「高度専門型インターンシップ」制度に大学院生を主対象として取
り組むという意向が学部長から示されました。
　意見交換会の中では、学部側から、柑芦会（財団）から経済学部への寄付事業につい
て、従来から行われていた教育設備や教育・研究に対する寄付についても継続してほしい
旨の要望が出されたため、柑芦会側としては学部から正式に要望書が提出された場合に
は前向きに検討することをお伝えしました。一方、柑芦会側からは現役学生と卒業生との交
流の場であった柑芦会の活動拠点である「ゲートウェイサロン」のスペースの確保と復活に
ついて学部側へ要望をいたしました。

以上
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柑 芦 会

大学情報

　４つの学部の同窓会が合同して和歌山大学を支えるための組織として「和歌山大学同
窓会」（通称：全学同窓会）がありますが、６月３日（土）にはその第３５回の理事会が２年ぶり
に学内で開催されました。　柑芦会からは、１０名の理事のうち坂本漸氏（８期、和歌山支
部長）、糸川公偉氏（２６期、大阪支部長）、小林淳氏（３０期、東京支部長）、橋本孝郎氏
（１６期、和歌山支部）、西本正人氏（２３期、大阪支部幹事長）、浦義弘氏（１７期、本部事
務局長）と共に北村修一（１８期）が出席しました。
　会議では、令和３年度の決算報告と令和４年度の予算案、事業計画案について説明が
あり、すべて原案どおり承認されました。続いては任期満了に伴う会長・副会長の選出が行
われ、会長職にはこれまでの２年間担当された西川昌克氏（観光学部「飛耀会」会長）から
山野井康氏（システム工学部同窓会「＠ｓｙｓ」会長）へとバトンタッチされました。私を含む他
の３学部の同窓会長は副会長職を務めることになりました。これで４つの学部ともひと通り会
長職を経験したことになります。
　なお、会議の冒頭では伊東千尋学長など大学側から、起業家支援や起業家教育のた
めの「和歌山大学アントレプレナーシップ教育の取組み」、並びに学生が卒業後も使い続け
られる「和歌山大学生涯アカウント（ＣＯＣＯアカウント）」についての説明がありました。
　また会議の中で配布された資料を使って、新入生が入学時に納入する「入会金」の状
況が報告されました。

　その後の意見交換会では、全学同窓会の活動としてホームカミングデーの企画段階から
参画することや、硬式野球部の活躍に代表されるような大学の名声を高める実績を残した
課外活動に対する寄付などの支援を各学部の同窓会がバラバラにやるのではなく、全学
同窓会として実施してはどうか、などの意見、提案が出され、これまでにないくらい活発な意
見が飛び交う会議となりました。

柑芦会　会長　北村　修一

　　　　１．令和４年度・和歌山大学同窓会・理事会について（ご報告） 　　　　　２．令和４年度・経済学部との定期懇談会について（ご報告）

　６月３日（土）には和歌山大学同窓会（通称：全学同窓会）の後に引き続いて、経済学部
と柑芦会との定期懇談会がこれも２年ぶりに開催されました。
　学部側からは、芦田昌也学部長のほか辻本勝久教授（和大評議員）、柳　到亨教授
（副学部長）、金川めぐみ教授（副学部長）、本庄麻美子准教授（キャリア教育担当）、森田
智也分室長（学務課経済学部分室）、三村理恵係長（同・分室）が出席され、柑芦会側か
らは全学同窓会理事会出席者が全員出席しました。
　会議で柑芦会側からは、当会議の本来の目的の一つである（一財）和歌山大学経済学
部後援会の事業、予算、正味財産などの報告のほか、本年度から創設した「柑芦会ＥＣ奨
学金制度」についての説明等を行いました。
　学部側からは、新装なった経済学部棟の一部を見学させていただいたほか、本年度の
卒業生の就職状況や入学者の状況、経済学部創立１００周年記念事業の現状、経済学
部の現況などが報告されました。就職率は、前年度の９７．７％から９７．９％へ改善が見られ
たものの、コロナ禍前の９９％台には戻っていない厳しい状況だそうです。学部創立１００周
年に向けては各種の記念事業を来年１０月に実施する方向で、大学本部と調整が進んで
いることが学部長から報告されました。また今年度から６年間の「第４期中期計画」におい
ては、文科省が提唱する「高度専門型インターンシップ」制度に大学院生を主対象として取
り組むという意向が学部長から示されました。
　意見交換会の中では、学部側から、柑芦会（財団）から経済学部への寄付事業につい
て、従来から行われていた教育設備や教育・研究に対する寄付についても継続してほしい
旨の要望が出されたため、柑芦会側としては学部から正式に要望書が提出された場合に
は前向きに検討することをお伝えしました。一方、柑芦会側からは現役学生と卒業生との交
流の場であった柑芦会の活動拠点である「ゲートウェイサロン」のスペースの確保と復活に
ついて学部側へ要望をいたしました。
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第一部　和歌山大学柑芦会　理事会
　議題　（柑）　1号議案　任期満了に伴う会長選任・承認の件　　　　
　　　　（柑）　2号議案　2021年度事業報告及び決算案承認の件　　　              　　
　　　　（柑）　3号議案　2022年度活動方針案承認の件　　　　　　　
　　　　（柑）　4号議案　2022年度事業計画及び予算案承認の件　　　　　　　　　　　　
　　　　（柑）　5号議案　柑芦会名簿（2023年度版）発行承認の件　　
　　　　（柑）　6号議案　柑芦会個人情報保護方針制定の件　　　　　
　　　　（柑）　7号議案　学生の課外活動への「お祝金」支出の件　　
　　　　（柑）　8号議案　会則変更（「課外活動助成」追加）の件　　
　　　　（柑）　9号議案　柑芦会入会（正会員）申請の件
第二部　（一財）和歌山大学経済学部後援会　理事会・評議員会
　議題　（財）　1号議案　役員任期満了に伴う役員改選の件　　　　　
　　　　（財）　2号議案　2021年度事業報告及び決算案承認の件　　　　　　　　　　　
　　　　（財）　3号議案　2022年度事業計画及び予算案承認の件　　　
報告及び意見交換
　　　　　（１）体制強化策（審議及び意見交換）　　　　　　　　　　
　　　　　（２）経済学部創立100周年記念事業（報告）　　　　　　　
　　　　　（３）本部設立の委員会について（報告）　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　  委員長活動報告　支部活性化支援委員長、学生支援委員長　　　　　　
　　　　　　　  　　　　　　　　Ｗｅｂ対策委員長、柑芦編集委員長　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　2022年度の定時理事会・評議員会について、新型コロナウイルス禍のため、オンライン（Zoom）で
開催されました。
　　　　　　　実施日：2022年5月21日（土）13：00～16：15
　参加者は参加対象者76名のうち43名のオンライン参加、64名の事前賛否投票者で、来賓として
大学から伊東学長、芦田経済学部長をお迎えして開催されました。

　本年度は柑芦会会長の改選が行われましたが、支部からの会長候補者の推薦は、北村修一氏
（大18、大阪、東京他8支部からの推薦）一人であったため、立候補者は北村氏ひとりでした。
（柑）1号議案として会長選任・承認を審議し、全員の拍手で再選されました。なお、事前の賛否投
票では、事前賛否投票者57名のうち56名の賛成でした。
　また、予定の議題は全て可決されました。

（柑）1号議案

柑芦会　会長任期満了に伴う次期会長選任・承認の件

　・会長選任についての柑芦会会則の細則2に基づき、2022年2月2日付で各支部に次期会長
候補者の推薦をお願いしましたところ、現会長の北村修一氏を推薦した支部が8支部、推薦
者なしと回答のあった支部が13支部でした。

　　　各支部からの会長候補者の推薦結果（3/18締切）
　　　　北村修一氏を推薦した支部・・・8支部
　　　　　　大阪、東京、東海、神戸、京滋、福井、広島、香川
　　　　推薦者なしと回答のあった支部・・・13支部
　　　　　　和歌山、北海道、東北、北陸、三重、姫路、岡山、山陰、
　　　　　　徳島、高知、愛媛、九州、沖縄
　　　　回答の無かった支部・・・2支部
　　　　　　静岡、山口

　・細則2の（３）で「推薦された者が同意した場合は立候補者となる。」となっています。選挙管
理委員より2022年3月22日付で本人に確認をしたところ、2022年3月23日付で「同意する」と
の回答がありました。

　・立候補者は、北村修一氏ひとりです。

　・細則3では「会長の選任は、理事会において出席理事の過半数の決議によって行うものと
する。」となっています。

つきましては、次期会長に北村修一氏を選任することをご承認下さい。

以上

柑芦会定例理事会・評議員会開催さる

柑 芦 会

次期会長に　北村修一（大18）氏　再選
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第一部　和歌山大学柑芦会　理事会
　議題　（柑）　1号議案　任期満了に伴う会長選任・承認の件　　　　
　　　　（柑）　2号議案　2021年度事業報告及び決算案承認の件　　　              　　
　　　　（柑）　3号議案　2022年度活動方針案承認の件　　　　　　　
　　　　（柑）　4号議案　2022年度事業計画及び予算案承認の件　　　　　　　　　　　　
　　　　（柑）　5号議案　柑芦会名簿（2023年度版）発行承認の件　　
　　　　（柑）　6号議案　柑芦会個人情報保護方針制定の件　　　　　
　　　　（柑）　7号議案　学生の課外活動への「お祝金」支出の件　　
　　　　（柑）　8号議案　会則変更（「課外活動助成」追加）の件　　
　　　　（柑）　9号議案　柑芦会入会（正会員）申請の件
第二部　（一財）和歌山大学経済学部後援会　理事会・評議員会
　議題　（財）　1号議案　役員任期満了に伴う役員改選の件　　　　　
　　　　（財）　2号議案　2021年度事業報告及び決算案承認の件　　　　　　　　　　　
　　　　（財）　3号議案　2022年度事業計画及び予算案承認の件　　　
報告及び意見交換
　　　　　（１）体制強化策（審議及び意見交換）　　　　　　　　　　
　　　　　（２）経済学部創立100周年記念事業（報告）　　　　　　　
　　　　　（３）本部設立の委員会について（報告）　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　  委員長活動報告　支部活性化支援委員長、学生支援委員長　　　　　　
　　　　　　　  　　　　　　　　Ｗｅｂ対策委員長、柑芦編集委員長　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　2022年度の定時理事会・評議員会について、新型コロナウイルス禍のため、オンライン（Zoom）で
開催されました。
　　　　　　　実施日：2022年5月21日（土）13：00～16：15
　参加者は参加対象者76名のうち43名のオンライン参加、64名の事前賛否投票者で、来賓として
大学から伊東学長、芦田経済学部長をお迎えして開催されました。

　本年度は柑芦会会長の改選が行われましたが、支部からの会長候補者の推薦は、北村修一氏
（大18、大阪、東京他8支部からの推薦）一人であったため、立候補者は北村氏ひとりでした。
（柑）1号議案として会長選任・承認を審議し、全員の拍手で再選されました。なお、事前の賛否投
票では、事前賛否投票者57名のうち56名の賛成でした。
　また、予定の議題は全て可決されました。

（柑）1号議案

柑芦会　会長任期満了に伴う次期会長選任・承認の件

　・会長選任についての柑芦会会則の細則2に基づき、2022年2月2日付で各支部に次期会長
候補者の推薦をお願いしましたところ、現会長の北村修一氏を推薦した支部が8支部、推薦
者なしと回答のあった支部が13支部でした。

　　　各支部からの会長候補者の推薦結果（3/18締切）
　　　　北村修一氏を推薦した支部・・・8支部
　　　　　　大阪、東京、東海、神戸、京滋、福井、広島、香川
　　　　推薦者なしと回答のあった支部・・・13支部
　　　　　　和歌山、北海道、東北、北陸、三重、姫路、岡山、山陰、
　　　　　　徳島、高知、愛媛、九州、沖縄
　　　　回答の無かった支部・・・2支部
　　　　　　静岡、山口

　・細則2の（３）で「推薦された者が同意した場合は立候補者となる。」となっています。選挙管
理委員より2022年3月22日付で本人に確認をしたところ、2022年3月23日付で「同意する」と
の回答がありました。

　・立候補者は、北村修一氏ひとりです。

　・細則3では「会長の選任は、理事会において出席理事の過半数の決議によって行うものと
する。」となっています。

つきましては、次期会長に北村修一氏を選任することをご承認下さい。

以上

柑芦会定例理事会・評議員会開催さる

柑 芦 会

次期会長に　北村修一（大18）氏　再選
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（柑）3号議案

柑芦会　２０２２年度　活動方針 （案）
会長：北村修一

【 活動方針 】 ・・・ ２１年度と変更なし

① 優先度の高い課題の解決を通じ、柑芦会全体と各支部の活性化を図る

② 柑芦会内の各層でのコミュニケーションと一体感のさらなる向上を図る

③ 母校のステータス向上のため、母校と学生に対する支援を強化する

【 重点項目 】

１． 柑芦会の体制強化と充実

　 ① 「本部と支部の役割の見直し」の継続検討

 　　・ 各支部に対する本部の支援のあり方を中心に

　 ② 活動停滞支部の立て直しの支援

 　　・ 支部活性化支援委員会を核とした支援活動の展開

２． 柑芦会本部業務の充実と効率化

　 ① 会員名簿、アドレス帳の充実

 　　・ 「名簿管理システム」の円滑な導入と活用、大学の「生涯アカウント」の活用開始

　 ② 広報活動の充実と見直し

 　　・ 紙媒体主体の広報活動からデジタル化への転換と、これによるコスト削減の試行

３． 和歌山大学経済学部創立１００周年記念事業への対処

　 ① 「１００年史」の発刊や記念行事に対する支援の継続

 　　・ 「実行委員会」への参画ほか、物心両面での支援活動

　 ② 柑芦会１００周年（２０２６年）

 　　・ 独自で開催するか、どんな内容にするか、の検討

以上

柑 芦 会

（柑）5号議案

柑芦会同窓会名簿（2023年度版）発行承認の件

　経済学部創立100周年を記念して同窓会名簿を発行する。

①名簿発行日　　　2023年11月（予定）

②名簿仕様　　　　Ａ４版２段組　526頁

③名簿頒布　　　　1冊4,800円

④スケジュール　　・調査ハガキ発送　　　　　　 2023年2月

　　　　　　　　　・追跡調査開始　　　　　　　 2023年4月

　　　　　　　　　・新卒者への調査ハガキ発送　 2023年9月

　　　　　　　　　・発行　　　　　　　　　　　 2023年11月

⑤備考　　　　　　・後ろ見返しに転売防止のためシリアルナンバー（バーコード付き）

を印刷し、№管理を行う。

　　　　　　　　　・名簿発行後4年間会員データ管理を業者が行う。（無料）

⑥業者　　　　　　株式会社サラト

　　　　　　　　　　〒670-0948　兵庫県姫路市北条宮の町172

　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ：079-284-1380

⑦前回の発行　　　2016年2月　　　業者：株式会社　旭出版

　　　　　　　　　　Ａ４版２段組　431頁

以上
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（柑）3号議案

柑芦会　２０２２年度　活動方針 （案）
会長：北村修一

【 活動方針 】 ・・・ ２１年度と変更なし

① 優先度の高い課題の解決を通じ、柑芦会全体と各支部の活性化を図る

② 柑芦会内の各層でのコミュニケーションと一体感のさらなる向上を図る

③ 母校のステータス向上のため、母校と学生に対する支援を強化する

【 重点項目 】

１． 柑芦会の体制強化と充実

　 ① 「本部と支部の役割の見直し」の継続検討

 　　・ 各支部に対する本部の支援のあり方を中心に

　 ② 活動停滞支部の立て直しの支援

 　　・ 支部活性化支援委員会を核とした支援活動の展開

２． 柑芦会本部業務の充実と効率化

　 ① 会員名簿、アドレス帳の充実

 　　・ 「名簿管理システム」の円滑な導入と活用、大学の「生涯アカウント」の活用開始

　 ② 広報活動の充実と見直し

 　　・ 紙媒体主体の広報活動からデジタル化への転換と、これによるコスト削減の試行

３． 和歌山大学経済学部創立１００周年記念事業への対処

　 ① 「１００年史」の発刊や記念行事に対する支援の継続

 　　・ 「実行委員会」への参画ほか、物心両面での支援活動

　 ② 柑芦会１００周年（２０２６年）

 　　・ 独自で開催するか、どんな内容にするか、の検討

以上

柑 芦 会

（柑）5号議案

柑芦会同窓会名簿（2023年度版）発行承認の件

　経済学部創立100周年を記念して同窓会名簿を発行する。

①名簿発行日　　　2023年11月（予定）

②名簿仕様　　　　Ａ４版２段組　526頁

③名簿頒布　　　　1冊4,800円

④スケジュール　　・調査ハガキ発送　　　　　　 2023年2月

　　　　　　　　　・追跡調査開始　　　　　　　 2023年4月

　　　　　　　　　・新卒者への調査ハガキ発送　 2023年9月

　　　　　　　　　・発行　　　　　　　　　　　 2023年11月

⑤備考　　　　　　・後ろ見返しに転売防止のためシリアルナンバー（バーコード付き）

を印刷し、№管理を行う。

　　　　　　　　　・名簿発行後4年間会員データ管理を業者が行う。（無料）

⑥業者　　　　　　株式会社サラト

　　　　　　　　　　〒670-0948　兵庫県姫路市北条宮の町172

　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ：079-284-1380

⑦前回の発行　　　2016年2月　　　業者：株式会社　旭出版

　　　　　　　　　　Ａ４版２段組　431頁

以上
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（柑）7号議案

和歌山大学学生の課外活動への「お祝い金」について
柑芦会　本部

　柑芦会では、硬式野球部が２回目の全国大会出場を果たしたことを契機に、今後も課外活動
において同様の成果があった場合の対応について予め規定を作成しておくこととしたい。この内
容は柑芦会の「会則」の「第３条（事業）の２項目目の「母校に在学する学生に対する支援（奨学
金制度、講座の提供、面接指導等）」に、「課外活動」も加えることにより反映したい。
※本年５月１５日の第５号議案の「会則変更」の文言を一部修正（追加）する。（下線部分）
　「母校に在学する学生に対する支援（奨学金制度、講座の提供、面接指導、課外活動助成等）」
　

記

【 内　規 】
１． 全学部横断の課外活動において、体育会クラブが全国大会に出場（文化部連合会の場合も
これに準ずる）して和歌山大学の評判やイメージを高める功績を残し、かつ出場のための多
額の費用を補うための支援の要請が大学（学生支援課）からあった場合、これをお祝いし遠
征費用などの一部を支援する意味で、柑芦会から「お祝い金」を贈呈することがある。

　　　① 個人　：　最大　５万円
　　　② 団体　：　最大 ５０万円

　 （注１） 対象は、テレビや新聞などで広く好意的に取り上げられるなど社会的に話題を呼び、和
歌山大学の名声や評判を著しく高める効果があったもの、とする。

　 （注２） 上記の「全国大会」とは、地区大会等を勝ち抜いて出場できるものを対象とし、下記のも
のは含まないものとする。

　　　　 ・ 申し込めば比較的簡単に出場できるもの。
　　　　 ・ 「国公立大学のみ」、「初段の部」など限定された範囲での出場者を対象とするもの。
　　　　 ・ その他、上記に準じるもの。
　　　　　
２．  柑芦会は、各支部および個人による寄付については特に「ガイドライン」は設けない。

３． 上記の全国大会において優勝または上位入賞などの顕著な成績を残したクラブに対しては、
上記の「お祝い金」とは別に「特別顕彰金」を贈呈することがある。

４． 上記の「お祝い金」および「特別顕彰金」の贈呈の可否、ならびにその金額の判断については、
大学側の見解も参考にしたうえで「臨時・副会長会議」において都度検討し決めることとする。

５． この内規は、課外活動の実施状況や柑芦会の財政状況などに鑑み、副会長会議等での協議
により修正または変更することがある。

以上

柑 芦 会
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（柑）7号議案

和歌山大学学生の課外活動への「お祝い金」について
柑芦会　本部

　柑芦会では、硬式野球部が２回目の全国大会出場を果たしたことを契機に、今後も課外活動
において同様の成果があった場合の対応について予め規定を作成しておくこととしたい。この内
容は柑芦会の「会則」の「第３条（事業）の２項目目の「母校に在学する学生に対する支援（奨学
金制度、講座の提供、面接指導等）」に、「課外活動」も加えることにより反映したい。
※本年５月１５日の第５号議案の「会則変更」の文言を一部修正（追加）する。（下線部分）
　「母校に在学する学生に対する支援（奨学金制度、講座の提供、面接指導、課外活動助成等）」
　

記

【 内　規 】
１． 全学部横断の課外活動において、体育会クラブが全国大会に出場（文化部連合会の場合も
これに準ずる）して和歌山大学の評判やイメージを高める功績を残し、かつ出場のための多
額の費用を補うための支援の要請が大学（学生支援課）からあった場合、これをお祝いし遠
征費用などの一部を支援する意味で、柑芦会から「お祝い金」を贈呈することがある。

　　　① 個人　：　最大　５万円
　　　② 団体　：　最大 ５０万円

　 （注１） 対象は、テレビや新聞などで広く好意的に取り上げられるなど社会的に話題を呼び、和
歌山大学の名声や評判を著しく高める効果があったもの、とする。

　 （注２） 上記の「全国大会」とは、地区大会等を勝ち抜いて出場できるものを対象とし、下記のも
のは含まないものとする。

　　　　 ・ 申し込めば比較的簡単に出場できるもの。
　　　　 ・ 「国公立大学のみ」、「初段の部」など限定された範囲での出場者を対象とするもの。
　　　　 ・ その他、上記に準じるもの。
　　　　　
２．  柑芦会は、各支部および個人による寄付については特に「ガイドライン」は設けない。

３． 上記の全国大会において優勝または上位入賞などの顕著な成績を残したクラブに対しては、
上記の「お祝い金」とは別に「特別顕彰金」を贈呈することがある。

４． 上記の「お祝い金」および「特別顕彰金」の贈呈の可否、ならびにその金額の判断については、
大学側の見解も参考にしたうえで「臨時・副会長会議」において都度検討し決めることとする。

５． この内規は、課外活動の実施状況や柑芦会の財政状況などに鑑み、副会長会議等での協議
により修正または変更することがある。

以上

柑 芦 会

坪内　隆（大営21回）
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柑 芦 会

☆は新任
役   職
会　長
副会長
〃
〃
〃
〃
理　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

支部名
大　阪
和歌山
大　阪
東　京
神　戸
東　海
和歌山
〃
〃
〃
〃
〃
〃
大　阪
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
東　京
〃
〃
〃
〃
〃

卒回
大18
大 8
大26
大30
大20
大25
大11
短６
大15
大16
大17
大18
大20
大14
大15
大15
大16
大17
大23
大26
大26
大26
大31
大31
大32
大33
大42
大44
大46
大46
大15
大15
大26
大28
大29
大34

☆

☆
☆

☆
☆

氏　名
北村 修一
坂本 　漸
糸川 公偉
小林 　淳
平林 義康
垣見 祐二
山﨑 清作
塩路 茂一
廣田 俊樹
渥美 正道
橋本 孝郎
西本 和生
小瀧　 信
金子 義明
足立 邦雄
奧山　 泉
青柳 明雄
穂永 千秋
西本 正人
塩谷　 昭
杉野 博章
増田 高一
東海 秀明
平野 勝久
岡田 　治
渡邊 　豊
高田 美和
市平 和久
菓　 英一
本庄 麻美子
原　 良也
西浦 英次
末廣 利明
石田 隆造
松村　 勉
草場　 寛

支部名
東　京
東　海
〃
〃
〃
神　戸
〃
〃
〃
京　滋
〃
北海道
東　北
北　陸
福　井
静　岡
三　重
姫　路
岡　山
広　島
山　口
山　陰
徳　島
高　知
香　川
愛　媛
九　州
沖　縄

和歌山
大　阪
大　阪

卒回
大34
大20
大26
大30
大50
大17
大25
大27
大27
大14
大46
大19
大46
大41 
大24
大14
大18
大25
大15
大45
大24
大17
大26
大21
大22
大35
大19
大28

大28
大39

大47・院37

　
氏　名

山根 木晴久
伊藤 僚一
赤塚 信正
岡野 英生
中川 暢顕
吉田 和宏
中原 憲造
吉竹 俊道
小野田 修一
和田 壽郎
宮下 　剛
田中 　廣
菊池 　静
林国 　敏
江波 庄進
澤田　 務
井上 俊一
毛利 惠行
真下 義則
三吉 規央
宮本 高司
吉村 政憲
多田 昭弘
西川 　博
島田 新市
門屋 孝博
石川 和彦
當真 一男

山中 盛義
小柴 学司
夫馬 竜司

役   職
理　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監　事
〃
〃

柑芦会役員名簿 （2022年5月23日現在）
顧 問　学  長 　　伊  東  千  尋
顧 問　学部長　　芦  田  昌  也

顧 問　山  中       静 （高20） 
顧 問　青  柳  明  雄 （大16） 

理事64名（定数56名以上69名以内）　監事3名（定数2名または3名）　顧問4名

１. 経常増減の部
( １ ) 常収益
　　 入会金
　　 利息収入
　　 広告収入
　　 補助金収入
　　 寄付金収入
　　　経常収益合計　　
( 2 ) 経常費用
　　 支部総会祝金
　　 理事会費
　　 会議費
　　 通信費
　　 広報活動費
　　 支部通信費補助
　　 旅費交通費
　　 理事会等交通費
　　 支部活性化費
　　 香村賞費
　　 本部管理費
　　 システム管理費
　　 卒業生記念品費
　　 事務用品費
　　 什器備品費
　　 減価償却費
　　 家　賃
　　 柑芦編集費
　　 柑芦印刷費
　　 慶弔費
　　 雑　費
　　 予備費
　　　経常費用合計
　　　　当期経常増減額
2.経常外増減の部
( １ ) 経常外収益
　　 過年度損益修正益
　　 経常外収益合計
( 2 ) 経常外費用
　　 有価証券評価損
　　 経常外費用合計
　　   当期経常外増減額　
　　 当期正味財産増減額
　　 正味財産期首残高
　　 正味財産期末残高

（単位：円）
科　　目 2021年度実績 2020年度実績 増  減

1）2021年度　正味財産増減計算書
（2021年4月1日～2022年3月31日）

6,325,000
1,431,251
468,600
33,890

0
8,258,741

60,000
0

33,062
192,008
413,499
1,880,000
165,360
44,512
343,290
301,960
2,701,010
298,100
432,000
91,636
109,340
91,800

0
24,000

2,336,081
5,197
20,254
100,000
9,643,109
-1,384,368

231,040
231,040

2,391,000
2,391,000
-2,159,960
-3,544,328
124,592,008
121,047,680

6,026,000
1,429,441
568,000

0
13,000

8,036,441

0
550
9,720

134,981
1,406,510
1,920,000
50,440
5,300

186,868
345,850
2,049,780

0
378,000
91,732
50,030
91,800
500,000

0
2,070,200
10,000
22,748

0
9,324,509
-1,288,068

0
0

1,851,000
1,851,000
-1,851,000
-3,139,068
127,731,076
124,592,008

299,000
1,810

-99,400
33,890
-13,000
222,300

60,000
-550

23,342
57,027

-993,011
-40,000
114,920
39,212
156,422
-43,890
651,230
298,100
54,000
-96

59,310
0

-500,000
24,000
265,881
-4,803
-2,494
100,000
318,600
-96,300

231,040
231,040

540,000
540,000
-308,960
-405,260
-3,139,068
-3,544,328

5,980,000
1,430,000
950,000

0
1,000,000
9,360,000

200,000
300,000
70,000
180,000
1,600,000
1,500,000
300,000
150,000
250,000
600,000
2,650,000
500,000
300,000
2,500,000
3,500,000
1,800,000
450,000
100,000
100,000
55,000
30,000

2,500,000
60,000
50,000
200,000

19,945,000
-10,585,000

0
0

0
0
0

-10,585,000
121,047,680
110,462,680

１. 経常増減の部
( １ ) 経常収益
　　 入会金
　　 利息収入
　　 広告収入
　　 補助金収入
　　 寄付金収入
　　　経常収益合計
( 2 ) 経常費用
　　 支部総会祝金
　　 理事会費
　　 会議費
　　 通信費
　　 広報活動費
　　 支部通信費補助
　　 旅費交通費
　　 寄付講義交通費
　　 ゲートウェイ交通費
　　 理事会等交通費
　　 支部活性化費
　　 香村賞費
　　 課外活動支援費
　　 経済学部創立100周記念事業
　　 本部管理費
　　 システム管理費
　　 卒業生記念品費
　　 事務用品費
　　 什器備品費
　　 減価償却費
　　 柑芦編集費
　　 柑芦印刷費
　　 慶弔費
　　 雑　費
　　 予備費
　　　経常費用合計
　　　当期経常増減額
2. 経常外増減の部
( １ ) 経常外収益
　　 過年度損益修正益
　　　　 経常外収益計
( 2 ) 経常外費用
　　 有価証券評価損
　　　　 経常外費用計
　　 当期経常外増減額
　　 当期正味財産増減額
　　 正味財産期首残高
　　 正味財産期末残高

（単位：円）
科　　目 2022年度予算

2）2022年度　正味財産増減予算書
（2022年4月1日～2023年3月31日）

109,009
7,065,283
891,835
277,003
8,343,130

53,550
112,651,000
112,704,550
121,047,680

0
124,592,008
(100,000,000)
-3,544,328
121,047,680
121,047,680

（単位：円）
資産の部 負債・正味財産の部

勘定科目   金　　額 勘定科目 金　　額

負 債 合 計

３）  貸借対照表 （2022年3月31日現在）

流動資産
　現　　金
　普通預金
　郵便貯金
　未収入金
　　流動資産　計
固定資産
　ソフトウェア
　投資有価証券
　　　固定資産　計
　　　　資産　合 計

前期繰越正味財産
（内 香村基金）
当期正味財産増減額
　　　正味財産　合 計
　負債・正味財産　合 計

和歌山大学　柑芦会

和歌山大学　柑芦会
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☆は新任
役   職
会　長
副会長
〃
〃
〃
〃
理　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

支部名
大　阪
和歌山
大　阪
東　京
神　戸
東　海
和歌山
〃
〃
〃
〃
〃
〃
大　阪
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
東　京
〃
〃
〃
〃
〃

卒回
大18
大 8
大26
大30
大20
大25
大11
短６
大15
大16
大17
大18
大20
大14
大15
大15
大16
大17
大23
大26
大26
大26
大31
大31
大32
大33
大42
大44
大46
大46
大15
大15
大26
大28
大29
大34

☆

☆
☆

☆
☆

氏　名
北村 修一
坂本 　漸
糸川 公偉
小林 　淳
平林 義康
垣見 祐二
山﨑 清作
塩路 茂一
廣田 俊樹
渥美 正道
橋本 孝郎
西本 和生
小瀧　 信
金子 義明
足立 邦雄
奧山　 泉
青柳 明雄
穂永 千秋
西本 正人
塩谷　 昭
杉野 博章
増田 高一
東海 秀明
平野 勝久
岡田 　治
渡邊 　豊
高田 美和
市平 和久
菓　 英一
本庄 麻美子
原　 良也
西浦 英次
末廣 利明
石田 隆造
松村　 勉
草場　 寛

支部名
東　京
東　海
〃
〃
〃
神　戸
〃
〃
〃
京　滋
〃
北海道
東　北
北　陸
福　井
静　岡
三　重
姫　路
岡　山
広　島
山　口
山　陰
徳　島
高　知
香　川
愛　媛
九　州
沖　縄

和歌山
大　阪
大　阪

卒回
大34
大20
大26
大30
大50
大17
大25
大27
大27
大14
大46
大19
大46
大41 
大24
大14
大18
大25
大15
大45
大24
大17
大26
大21
大22
大35
大19
大28

大28
大39

大47・院37

　
氏　名

山根 木晴久
伊藤 僚一
赤塚 信正
岡野 英生
中川 暢顕
吉田 和宏
中原 憲造
吉竹 俊道
小野田 修一
和田 壽郎
宮下 　剛
田中 　廣
菊池 　静
林国 　敏
江波 庄進
澤田　 務
井上 俊一
毛利 惠行
真下 義則
三吉 規央
宮本 高司
吉村 政憲
多田 昭弘
西川 　博
島田 新市
門屋 孝博
石川 和彦
當真 一男

山中 盛義
小柴 学司
夫馬 竜司

役   職
理　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監　事
〃
〃

柑芦会役員名簿 （2022年5月23日現在）
顧 問　学  長 　　伊  東  千  尋
顧 問　学部長　　芦  田  昌  也

顧 問　山  中       静 （高20） 
顧 問　青  柳  明  雄 （大16） 

理事64名（定数56名以上69名以内）　監事3名（定数2名または3名）　顧問4名

１. 経常増減の部
( １ ) 常収益
　　 入会金
　　 利息収入
　　 広告収入
　　 補助金収入
　　 寄付金収入
　　　経常収益合計　　
( 2 ) 経常費用
　　 支部総会祝金
　　 理事会費
　　 会議費
　　 通信費
　　 広報活動費
　　 支部通信費補助
　　 旅費交通費
　　 理事会等交通費
　　 支部活性化費
　　 香村賞費
　　 本部管理費
　　 システム管理費
　　 卒業生記念品費
　　 事務用品費
　　 什器備品費
　　 減価償却費
　　 家　賃
　　 柑芦編集費
　　 柑芦印刷費
　　 慶弔費
　　 雑　費
　　 予備費
　　　経常費用合計
　　　　当期経常増減額
2.経常外増減の部
( １ ) 経常外収益
　　 過年度損益修正益
　　 経常外収益合計
( 2 ) 経常外費用
　　 有価証券評価損
　　 経常外費用合計
　　   当期経常外増減額　
　　 当期正味財産増減額
　　 正味財産期首残高
　　 正味財産期末残高

（単位：円）
科　　目 2021年度実績 2020年度実績 増  減

1）2021年度　正味財産増減計算書
（2021年4月1日～2022年3月31日）

6,325,000
1,431,251
468,600
33,890

0
8,258,741

60,000
0

33,062
192,008
413,499
1,880,000
165,360
44,512
343,290
301,960
2,701,010
298,100
432,000
91,636
109,340
91,800

0
24,000

2,336,081
5,197
20,254
100,000
9,643,109
-1,384,368

231,040
231,040

2,391,000
2,391,000
-2,159,960
-3,544,328
124,592,008
121,047,680

6,026,000
1,429,441
568,000

0
13,000

8,036,441

0
550
9,720

134,981
1,406,510
1,920,000
50,440
5,300

186,868
345,850
2,049,780

0
378,000
91,732
50,030
91,800
500,000

0
2,070,200
10,000
22,748

0
9,324,509
-1,288,068

0
0

1,851,000
1,851,000
-1,851,000
-3,139,068
127,731,076
124,592,008

299,000
1,810

-99,400
33,890
-13,000
222,300

60,000
-550

23,342
57,027

-993,011
-40,000
114,920
39,212
156,422
-43,890
651,230
298,100
54,000
-96

59,310
0

-500,000
24,000
265,881
-4,803
-2,494
100,000
318,600
-96,300

231,040
231,040

540,000
540,000
-308,960
-405,260
-3,139,068
-3,544,328

5,980,000
1,430,000
950,000

0
1,000,000
9,360,000

200,000
300,000
70,000
180,000
1,600,000
1,500,000
300,000
150,000
250,000
600,000
2,650,000
500,000
300,000
2,500,000
3,500,000
1,800,000
450,000
100,000
100,000
55,000
30,000

2,500,000
60,000
50,000
200,000

19,945,000
-10,585,000

0
0

0
0
0

-10,585,000
121,047,680
110,462,680

１. 経常増減の部
( １ ) 経常収益
　　 入会金
　　 利息収入
　　 広告収入
　　 補助金収入
　　 寄付金収入
　　　経常収益合計
( 2 ) 経常費用
　　 支部総会祝金
　　 理事会費
　　 会議費
　　 通信費
　　 広報活動費
　　 支部通信費補助
　　 旅費交通費
　　 寄付講義交通費
　　 ゲートウェイ交通費
　　 理事会等交通費
　　 支部活性化費
　　 香村賞費
　　 課外活動支援費
　　 経済学部創立100周記念事業
　　 本部管理費
　　 システム管理費
　　 卒業生記念品費
　　 事務用品費
　　 什器備品費
　　 減価償却費
　　 柑芦編集費
　　 柑芦印刷費
　　 慶弔費
　　 雑　費
　　 予備費
　　　経常費用合計
　　　当期経常増減額
2. 経常外増減の部
( １ ) 経常外収益
　　 過年度損益修正益
　　　　 経常外収益計
( 2 ) 経常外費用
　　 有価証券評価損
　　　　 経常外費用計
　　 当期経常外増減額
　　 当期正味財産増減額
　　 正味財産期首残高
　　 正味財産期末残高

（単位：円）
科　　目 2022年度予算

2）2022年度　正味財産増減予算書
（2022年4月1日～2023年3月31日）

109,009
7,065,283
891,835
277,003
8,343,130

53,550
112,651,000
112,704,550
121,047,680

0
124,592,008
(100,000,000)
-3,544,328
121,047,680
121,047,680

（単位：円）
資産の部 負債・正味財産の部

勘定科目   金　　額 勘定科目 金　　額

負 債 合 計

３）  貸借対照表 （2022年3月31日現在）

流動資産
　現　　金
　普通預金
　郵便貯金
　未収入金
　　流動資産　計
固定資産
　ソフトウェア
　投資有価証券
　　　固定資産　計
　　　　資産　合 計

前期繰越正味財産
（内 香村基金）
当期正味財産増減額
　　　正味財産　合 計
　負債・正味財産　合 計

和歌山大学　柑芦会

和歌山大学　柑芦会
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柑 芦 会

泫2022年3月卒業
　生は含まない。

和歌山

大   阪

東   京

東   海

神   戸

京   滋

北海道

東   北

北   陸

福   井

静   岡

三   重

姫   路

岡   山

広   島

山   陰

山   口

徳   島

高   知

香   川

愛   媛

九   州

沖   縄

北   米

その他海外

監   事

和歌山

大阪、奈良

愛知、岐阜

京都、滋賀

北海道

富山、石川、新潟

福井

静岡

三重

兵庫（神戸支部以外）

岡山

広島

島根、鳥取

山口

徳島

高知

香川

愛媛

九州全県

沖縄

アメリカ

６４０－８２２７

５４０－００12

1６０－００２３

４５０－６４２６

６５９－００８７

６０７－８１８２

０５９－１９４２

０２０－０００４

９２１－８０６５

９１２－００６１

４１１－００２１

５１６－００３５

６７０－０９６５

７１０－０057

７３１－５１２７

６９０－０８８４

７５８－００４１

７７０－８０４０

７８０－8037

７６１－０４３２

７９９－２６９６

８５２－８０６３

９０４－００２２

（和歌山）

（大   阪）

大阪市中央区谷町4-4-17 ロイヤルタワー大阪谷町207号

東京都新宿区西新宿7-17-14 新宿シティ源ビル5Ｆ 和歌山大学柑芦会東京支部

芦屋市三条町17-20芦屋三条町パークハイム302　中原憲造様方

京都市山科区大宅坂ノ辻町29－4  グランドムール山科306号　和田 壽郎様方

北海道勇払郡安平町追分白樺2丁目28番地　田中 廣様方

岩手県盛岡市山岸二丁目16-58　菊池 静様方

金沢市上荒屋３－３１1　林 国敏様方

大野市篠座町７－８　清水 啓司様方

三島市富士見台4－16　澤田 務様方

伊勢市勢田町608-136　山際 雅彦様方

姫路市東延末3丁目39　毛利会計事務所気付

倉敷市昭和1丁目3-35　フローレンス倉敷703　真下 義則様方

広島市佐伯区五日市6-2-16　三吉 規央様方

松江市南田町92-7　友定 雅紀様方

萩市大字江向179-3　宮本 高司様方

徳島市上八万町中山6-11　三村 清美様方

高知市城山町192-1　西川 博様方

香川県高松市亀田南町87-108　山上 武司様方

松山市堀江町７番地　三浦工業（株） 内

長崎市北栄町4-5　石川 和彦様方

沖縄市園田1-3-30　當真 一男様方

6 Teramo Ct. Newport Coast, CA USA 92657

６４０－８５１０  和歌山市栄谷930 和歌山大学 経済学部 分室 気付

５４０－００12  大阪市中央区谷町4－4－17  ロイヤルタワー大阪谷町207号

 山中 盛義（大28）、小柴 学司（大39）､  夫馬 竜司（大47・院37）

兵庫（東播磨、北播磨、
丹波以東および淡路）

東京、神奈川、千葉、埼玉、
茨城、群馬、山梨、長野、栃木

青森、岩手、秋田、
山形、福島、宮城

本部事務所

名古屋市中村区名駅3丁目28番12号大名古屋ビルヂング26階 
（有）あずさ監査法人名古屋事務所 岡野 英生様方

支     部     名  　        　　　　　事 務 所 所 在 地

柑芦会  支部一覧表 （2022.3.31.現在）

和歌山市西汀丁３６ 和歌山商工会議所2Ｆ 山中会計事務所内 
柑芦会 和歌山支部事務局 ０７３－４２３－１２３１

０６－６９４１－４９８６

０３－３３６６－３６８０

０５２－５８９－０５００

０９０－３６５７－８１２７

０７５－５８１－４１２０

0145-25-2801（FAX）

０８０－１８２４－２６８８

０７６－２０５－１９１６

０７７９－６６－４３３６

０５５－９８６－５２２３

０５９６－７２－８０２５

０７９－２８３－１２５０

０８０－３１０３－５６３７

０８２－９２１－１６６２

０９０－５６９６－０２１２

０８３８－２６－８５２３

０９０－１５７８－７９４１

０８８－８３３－７２７４

０８７－８４７－３１８５

０８９－９７９－１２３０

０９０－１８７６－１６７４

０９８－９３２－２７８７

２１３－６１０－７５７８

０７３－４５７－７６０７

０６－６９４１－４９８６

坂本  漸（大8）

糸川  公偉（大26）

小林  淳（大30）

垣見 祐二（大25）

平林 義康（大20）

和田 壽郎（大14）

田中  廣（大19）

菊池  静（大46）

林  国敏（大４１）

江波 庄進（大２４)

澤田  務（大14）

井上 俊一（大18）

毛利 惠行（大25）

真下 義則（大15）

三吉 規央（大45）

吉村 政憲（大17）

宮本 高司（大24）

多田 昭弘（大26）

西川  博（大 21）

島田 新市（大22）

門屋 孝博（大35）

石川 和彦（大19）

當真 一男（大２８）

田中 昌平（大19）

　  （大　　学）

　  （会　　長）

　  （事務局長）

山中 盛義（大28）

西本 正人（大23）

草場  寛（大34）

岡野 英生（大30）

中原 憲造（大25）

宮下  剛（大46）

 

清水 啓司（大31）

山際 雅彦（大31）

栄藤 雅雄（大31）

　

友定 雅紀（大24）

橋本 尚明（大26）

三村 清美（大36）

梶  正司（大31）

大城 直輝（大46）

西川 謹爾（大１）

4,709

6,038

1,229

578

867

355

11

48

102

105

104

207

265

200

119

161

54

141

26

85

111

340

25

2

15,882

12,958

28,840

平野 勝久（大31）

伊藤 僚一（大20）

吉田 和宏（大17）

喜多 正行（大8）

黒田 俊行（大29）

味野 耕二（大17）

山元 経穂（大49）

石田 隆造（大28）
松村  勉（大29）

後藤 善美（大7）
山崎 清作（大11）

小谷  剛（大20）
太田  均（大22）

丸木 一男（大14）
春藤 勝弘（大33）

塩路 茂一（短6）

岡田  治（大32）

山根木 晴久（大34）

赤塚 信正（大26）

村澤 美代子（大34）

水谷 正道（大26）

安岡 道夫（大21）

　

相談役
中村 昌宏（大13）

電 　話　　　　  支 部 長　　　　　　　  副 支 部 長　　　　　       幹 事 長　　 在籍者数

学部支援室  経済学部分室長  森田  智也

北村 修一（大18）

浦  義弘（大17）

（小計）

（死亡・不詳等）

合　計
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柑 芦 会

泫2022年3月卒業
　生は含まない。

和歌山

大   阪

東   京

東   海

神   戸

京   滋

北海道

東   北

北   陸

福   井

静   岡

三   重

姫   路

岡   山

広   島

山   陰

山   口

徳   島

高   知

香   川

愛   媛

九   州

沖   縄

北   米

その他海外

監   事

和歌山

大阪、奈良

愛知、岐阜

京都、滋賀

北海道

富山、石川、新潟

福井

静岡

三重

兵庫（神戸支部以外）

岡山

広島

島根、鳥取

山口

徳島

高知

香川

愛媛

九州全県

沖縄

アメリカ

６４０－８２２７

５４０－００12

1６０－００２３

４５０－６４２６

６５９－００８７

６０７－８１８２

０５９－１９４２

０２０－０００４

９２１－８０６５

９１２－００６１

４１１－００２１

５１６－００３５

６７０－０９６５

７１０－０057

７３１－５１２７

６９０－０８８４

７５８－００４１

７７０－８０４０

７８０－8037

７６１－０４３２

７９９－２６９６

８５２－８０６３

９０４－００２２

（和歌山）

（大   阪）

大阪市中央区谷町4-4-17 ロイヤルタワー大阪谷町207号

東京都新宿区西新宿7-17-14 新宿シティ源ビル5Ｆ 和歌山大学柑芦会東京支部

芦屋市三条町17-20芦屋三条町パークハイム302　中原憲造様方

京都市山科区大宅坂ノ辻町29－4  グランドムール山科306号　和田 壽郎様方

北海道勇払郡安平町追分白樺2丁目28番地　田中 廣様方

岩手県盛岡市山岸二丁目16-58　菊池 静様方

金沢市上荒屋３－３１1　林 国敏様方

大野市篠座町７－８　清水 啓司様方

三島市富士見台4－16　澤田 務様方

伊勢市勢田町608-136　山際 雅彦様方

姫路市東延末3丁目39　毛利会計事務所気付

倉敷市昭和1丁目3-35　フローレンス倉敷703　真下 義則様方

広島市佐伯区五日市6-2-16　三吉 規央様方

松江市南田町92-7　友定 雅紀様方

萩市大字江向179-3　宮本 高司様方

徳島市上八万町中山6-11　三村 清美様方

高知市城山町192-1　西川 博様方

香川県高松市亀田南町87-108　山上 武司様方

松山市堀江町７番地　三浦工業（株） 内

長崎市北栄町4-5　石川 和彦様方

沖縄市園田1-3-30　當真 一男様方

6 Teramo Ct. Newport Coast, CA USA 92657

６４０－８５１０  和歌山市栄谷930 和歌山大学 経済学部 分室 気付

５４０－００12  大阪市中央区谷町4－4－17  ロイヤルタワー大阪谷町207号

 山中 盛義（大28）、小柴 学司（大39）､  夫馬 竜司（大47・院37）

兵庫（東播磨、北播磨、
丹波以東および淡路）

東京、神奈川、千葉、埼玉、
茨城、群馬、山梨、長野、栃木

青森、岩手、秋田、
山形、福島、宮城

本部事務所

名古屋市中村区名駅3丁目28番12号大名古屋ビルヂング26階 
（有）あずさ監査法人名古屋事務所 岡野 英生様方

支     部     名  　        　　　　　事 務 所 所 在 地

柑芦会  支部一覧表 （2022.3.31.現在）

和歌山市西汀丁３６ 和歌山商工会議所2Ｆ 山中会計事務所内 
柑芦会 和歌山支部事務局 ０７３－４２３－１２３１

０６－６９４１－４９８６

０３－３３６６－３６８０

０５２－５８９－０５００

０９０－３６５７－８１２７

０７５－５８１－４１２０

0145-25-2801（FAX）

０８０－１８２４－２６８８

０７６－２０５－１９１６

０７７９－６６－４３３６

０５５－９８６－５２２３

０５９６－７２－８０２５

０７９－２８３－１２５０

０８０－３１０３－５６３７

０８２－９２１－１６６２

０９０－５６９６－０２１２

０８３８－２６－８５２３

０９０－１５７８－７９４１

０８８－８３３－７２７４

０８７－８４７－３１８５

０８９－９７９－１２３０

０９０－１８７６－１６７４

０９８－９３２－２７８７

２１３－６１０－７５７８

０７３－４５７－７６０７

０６－６９４１－４９８６

坂本  漸（大8）

糸川  公偉（大26）

小林  淳（大30）

垣見 祐二（大25）

平林 義康（大20）

和田 壽郎（大14）

田中  廣（大19）

菊池  静（大46）

林  国敏（大４１）

江波 庄進（大２４)

澤田  務（大14）

井上 俊一（大18）

毛利 惠行（大25）

真下 義則（大15）

三吉 規央（大45）

吉村 政憲（大17）

宮本 高司（大24）

多田 昭弘（大26）

西川  博（大 21）

島田 新市（大22）

門屋 孝博（大35）

石川 和彦（大19）

當真 一男（大２８）

田中 昌平（大19）

　  （大　　学）

　  （会　　長）

　  （事務局長）

山中 盛義（大28）

西本 正人（大23）

草場  寛（大34）

岡野 英生（大30）

中原 憲造（大25）

宮下  剛（大46）

 

清水 啓司（大31）

山際 雅彦（大31）

栄藤 雅雄（大31）

　

友定 雅紀（大24）

橋本 尚明（大26）

三村 清美（大36）

梶  正司（大31）

大城 直輝（大46）

西川 謹爾（大１）

4,709

6,038

1,229

578

867

355

11

48

102

105

104

207

265

200

119

161

54

141

26

85

111

340

25

2

15,882

12,958

28,840

平野 勝久（大31）

伊藤 僚一（大20）

吉田 和宏（大17）

喜多 正行（大8）

黒田 俊行（大29）

味野 耕二（大17）

山元 経穂（大49）

石田 隆造（大28）
松村  勉（大29）

後藤 善美（大7）
山崎 清作（大11）

小谷  剛（大20）
太田  均（大22）

丸木 一男（大14）
春藤 勝弘（大33）

塩路 茂一（短6）

岡田  治（大32）

山根木 晴久（大34）

赤塚 信正（大26）

村澤 美代子（大34）

水谷 正道（大26）

安岡 道夫（大21）

　

相談役
中村 昌宏（大13）

電 　話　　　　  支 部 長　　　　　　　  副 支 部 長　　　　　       幹 事 長　　 在籍者数

学部支援室  経済学部分室長  森田  智也

北村 修一（大18）

浦  義弘（大17）

（小計）

（死亡・不詳等）

合　計
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現在数 理事　　15名 （定数10名以上20名以内）
　　　 評議員　17名 （定数10名以上25名以内）
　　　 監事　　 3名 （定数3名以内）

任期 理事　  2年（2024年5月まで）
 評議員   4年（2026年5月まで）
 監事　  4年（2024年5月まで）

☆は新任
役職名
理事長
常務理事
〃
〃
〃
〃
理事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監    事
〃
〃

所属支部
大　阪
和歌山
大　阪
東　京
神　戸
東　海
大　阪
〃
〃
東　京
〃
〃
神　戸
京　滋
姫　路

和歌山
大　阪
〃

卒回
大18
大8
大26
大30
大20
大25
大14
大16
大24
大15
大15
大26
大20
大14
大25

大28
大39

大47・院37

☆

 氏　名
北村 修一
坂本　 漸
糸川 公偉
小林　 淳
平林 義康
垣見 祐二
金子 義明
青柳 明雄
佐藤 直樹
原　 良也
西浦 英次
末廣 利明
辻　　 均
和田 壽郎
毛利 惠行

山中 盛義
小柴 学司
夫馬 竜司

役職名
評 議 員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

所属支部
和歌山
〃
〃
大  阪
〃
〃
東　京
〃
東  海
神  戸
京　滋
東　北
三  重
姫  路
徳　島
香  川
九  州

卒回
大16
大17
大20
大17
大23
大31
大28
大34
大30
大17
大46
大46
大18
大29
大26
大22
大19

 氏　名
渥美 正道
橋本 孝郎
小瀧　 信
浦　 義弘
西本 正人
東海 秀明
石田 隆造
草場　 寛
岡野 英生
吉田 和宏
宮下　 剛
菊池　 静
井上 俊一
黒田 俊行
多田 昭弘
島田 新市
石川 和彦

（一財）和歌山大学経済学部後援会・役員名簿 （2022年5月23日現在）

後 援 会

Ⅰ. 一般正味財産増減の部
　１.経常増減の部
　（１）経常収益
　　　利息収入
　　　経常収益合計
　（2）経常費用
　①事業費
　　　施設設備援助
　　　学術研究助成
　　　論文刊行等費用助成
　　　海外留学費援助
　　　特定寄付（70周年記念事業）
　　事業費合計
　②管理費
　　　会議費
　　　通信費
　　　事務用品費
　　　家賃
　　　機器リース料
　　　租税公課
　　　雑費
　　管理費支出合計
　　経常費用合計
　　　当期経常増減額
　2.経常外増減の部
　（1）経常外収益
　　　経常外収益合計
　（2）経常外費用
　　有価証券評価損
　　有価証券売却損
　　　経常外費用合計
　　　　当期経常外増減額
　　当期一般正味財産増減額
　　一般正味財産期首残高
　　一般正味財産期末残高
Ⅱ． 指定正味財産増減の部
　　当期指定正味財産増減額
　　指定正味財産期首残高
　　指定正味財産期末残高
Ⅲ． 正味財産期末残高

（単位：円）
科　　目 2021年度実績 2020年度実績 増  減

1）2021年度　正味財産増減計算書 一般財団法人
和歌山大学経済学部後援会

（2021年4月1日～2022年3月31日）

135,608
135,608

400,000
0
0
0
0

400,000

0
0

53,321
960,000
27,588
10,500
57,402

1,108,811
1,508,811
-1,373,203

0

231,000
0

231,000
-231,000
-1,604,203
25,338,281
23,734,078

0
0
0

23,734,078

325,237
325,237

400,000
0
0
0

30,000,000
30,400,000

0
6,580
43,045
460,000
27,588
10,834
58,678
606,725

31,006,725
-30,681,488

0

177,000
506,400
683,400
-683,400

-31,364,888
56,703,169
25,338,281

0
0
0

25,338,281

-189,629
-189,629

0
0
0
0

-30,000,000
-30,000,000

0
-6,580
10,276
500,000

0
△ 334
△ 1,276
502,086

-29,497,914
29,308,285

0

54,000
-506,400
-452,400
452,400

29,760,685
-31,364,888
-1,604,203

0
0
0

-1,604,203

Ⅰ. 一般正味財産増減の部
　１.経常増減の部
　（１）経常収益
　　　 利息収入
　　　経常収益合計
　（2）経常費用
　①事業費
　　　 施設設備援助
　　　 学術研究助成
　　　 論文刊行等費用助成
　　　 海外留学費援助
　　　 ＥＣ奨学金制度
　　事業費合計
　②管理費
　　　 会議費
　　　 通信費
　　　 事務用品費
　　　 家賃
　　　 機器リース料
　　　 租税公課
　　　 雑費
　　管理費支出合計
　　経常費用合計
　　　　当期経常増減額
　2.経常外増減の部
　（1）経常外収益
　　　経常外収益合計
　（2）経常外費用
　　有価証券評価損
　　　経常外費用合計
　　　　当期経常外増減額
　　当期一般正味財産増減額
　　一般正味財産期首残高
　　一般正味財産期末残高
Ⅱ． 指定正味財産増減の部 
　　当期指定正味財産増減額
　　指定正味財産期首残高
　　指定正味財産期末残高
Ⅲ． 正味財産期末残高

科　　目 2022年度予算

140,000
140,000

400,000
0
0

1,000,000
270,000
1,670,000

200,000
10,000
50,000
960,000
30,000
30,000
60,000

1,340,000
3,010,000
-2,870,000

0

0
0
0

-2,870,000
23,734,078
20,864,078

0
0
0

20,864,078

10,861
12,365,676

37,493
12,414,030

138,048
11,182,000
11,320,048
23,734,078

0

25,338,281
-1,604,203
23,734,078
23,734,078

（単位：円）
資産の部 負債・正味財産の部

勘定科目   金　　額 勘定科目 金　　額

３）貸借対照表 （2022年3月31日現在）

流動資産
　現　　金
　普通預金
　未収入金
　　　流動資産　計
固定資産
　土　　地
　投資有価証券
　　　固定資産　計
　　  　 資 産　合 計

　　　　  負債合計

前期繰越正味財産
当期正味財産増減額
　　　　正味財産合計
    負債・正味財産　合 計

2）2022年度　正味財産増減予算書
（2022年4月1日～2023年3月31日）（単位：円）

一般財団法人
和歌山大学経済学部後援会
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現在数 理事　　15名 （定数10名以上20名以内）
　　　 評議員　17名 （定数10名以上25名以内）
　　　 監事　　 3名 （定数3名以内）

任期 理事　  2年（2024年5月まで）
 評議員   4年（2026年5月まで）
 監事　  4年（2024年5月まで）

☆は新任
役職名
理事長
常務理事
〃
〃
〃
〃
理事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監    事
〃
〃

所属支部
大　阪
和歌山
大　阪
東　京
神　戸
東　海
大　阪
〃
〃
東　京
〃
〃
神　戸
京　滋
姫　路

和歌山
大　阪
〃

卒回
大18
大8
大26
大30
大20
大25
大14
大16
大24
大15
大15
大26
大20
大14
大25

大28
大39

大47・院37

☆

 氏　名
北村 修一
坂本　 漸
糸川 公偉
小林　 淳
平林 義康
垣見 祐二
金子 義明
青柳 明雄
佐藤 直樹
原　 良也
西浦 英次
末廣 利明
辻　　 均
和田 壽郎
毛利 惠行

山中 盛義
小柴 学司
夫馬 竜司

役職名
評 議 員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

所属支部
和歌山
〃
〃
大  阪
〃
〃
東　京
〃
東  海
神  戸
京　滋
東　北
三  重
姫  路
徳　島
香  川
九  州

卒回
大16
大17
大20
大17
大23
大31
大28
大34
大30
大17
大46
大46
大18
大29
大26
大22
大19

 氏　名
渥美 正道
橋本 孝郎
小瀧　 信
浦　 義弘
西本 正人
東海 秀明
石田 隆造
草場　 寛
岡野 英生
吉田 和宏
宮下　 剛
菊池　 静
井上 俊一
黒田 俊行
多田 昭弘
島田 新市
石川 和彦

（一財）和歌山大学経済学部後援会・役員名簿 （2022年5月23日現在）

後 援 会

Ⅰ. 一般正味財産増減の部
　１.経常増減の部
　（１）経常収益
　　　利息収入
　　　経常収益合計
　（2）経常費用
　①事業費
　　　施設設備援助
　　　学術研究助成
　　　論文刊行等費用助成
　　　海外留学費援助
　　　特定寄付（70周年記念事業）
　　事業費合計
　②管理費
　　　会議費
　　　通信費
　　　事務用品費
　　　家賃
　　　機器リース料
　　　租税公課
　　　雑費
　　管理費支出合計
　　経常費用合計
　　　当期経常増減額
　2.経常外増減の部
　（1）経常外収益
　　　経常外収益合計
　（2）経常外費用
　　有価証券評価損
　　有価証券売却損
　　　経常外費用合計
　　　　当期経常外増減額
　　当期一般正味財産増減額
　　一般正味財産期首残高
　　一般正味財産期末残高
Ⅱ． 指定正味財産増減の部
　　当期指定正味財産増減額
　　指定正味財産期首残高
　　指定正味財産期末残高
Ⅲ． 正味財産期末残高

（単位：円）
科　　目 2021年度実績 2020年度実績 増  減

1）2021年度　正味財産増減計算書 一般財団法人
和歌山大学経済学部後援会

（2021年4月1日～2022年3月31日）

135,608
135,608

400,000
0
0
0
0

400,000

0
0

53,321
960,000
27,588
10,500
57,402

1,108,811
1,508,811
-1,373,203

0

231,000
0

231,000
-231,000
-1,604,203
25,338,281
23,734,078

0
0
0

23,734,078

325,237
325,237

400,000
0
0
0

30,000,000
30,400,000

0
6,580
43,045
460,000
27,588
10,834
58,678
606,725

31,006,725
-30,681,488

0

177,000
506,400
683,400
-683,400

-31,364,888
56,703,169
25,338,281

0
0
0

25,338,281

-189,629
-189,629

0
0
0
0

-30,000,000
-30,000,000

0
-6,580
10,276
500,000

0
△ 334
△ 1,276
502,086

-29,497,914
29,308,285

0

54,000
-506,400
-452,400
452,400

29,760,685
-31,364,888
-1,604,203

0
0
0

-1,604,203

Ⅰ. 一般正味財産増減の部
　１.経常増減の部
　（１）経常収益
　　　 利息収入
　　　経常収益合計
　（2）経常費用
　①事業費
　　　 施設設備援助
　　　 学術研究助成
　　　 論文刊行等費用助成
　　　 海外留学費援助
　　　 ＥＣ奨学金制度
　　事業費合計
　②管理費
　　　 会議費
　　　 通信費
　　　 事務用品費
　　　 家賃
　　　 機器リース料
　　　 租税公課
　　　 雑費
　　管理費支出合計
　　経常費用合計
　　　　当期経常増減額
　2.経常外増減の部
　（1）経常外収益
　　　経常外収益合計
　（2）経常外費用
　　有価証券評価損
　　　経常外費用合計
　　　　当期経常外増減額
　　当期一般正味財産増減額
　　一般正味財産期首残高
　　一般正味財産期末残高
Ⅱ． 指定正味財産増減の部 
　　当期指定正味財産増減額
　　指定正味財産期首残高
　　指定正味財産期末残高
Ⅲ． 正味財産期末残高

科　　目 2022年度予算

140,000
140,000

400,000
0
0

1,000,000
270,000
1,670,000

200,000
10,000
50,000
960,000
30,000
30,000
60,000

1,340,000
3,010,000
-2,870,000

0

0
0
0

-2,870,000
23,734,078
20,864,078

0
0
0

20,864,078

10,861
12,365,676

37,493
12,414,030

138,048
11,182,000
11,320,048
23,734,078

0

25,338,281
-1,604,203
23,734,078
23,734,078

（単位：円）
資産の部 負債・正味財産の部

勘定科目   金　　額 勘定科目 金　　額

３）貸借対照表 （2022年3月31日現在）

流動資産
　現　　金
　普通預金
　未収入金
　　　流動資産　計
固定資産
　土　　地
　投資有価証券
　　　固定資産　計
　　  　 資 産　合 計

　　　　  負債合計

前期繰越正味財産
当期正味財産増減額
　　　　正味財産合計
    負債・正味財産　合 計

2）2022年度　正味財産増減予算書
（2022年4月1日～2023年3月31日）（単位：円）

一般財団法人
和歌山大学経済学部後援会
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本年４月、全会員向けに「消息葉書」を送付し、過年度分も含めて多くの方から訃報連絡を頂きました。
心からご冥福をお祈り申し上げます。
ご逝去日をご連絡頂いていない場合は、「－」（不明）としています。（敬称略） （2022年8月31日現在）

植 田 貞 夫
野 上 泰 正
長 尾 輝 夫
吹 田 四 朗
沢 田 源 三
吉 川 　 浩
三 宅 之 朗
西 川 洋 男
岩 瀬 一 夫
植 田 貞 夫
大 場 幸 夫
谷 本 　 隆
副 松 　 進
高 井 哲 也
木 村 孝 次 郎
南 泉 　 肇
湯 川 敏 弘
安 田 嘉 雄
田 嶋 昭 三 郎
酒 井 澄 夫
西 　 浦 清
谷 野 道 雄
細 川 治 男
丸 山 健 樹
中 村 兼 通
市 橋 克 二
白 井 　 肇
佐 武 四 郎
亀 井 信 琦
南 村 桂 太 郎
出 村 齊 宏
深 海 龍 彦
藤 原 禎 弘
谷 崎 博 志
谷 本 徳 七
納 谷 吉 郎
西 川 謹 爾
永 井 敬 造
岡 崎 忠 彦
谷 口 勝 美
柴 谷 貞 夫
平 井 喜 広

2021.8.5
－
－
－
－
－
－

2021.9.4
2008.4.－
2021.8.5
2021.9.－
2021.11.10
－
－

2010.8.－
2015.10.7
－
－

2021.11.28
－

2019.7.8
2021.12.15
2022.3.－
2022.3.9
2022.6.5
－
－
－
－

2021.11.－
－
－
－
－

2020.6.－
2022.1.23
2022.7.7
－
－

2021.10.9
2022.8.14
－

卒 期 氏　　名 永眠年月日

大学 旗 手 　 讓
國 岡 政 剛
中 村 育 夫
瀧 浪 眞 男
木 下 　 睦
吉 岡 　 武
田 村 禎 三
角 野 武 夫
辻 内 祥 浩
八 井 田 晋
西 垣 幹 雄
石 井 清 隆
我 堂 敬 典
佐 野 彰 朗
井 口 益 之
濱 本 　 實
武 本 　 真
宮 本 　 明
田 付 　 實
村 上 安 宏
大 澤 龍 平
井 澤 信 雄
中 谷 千 臣
島 　 隆 司
前 田 武 彦
宮 崎 豊 博
国 兼 憲 二
尾 崎 賢 太 郎
坂 東 博 明
広 橋 克 彦
榎 本 雅 生
稗 　 正 俊
山 崎 石 根
上 原 弘 志
中 谷 洋 三
天 満 平 和
山 崎 喜 造
泉 　 隆 資
浅 野 芳 昭
木 本 良 宏
山 本 定 昭
兼 田 進 也

－
2022.3.26
－
－
－

2020.6.16
2022.4.11
－
－

2022.5.4
－

2018.12.－
2022.2.3
2021.11.30
2022.春
－
－

2021.9.22
2021.9.26
2022.4.20
－
－

2021.9.20
－
－

2016.1.26
2020.6.28
2020.12.20
2022.4.12
－
－

2018.12.8
2021.12.6
2021.11.10
－
－
－

2022.2.7
2021.5.－
2021.8.15
2022.2.3
－

卒 期 氏　　名 永眠年月日

訃報情報

1
10
11
11
12
14
17
18
19
19
20
20
20
20
1
1
1
1
2
2
3
3
3
3
3
3
3
4
4
1
2
2
2
2
1
1
1
1
1
2
2
2

2
3
3
3
3
4
4
4
4
5
5
6
6
7
7
7
7
8
8
8
8
8
9
9
9
11
11
11
11
11
11
12
12
13
14
14
14
15
16
16
16
16

大学

短大

雑 賀 欣 二
兼 田 進 也
平 井 秀 彦
田 中 文 雄
森 　 忠 良
玉 川 邦 雄
松 本 良 和
本 多 康 重
蔵 重 雄 一
高 橋 豊 和
中 尾 寿 夫
小 谷 範 人
小 坂 直 司
山 根 健 次
板 谷 信 介
宮 野 幸 一
山 田 公 伯
佐 脇 重 仁
上 山 利 規
高 橋 　 司
北 　 隆 文
江 川 和 明
岩 本 圭 司
豊 田 益 啓
冷 水 史 和
宮 本 佳 知
松 葉 　 堅
大 賀 英 史
澁 川 誠 一 郎
三 浦 章 吾
酒 井 　 孝
谷 山 大 介
矢 野 平 籬
日 潟 　 朗
小 山 武 彦
浦 口 　 忠
栗 須 谷 鉄 治
宮 本 雅 史
青 木 敏 郎
海 出 義 信
小 林 健 次
楠 本 憲 次 郎
三 宅 孝 行
広 野 脩 三 郎
前 田 正 博
小 松 寛 生
亀 位 十 郎

－
－
－
－
－
－

2021.10.5
2021.12.11
2021.9.10
－

2020.12.26
2022.3.12
－

2019.6.18
2022.3.5
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

2021.7.14
2021.－.－
－
－
－

2021.12.14
－
－
－
－
－

2017.3.22
2020.12.21
－
－
－
－
－
－
－

卒 期 氏　　名 永眠年月日

寺 西 英 夫
岡 本 憲 児
谷 村 洋 三
吉 田 　 映
根 来 正 英
谷 村 洋 三
稲 田 房 身
小 野 末 光
北 野 宣 隆
小 野 末 光
尾 藤 博 文
酒 井 　 一
上 嶋 信 子
平 林 伸 一
田 村 彰 男
高 城 　 仁
木 村 善 守
橋 爪 正 彦
川 端 文 子
池 上 重 昭
岩 田 　 登
津 田 安 博
宮 路 都 知 央
宮 本 　 真
阿 部 末 雄
阪 口 雅 英
阿 部 末 雄
北 浦 康 夫
森 本 　 忠
坂 本 　 治
谷 野 勝 美
中 村 久 美 子

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

2020.10.11
－
－
－
－
－
－
－

2021.12.6
－
－
－
－
－

2021.8.－
－
－
－
－
－
－

2022.2.15

卒 期 氏　　名 永眠年月日

短大16
16
16
16
16
17
17
17
18
18
19
19
19
20
20
21
21
23
24
24
27
28
29
30
30
32
34
35
44
44
48
58
1
1
1
2
3
3
4
4
4
4
5
5
5
5
7

7
8
8
8
8
8
10
10
10
10
11
11
11
11
11
11
12
13
14
14
14
15
15
15
16
16
16
16
24
25
26
31

高商

経専

工専

大学
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本年４月、全会員向けに「消息葉書」を送付し、過年度分も含めて多くの方から訃報連絡を頂きました。
心からご冥福をお祈り申し上げます。
ご逝去日をご連絡頂いていない場合は、「－」（不明）としています。（敬称略） （2022年8月31日現在）

植 田 貞 夫
野 上 泰 正
長 尾 輝 夫
吹 田 四 朗
沢 田 源 三
吉 川 　 浩
三 宅 之 朗
西 川 洋 男
岩 瀬 一 夫
植 田 貞 夫
大 場 幸 夫
谷 本 　 隆
副 松 　 進
高 井 哲 也
木 村 孝 次 郎
南 泉 　 肇
湯 川 敏 弘
安 田 嘉 雄
田 嶋 昭 三 郎
酒 井 澄 夫
西 　 浦 清
谷 野 道 雄
細 川 治 男
丸 山 健 樹
中 村 兼 通
市 橋 克 二
白 井 　 肇
佐 武 四 郎
亀 井 信 琦
南 村 桂 太 郎
出 村 齊 宏
深 海 龍 彦
藤 原 禎 弘
谷 崎 博 志
谷 本 徳 七
納 谷 吉 郎
西 川 謹 爾
永 井 敬 造
岡 崎 忠 彦
谷 口 勝 美
柴 谷 貞 夫
平 井 喜 広

2021.8.5
－
－
－
－
－
－

2021.9.4
2008.4.－
2021.8.5
2021.9.－
2021.11.10
－
－

2010.8.－
2015.10.7
－
－

2021.11.28
－

2019.7.8
2021.12.15
2022.3.－
2022.3.9
2022.6.5
－
－
－
－

2021.11.－
－
－
－
－

2020.6.－
2022.1.23
2022.7.7
－
－

2021.10.9
2022.8.14
－

卒 期 氏　　名 永眠年月日

大学 旗 手 　 讓
國 岡 政 剛
中 村 育 夫
瀧 浪 眞 男
木 下 　 睦
吉 岡 　 武
田 村 禎 三
角 野 武 夫
辻 内 祥 浩
八 井 田 晋
西 垣 幹 雄
石 井 清 隆
我 堂 敬 典
佐 野 彰 朗
井 口 益 之
濱 本 　 實
武 本 　 真
宮 本 　 明
田 付 　 實
村 上 安 宏
大 澤 龍 平
井 澤 信 雄
中 谷 千 臣
島 　 隆 司
前 田 武 彦
宮 崎 豊 博
国 兼 憲 二
尾 崎 賢 太 郎
坂 東 博 明
広 橋 克 彦
榎 本 雅 生
稗 　 正 俊
山 崎 石 根
上 原 弘 志
中 谷 洋 三
天 満 平 和
山 崎 喜 造
泉 　 隆 資
浅 野 芳 昭
木 本 良 宏
山 本 定 昭
兼 田 進 也

－
2022.3.26
－
－
－

2020.6.16
2022.4.11
－
－

2022.5.4
－

2018.12.－
2022.2.3
2021.11.30
2022.春
－
－

2021.9.22
2021.9.26
2022.4.20
－
－

2021.9.20
－
－

2016.1.26
2020.6.28
2020.12.20
2022.4.12
－
－

2018.12.8
2021.12.6
2021.11.10
－
－
－

2022.2.7
2021.5.－
2021.8.15
2022.2.3
－

卒 期 氏　　名 永眠年月日

訃報情報

1
10
11
11
12
14
17
18
19
19
20
20
20
20
1
1
1
1
2
2
3
3
3
3
3
3
3
4
4
1
2
2
2
2
1
1
1
1
1
2
2
2

2
3
3
3
3
4
4
4
4
5
5
6
6
7
7
7
7
8
8
8
8
8
9
9
9
11
11
11
11
11
11
12
12
13
14
14
14
15
16
16
16
16

大学

短大

雑 賀 欣 二
兼 田 進 也
平 井 秀 彦
田 中 文 雄
森 　 忠 良
玉 川 邦 雄
松 本 良 和
本 多 康 重
蔵 重 雄 一
高 橋 豊 和
中 尾 寿 夫
小 谷 範 人
小 坂 直 司
山 根 健 次
板 谷 信 介
宮 野 幸 一
山 田 公 伯
佐 脇 重 仁
上 山 利 規
高 橋 　 司
北 　 隆 文
江 川 和 明
岩 本 圭 司
豊 田 益 啓
冷 水 史 和
宮 本 佳 知
松 葉 　 堅
大 賀 英 史
澁 川 誠 一 郎
三 浦 章 吾
酒 井 　 孝
谷 山 大 介
矢 野 平 籬
日 潟 　 朗
小 山 武 彦
浦 口 　 忠
栗 須 谷 鉄 治
宮 本 雅 史
青 木 敏 郎
海 出 義 信
小 林 健 次
楠 本 憲 次 郎
三 宅 孝 行
広 野 脩 三 郎
前 田 正 博
小 松 寛 生
亀 位 十 郎

－
－
－
－
－
－

2021.10.5
2021.12.11
2021.9.10
－

2020.12.26
2022.3.12
－

2019.6.18
2022.3.5
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

2021.7.14
2021.－.－
－
－
－

2021.12.14
－
－
－
－
－

2017.3.22
2020.12.21
－
－
－
－
－
－
－

卒 期 氏　　名 永眠年月日

寺 西 英 夫
岡 本 憲 児
谷 村 洋 三
吉 田 　 映
根 来 正 英
谷 村 洋 三
稲 田 房 身
小 野 末 光
北 野 宣 隆
小 野 末 光
尾 藤 博 文
酒 井 　 一
上 嶋 信 子
平 林 伸 一
田 村 彰 男
高 城 　 仁
木 村 善 守
橋 爪 正 彦
川 端 文 子
池 上 重 昭
岩 田 　 登
津 田 安 博
宮 路 都 知 央
宮 本 　 真
阿 部 末 雄
阪 口 雅 英
阿 部 末 雄
北 浦 康 夫
森 本 　 忠
坂 本 　 治
谷 野 勝 美
中 村 久 美 子

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

2020.10.11
－
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1
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2
3
3
4
4
4
4
5
5
5
5
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7
8
8
8
8
8
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10
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11
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15
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15
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16
16
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26
31

高商

経専

工専

大学
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発行所 大阪市中央区谷町4丁目4-17

ロイヤルタワー大阪谷町207号

電話 06－6941－4986

FAX 06－6947－7925

発行人 北村　修一

編集人 穂永　千秋

（印刷・製本  東洋紙業高速印刷株式会社）

柑芦編集委員会

委 員 長 穂永　千秋（大阪）

林　　歳昭（姫路）委      員

青柳　明雄（大阪）　 同

　 同 糸川　公偉（大阪）

　 同 萩原　　謙（神戸）

　 同

　 同

中川　暢顕（東海）

中川　貴照（東京）

各 支 部 広報支局員

広告掲載申込み受付中 ! !
「柑芦」の編集費用は、広告収入でその

大部分を賄っております。

皆様のご協力をお願いします。

お問合せ、お申込みは、本部事務局へ

《投稿募集!!》
柑芦会員並びに関係者の方々からの投稿を
歓迎いたします。
随筆・紀行文・俳句・短歌・詩・・・・・など
ただし、編集上、訂正、削除等の変更がある
場合をお含み置き下さい。

あ     と     が     き

　第53号もようやく刊行できることとなりました。ご協
力いただきました柑芦会員及び編集委員の皆様方
のご尽力に深く感謝申し上げます。
　表紙絵も絵画同好会の小柴　学様からの母校の
在る和歌山市近郊を俯瞰図として描いていただくと
いう記念誌にふさわしい表紙が出来ました。
　年代的には高松学舎育ちの会員が多いように思
えますが、人数的には栄谷学舎（現在地）を卒業さ
れた会員との差は少ない時代になりました。まだ栄谷
の学舎に行ったことのない方も多いようですが、現役
諸君が課外活動で成果を上げるニュースを聞くたび
に、一度は訪れてみたいと思う気持ちも湧いてくるの
ではないでしょうか。

　過去二年、コロナ禍における柑芦会活動の制限も、
感染者の漸減で何とか復活への期待が高まる中、7
月からまたもや第7波の感染の波に飲み込まれ、同窓
会活動に支障をきたす状況が続きました。その中で
ズームを利用した会議での交流を試みられ、少しず
つ対面での支部総会が開かれるようになりました。
　編集委員会も幾人かの方の交代があり、それ以
上に新しい方の参加の必要性が高まっております。
もっともっと各地の情報を、この誌面で共有し、交流
活性化に役立つようにしていきたいと願っております。

「柑芦」編集委員長　　大17　穂永 千秋

◆転載禁止　本誌掲載の記事・文章・写真については、無断転載は禁止します。

─ 118 ─



旭精機工業㈱ ……………… 64
岩垣会計事務所 …………… 80
鵜島会計事務所 …………… 56
㈱岡本設計…………………… 48

斎藤直樹税理士事務所 …… 56
司法書士法人さくら国際 ………… 93
敷島製パン㈱………………… 49
㈱島精機製作所 …………… 53

大成金属㈱ ………………… 94
髙島工業㈱ ………………… 73

ア

川瀬計理事務所……………… 48
㈱共立合金製作所 ………… 93
㈱小泉組 …………………… 49

カ

サ

タ

広　告　索　引
「柑芦」第53号

（50音順）

田中会計事務所……………… 80
チョーヤ梅酒㈱ ……………… 97
坪内会計事務所 …………… 109
道頓堀ホテル ………………… 44

㈱白山機工…………………… 61
パークス㈱ …………………… 45
紀三井寺ガーデンホテル はやし …… 95
阪和興業㈱ ………………… 109

山中静事務所………………… 81

名尾公認会計士事務所 …… 73
㈱南北 ……………………… 97

ナ

ハ

マ

ヤ

毛利会計事務所 …………… 45
柑芦　第53号（2022年版）

2022年10月発行

発行所 大阪市中央区谷町4丁目4-17

ロイヤルタワー大阪谷町207号

電話 06－6941－4986

FAX 06－6947－7925

発行人 北村　修一

編集人 穂永　千秋

（印刷・製本  東洋紙業高速印刷株式会社）

柑芦編集委員会

委 員 長 穂永　千秋（大阪）

林　　歳昭（姫路）委      員

青柳　明雄（大阪）　 同

　 同 糸川　公偉（大阪）

　 同 萩原　　謙（神戸）

　 同

　 同

中川　暢顕（東海）

中川　貴照（東京）

各 支 部 広報支局員

広告掲載申込み受付中 ! !
「柑芦」の編集費用は、広告収入でその

大部分を賄っております。

皆様のご協力をお願いします。

お問合せ、お申込みは、本部事務局へ

《投稿募集!!》
柑芦会員並びに関係者の方々からの投稿を
歓迎いたします。
随筆・紀行文・俳句・短歌・詩・・・・・など
ただし、編集上、訂正、削除等の変更がある
場合をお含み置き下さい。

あ     と     が     き

　第53号もようやく刊行できることとなりました。ご協
力いただきました柑芦会員及び編集委員の皆様方
のご尽力に深く感謝申し上げます。
　表紙絵も絵画同好会の小柴　学様からの母校の
在る和歌山市近郊を俯瞰図として描いていただくと
いう記念誌にふさわしい表紙が出来ました。
　年代的には高松学舎育ちの会員が多いように思
えますが、人数的には栄谷学舎（現在地）を卒業さ
れた会員との差は少ない時代になりました。まだ栄谷
の学舎に行ったことのない方も多いようですが、現役
諸君が課外活動で成果を上げるニュースを聞くたび
に、一度は訪れてみたいと思う気持ちも湧いてくるの
ではないでしょうか。

　過去二年、コロナ禍における柑芦会活動の制限も、
感染者の漸減で何とか復活への期待が高まる中、7
月からまたもや第7波の感染の波に飲み込まれ、同窓
会活動に支障をきたす状況が続きました。その中で
ズームを利用した会議での交流を試みられ、少しず
つ対面での支部総会が開かれるようになりました。
　編集委員会も幾人かの方の交代があり、それ以
上に新しい方の参加の必要性が高まっております。
もっともっと各地の情報を、この誌面で共有し、交流
活性化に役立つようにしていきたいと願っております。

「柑芦」編集委員長　　大17　穂永 千秋

◆転載禁止　本誌掲載の記事・文章・写真については、無断転載は禁止します。
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 柑芦会の名称  ： 柑芦会の「柑芦」とは、和歌山といえば「蜜柑」、学校の敷地周辺には、開校当時「芦」
が生い茂っていたことから、「蜜柑」の香りと天を指して伸びる「芦」のたくましさ、強さに因んで高商初代
校長の岡本一郎氏により命名された。
柑をカンと読まずコウと呼び習わしている。

 柑芦会の歴史  ： 大正15年（1926 年）3月11日、和歌山高等商業学校第1回卒業式が挙行されたが、
その時、数名の者が発起人となり、学校当局の同意も得て同窓会が発足した。同窓会は、後に昭和4年「柑芦
会」と命名された。

 柑芦会の組織  ： 柑芦会は、和歌山高等商業学校、和歌山経済専門学校、和歌山工業専門学校、和歌
山大学経済学部、短期大学部、和歌山大学大学院へと連綿と受け継がれて来た。2022年 8月現在、卒
業生は29,000 名を超え、全国に23の支部が作られ、活発に活動している。

 柑芦会の活動  ： 柑芦会は、会員相互の
親睦を図り、母校と会員の関係を緊密に
し、その隆盛と発展を助けることを目的と
して様々な活動を展開している。支部総
会・懇親会、同期会、ゼミ・クラブOB
会、ゴルフ会、歩こう会、囲碁会、詩吟会、
勉強会（人生塾、経済講演会、異業種交
流会等）、就職支援活動、母校において
卒業生の寄付講義開講等その他色々な
分野で積極的な活動を行っている。
 
 事務所・広報  ： 本部・大阪事務所：
〒540-0012 大阪市中央区谷町4－4－17 
  ロイヤルタワー大阪谷町207号
 電話：06－6941－4986
 Fax：06－6947－7925
 E-mail：honbu＠kourokai.org
 http://www.facebook.com/kourokai

《和歌山大学 経済学部 同窓会「柑芦会」のプロフィール》
こう ろ かい

柑芦誌へのとじ込みアンケート葉書
今回の柑芦第53号の内容についてご意見をお聞かせください

1 . 全体の感想は？

2 . 今回の特別企画は？　  ○印で
 よかった　　まあまあ　　面白くない
　　よかったと思う点は何ですか？　

3 . 恩師の思い出で今後取り上げてほしい先生はいますか？
 いる：　　先生のお名前　　　

4 . 母校だより　　卒業後母校に行ったことはありますか？　　   回
　　特に印象に残った記事は何ですか？

5 . 同窓会、同期会への参加は　  ○印で
 行きたい　　行きたいが時間がない　　関心がない

6 . 文芸欄の感想：　よかったと思うものは　  ○印（複数も可能）
　  随想　　　短歌　　　川柳　　　俳句　
　  柑芦会の同好組織について　　関心がある　　関心がない　　参加したい

7 . 次号への提案について希望をお書きください
 例：　　あの人　あの街のこと等なんでも結構です。

8 . 近況・ご消息 等

以上

名前・期　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　期
住　　所　〒
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	P050-053_ゼミ同期会
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